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11..  ここのの文文書書中中にに使使用用さされれてていいるる記記号号

 

1188.. 通通信信イイ ンン タタ ーーフフ ェェ ーースス･･モモジジ ュューールルのの取取
りり付付けけ 6611

1199.. 機機能能モモジジ ュューールルのの識識別別 6633

2200.. 制制御御盤盤のの識識別別 6633

2211.. 制制御御盤盤のの位位置置のの変変更更 6644

2222.. 製製品品ののササーービビスス 6655

22.1 電動機 65

22.2 ポンプ 65

2233.. 製製品品ののクク リリ ーーニニンンググ 6655

2244.. 出出荷荷時時設設定定 6666

2255.. 絶絶縁縁テテスス トト 6688

2266.. 技技術術デデーー タタ、、 単単相相電電動動機機 6688

26.1 電源電圧 68

26.2 漏れ電流 68

2277.. 技技術術デデーー タタ、、 三三相相電電動動機機 6688

27.1 電源電圧 68

27.2 漏れ電流 (AC) 69

2288.. 入入力力//出出力力 6699

2299.. そそのの他他のの技技術術デデーー タタ 7711

29.1 騒音レベル 72

3300.. 製製品品のの廃廃棄棄 7722

設置前に、 本書をお読み く だ さ い。 設置や
運転に関し ては、 関連法規や技術基準に
従っ て行っ て く だ さ い。

危危険険

回避し ない場合、 死亡または深刻な傷害の
原因と なる危険な状況を示し ます。

警警告告

回避し ない場合、 死亡または深刻な傷害の
原因と な り得る危険な状況を示し ます。

注注意意

回避し ない場合、 軽度または中程度の傷害
の原因と な り得る危険な状況を示し ます。

注意書きや取扱説明書をお読みいただ く
と、 作業の簡易化や安全な取 り扱いに役立
ちます。

これらの指示に従わない場合、 機器の誤作
動または損傷の原因と なる こ とがあ り ま
す。

青色またはグレーの背景にグ ラ フ ィ ッ クが
白抜き で表示された円形の記号は、 取るべ
き行動を示し ます。

黒色のグ ラ フ ィ ッ ク を伴 う こ と もある、 赤
色またはグレーの円に斜線が入っ た記号
は、 取るべき ではない行動、 または停止す
べき行動を示し ます。
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22..  用用語語のの略略語語とと定定義義 33..  本本取取扱扱説説明明書書ににつついいてて

この取扱説明書は、 標準 CR、 CRI、 CRN、 SPK、
MTR、 CM ポン プの取扱説明書の追補です。 本書に説
明のない事項については、 標準ポン プの取扱説明書
を参照 く だ さ い。

44..  概概要要

グルン ド フ ォ スの E-pump には単相または三相電源
の、 周波数制御式永久磁石電動機が搭載されていま
す。

44..11  製製造造時時ににセセ ッッ トト さされれるるセセンンササなな ししののポポンンププ

ポン プには PI コ ン ト ローラが内蔵されてお り、 設定
によ り、 外部センサに以下のパラ メ ー タ を制御させ
る こ とができ ます。

• 圧力一定

• 差圧一定

• 温度一定

• 温度差一定

• 流量一定

• レベル一定

• 出力一定

• その他数値一定。

出荷時、 ポン プの制御モー ド は、 出力一定に設定さ
れています。 R100 または Grundfos GO Remote を使
用し て制御モー ド を変更する こ とができ ます。

44..22  製製造造時時ににセセ ッッ トト さされれるるセセンンササ付付ききののポポンンププ

ポン プには PI コ ン ト ローラが内蔵されてお り、 圧力
センサが吐出圧力を制御する よ う 設定されています。

出荷時、 ポン プの制御モー ド は、 圧力一定に設定さ
れています。 特に、 負荷の変動するシステムを一定圧
力に維持するのに使用されます。

AI アナログ入力。

AL ア ラーム、 下限 リ ミ ッ ト を超えた。

AO アナログ出力。

AU ア ラーム、 上限 リ ミ ッ ト を超えた。

CIM 通信イ ン タ ーフ ェ ース･モジ ュール。

シン ク電流
電流が電源から端子に流れ込み、 内
部回路を通っ てGNDに流れてい く こ
と。

ソース電流
端子から電流が流れ出し て、 外部負
荷を通っ てGNDに戻っ て来る こ と。

DI デジ タル入力。

DO デジ タル出力。

ELCB 漏電遮断器。

FM 機能モジ ュール。

GDS
グルン ド フ ォ スのデジ タル･センサ。
一部のグルン ド フ ォ スのポン プに製
造時にセ ッ ト されるセンサ。

GENIbus
グルン ド フ ォ スの商標フ ィ ール ド バ
ス標準。

GFCI
地絡遮断器。
(USAおよびカナダ)。

GND 接地。

Grundfos 
Eye

ステー タ ス表示灯。

LIVE
端子に触れる と感電する危険性があ
る低電圧。

OC
オープン･コ レ ク タ ：
オープン･コ レ ク タ出力。

PE 漏電保護用接地。

PELV

保護特別低電圧。
他の回路での地絡を除き、 通常の条
件や単独の故障条件で ELV を超えな
い電圧。

RCD 残留電流遮断器

SELV

安全特別低電圧。
他の回路での地絡を含め、 通常の条
件や単独の故障条件で ELV を超えな
い電圧。
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44..33  設設定定

設定についての説明は、 製造時にセンサがセ ッ ト さ
れていないポン プ と、 製造時に圧力センサがセ ッ ト
されたポン プの両方に当てはま り ます。

設設定定値値

設定値は、 次の 3 通 りの方法で設定で き ます ：

• ポン プ制御盤で

• 外部設定信号用の入力を通じ て

• グルン ド フ ォ スワイヤレス リ モ コ ン R100 または 
Grundfos GO Remote を使用し て

そそのの他他のの設設定定

その他すべての設定は、 R100 または Grundfos GO 
Remote を使用し て行います。

R100 または Grundfos GO Remote を使用し て、 実際
の制御パラ メ ー タや消費電力などの重要なパラ メ ー
タ を読み取る こ とができ ます。

特殊な設定またはカ ス タ マ イズ された設定が必要な
場合は、 Grundfos PC Tool を使用し ます。 詳細につい
ては、 最寄のグルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ
い。

44..44  無無線線通通信信

本製品には、 ク ラ ス 1 機器に相当し EU 加盟国内で
は制限な く 使用する こ とができ る リ モー ト 制御用の
無線機能が含まれています。

米国およびカナダでの使用については、 73 ページ を
参照 く だ さ い。

中国および韓国で販売される一部の製品モデルには、
無線機能は搭載されていません。

本製品は、 Grundros GO および同じ タ イ プの他の製
品と内蔵無線機能を使っ て通信する こ とができ ます。

場合によ っ ては外部アン テナが必要になる場合があ
り ます。 本製品にはグルン ド フ ォ ス認定の外部アンテ
ナのみを接続 く だ さ い。 作業は、 グルン ド フ ォ ス認
定の作業者が行っ て く だ さ い。

44..55  ババ ッッ テテ リリ

CRE、 CRIE、 CRNE、 SPKE および MTRE ポン プには
リ チウムイオン ・ バ ッ テ リが搭載されています。 リ チ
ウムイオン ・ バ ッ テ リは、 バ ッ テ リ指針 
(2006/66/EC) に準拠し ます。 バ ッ テ リ は水銀、 鉛、
カ ド ミ ウムを含みません。

55..  配配送送とと取取扱扱

55..11  製製品品のの輸輸送送

•  2.2 から 5.5 kW の電動機 ： オ リ ジナルの梱包に
入っ た電動機を 2 台以上積み重ねないで く だ さ
い。

•  5.5 から 11 kW の電動機 ： 電動機を積み重ねない
で く だ さ い。

55..22  製製品品のの検検査査

製品を設置する前に、 以下のこ と を行っ て く だ さ い。

1. 製品が注文された ものである こ と を確認し ます。

2. 外観上、 製品が損傷を受けていない こ と を確認し
ます。

3. 製品に損傷や部品の不足がある場合は、 最寄のグ
ルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

66..  機機械械的的取取付付

66..11  製製品品のの取取りり扱扱いい

手動によ る吊 り上げや取 り扱いの限度を定めた各地
域の規制を遵守し て く だ さ い。 電動機の重量は銘板に
記されています。

警警告告

物物体体のの落落下下

死亡または深刻な傷害
- 製品が傾いた り、 落下する こ と を防ぐ た

め、 輸送中は製品を し っか り と固定し ま
す。

注注意意

足足元元落落下下注注意意

軽度または中程度の傷害
- 製品を動かす際は、 安全靴を着用し ま

す。

注注意意

背背中中 ・・ 腰腰のの負負傷傷

軽度または中程度の傷害
- 吊り 上げ設備を使用し ます。

注注意意

足足元元落落下下注注意意

軽度または中程度の傷害
- 製品を取 り扱 う 際は、 安全靴を着用し、

吊り 上げ設備を電動機のア イボル ト に取
り 付けます。

製品の吊 り上げに端子箱を利用し ないで く
だ さ い。
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22..  用用語語のの略略語語とと定定義義 33..  本本取取扱扱説説明明書書ににつついいてて

この取扱説明書は、 標準 CR、 CRI、 CRN、 SPK、
MTR、 CM ポン プの取扱説明書の追補です。 本書に説
明のない事項については、 標準ポン プの取扱説明書
を参照 く だ さ い。

44..  概概要要

グルン ド フ ォ スの E-pump には単相または三相電源
の、 周波数制御式永久磁石電動機が搭載されていま
す。

44..11  製製造造時時ににセセ ッッ トト さされれるるセセンンササなな ししののポポンンププ

ポン プには PI コ ン ト ローラが内蔵されてお り、 設定
によ り、 外部センサに以下のパラ メ ー タ を制御させ
る こ とができ ます。

• 圧力一定

• 差圧一定

• 温度一定

• 温度差一定

• 流量一定

• レベル一定

• 出力一定

• その他数値一定。

出荷時、 ポン プの制御モー ド は、 出力一定に設定さ
れています。 R100 または Grundfos GO Remote を使
用し て制御モー ド を変更する こ とができ ます。

44..22  製製造造時時ににセセ ッッ トト さされれるるセセンンササ付付ききののポポンンププ

ポン プには PI コ ン ト ローラが内蔵されてお り、 圧力
センサが吐出圧力を制御する よ う 設定されています。

出荷時、 ポン プの制御モー ド は、 圧力一定に設定さ
れています。 特に、 負荷の変動するシステムを一定圧
力に維持するのに使用されます。

AI アナログ入力。

AL ア ラーム、 下限 リ ミ ッ ト を超えた。

AO アナログ出力。

AU ア ラーム、 上限 リ ミ ッ ト を超えた。

CIM 通信イ ン タ ーフ ェ ース･モジ ュール。

シン ク電流
電流が電源から端子に流れ込み、 内
部回路を通っ てGNDに流れてい く こ
と。

ソース電流
端子から電流が流れ出し て、 外部負
荷を通っ てGNDに戻っ て来る こ と。

DI デジ タル入力。

DO デジ タル出力。

ELCB 漏電遮断器。

FM 機能モジ ュール。

GDS
グルン ド フ ォ スのデジ タル･センサ。
一部のグルン ド フ ォ スのポン プに製
造時にセ ッ ト されるセンサ。

GENIbus
グルン ド フ ォ スの商標フ ィ ール ド バ
ス標準。

GFCI
地絡遮断器。
(USAおよびカナダ)。

GND 接地。

Grundfos 
Eye

ステー タ ス表示灯。

LIVE
端子に触れる と感電する危険性があ
る低電圧。

OC
オープン･コ レ ク タ ：
オープン･コ レ ク タ出力。

PE 漏電保護用接地。

PELV

保護特別低電圧。
他の回路での地絡を除き、 通常の条
件や単独の故障条件で ELV を超えな
い電圧。

RCD 残留電流遮断器

SELV

安全特別低電圧。
他の回路での地絡を含め、 通常の条
件や単独の故障条件で ELV を超えな
い電圧。
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44..33  設設定定

設定についての説明は、 製造時にセンサがセ ッ ト さ
れていないポン プ と、 製造時に圧力センサがセ ッ ト
されたポン プの両方に当てはま り ます。

設設定定値値

設定値は、 次の 3 通 りの方法で設定で き ます ：

• ポン プ制御盤で

• 外部設定信号用の入力を通じ て

• グルン ド フ ォ スワイヤレス リ モ コ ン R100 または 
Grundfos GO Remote を使用し て

そそのの他他のの設設定定

その他すべての設定は、 R100 または Grundfos GO 
Remote を使用し て行います。

R100 または Grundfos GO Remote を使用し て、 実際
の制御パラ メ ー タや消費電力などの重要なパラ メ ー
タ を読み取る こ とができ ます。

特殊な設定またはカ ス タ マ イズ された設定が必要な
場合は、 Grundfos PC Tool を使用し ます。 詳細につい
ては、 最寄のグルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ
い。

44..44  無無線線通通信信

本製品には、 ク ラ ス 1 機器に相当し EU 加盟国内で
は制限な く 使用する こ とができ る リ モー ト 制御用の
無線機能が含まれています。

米国およびカナダでの使用については、 73 ページ を
参照 く だ さ い。

中国および韓国で販売される一部の製品モデルには、
無線機能は搭載されていません。

本製品は、 Grundros GO および同じ タ イ プの他の製
品と内蔵無線機能を使っ て通信する こ とができ ます。

場合によ っ ては外部アン テナが必要になる場合があ
り ます。 本製品にはグルン ド フ ォ ス認定の外部アンテ
ナのみを接続 く だ さ い。 作業は、 グルン ド フ ォ ス認
定の作業者が行っ て く だ さ い。

44..55  ババ ッッ テテ リリ

CRE、 CRIE、 CRNE、 SPKE および MTRE ポン プには
リ チウムイオン ・ バ ッ テ リが搭載されています。 リ チ
ウムイオン ・ バ ッ テ リは、 バ ッ テ リ指針 
(2006/66/EC) に準拠し ます。 バ ッ テ リ は水銀、 鉛、
カ ド ミ ウムを含みません。

55..  配配送送とと取取扱扱

55..11  製製品品のの輸輸送送

•  2.2 から 5.5 kW の電動機 ： オ リ ジナルの梱包に
入っ た電動機を 2 台以上積み重ねないで く だ さ
い。

•  5.5 から 11 kW の電動機 ： 電動機を積み重ねない
で く だ さ い。

55..22  製製品品のの検検査査

製品を設置する前に、 以下のこ と を行っ て く だ さ い。

1. 製品が注文された ものである こ と を確認し ます。

2. 外観上、 製品が損傷を受けていない こ と を確認し
ます。

3. 製品に損傷や部品の不足がある場合は、 最寄のグ
ルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

66..  機機械械的的取取付付

66..11  製製品品のの取取りり扱扱いい

手動によ る吊 り上げや取 り扱いの限度を定めた各地
域の規制を遵守し て く だ さ い。 電動機の重量は銘板に
記されています。

警警告告

物物体体のの落落下下

死亡または深刻な傷害
- 製品が傾いた り、 落下する こ と を防ぐ た

め、 輸送中は製品を し っか り と固定し ま
す。

注注意意

足足元元落落下下注注意意

軽度または中程度の傷害
- 製品を動かす際は、 安全靴を着用し ま

す。

注注意意

背背中中 ・・ 腰腰のの負負傷傷

軽度または中程度の傷害
- 吊り 上げ設備を使用し ます。

注注意意

足足元元落落下下注注意意

軽度または中程度の傷害
- 製品を取 り扱 う 際は、 安全靴を着用し、

吊り 上げ設備を電動機のア イボル ト に取
り 付けます。

製品の吊 り上げに端子箱を利用し ないで く
だ さ い。
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66..22  取取りり付付けけ

66..33  ケケーーブブルル取取入入れれ口口

ケーブル取入れ口のサイズについては、 29. その他の
技術デー タ の節を参照 く だ さ い。

66..44  ケケーーブブルルググララ ンン ドド   

ポン プに付属のケーブルグラ ン ド の番号およびサイ
ズは、 電動機のサイズによ っ て異な り ます。 29. その
他の技術デー タ の節を参照 く だ さ い。

66..55  電電動動機機のの冷冷却却のの確確保保

フ ァ ン カバーの端から壁または他の固定された物体
までの距離は、 50 mm 以上離し ます。 図 1 を参照 く
だ さ い。

図図  11 電動機から壁または他の固定された物体
までの最小距離 (D)

66..66  屋屋外外設設置置

電動機を屋外に設置する場合は、 電動機に適切な カ
バーを取 り付け、 電気系統への結露を防ぐ ために、
ド レ ン穴をあけます。 図 2 および 3 を参照 く だ さ い。

カバーは、 電動機が直射日光、 雨または雪に さ ら さ
れる こ とがないよ う 、 十分な大き さ でなければな り
ません。 グルン ド フ ォ スではカバーは提供し てお り ま
せん。 従っ て、 アプ リ ケーシ ョ ンに合わせて カバーを
作成される こ と をお勧め し ます。 湿度の高い場所で
は、 電動機を主電源に永久接続し、 内蔵スペース･
ヒ ー タ機能を有効にする こ と をお勧め し ます。 48 
ページの 13.24 静止中加熱 の節を参照 く だ さ い。

図図  22 カバーの例 (グルン ド フ ォ スでは提供し
てお り ません)

66..77  ドド レレ ンン穴穴

水気の多い場所または湿度の高い場所に電動機を設
置する場合は、 底部の ド レ ン穴をあける必要があ り
ます。 この場合は、 電動機の保護等級が下がり ます。 
電動機が自己通風形と な り、 水および湿気を含むエ
アが排出されるため、 電動機内の結露の防止に役立
ち ます。

電動機の駆動側には ド レ ン穴があ り、 プ ラ グでふさ
がれています。 フ ラ ンジを両側に 90 ° または 180 ° 
回すこ とができ ます。

図図  33 ド レ ン穴

注注意意

足足元元落落下下注注意意

軽度または中程度の傷害
- 製品は、 フ ラ ンジまたはベースプレー ト

の穴にボル ト を通し、 し っか り と し た基
礎に固定し ます。

UL マーク を維持するには、 装置に追加の
要件が適用されます。 73 ページ を参照 く だ
さ い。
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電動機にカバーを取 り付ける場合は、
6.5 電動機の冷却の確保 節の説明に従いま
す。
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UL マーク を維持するには、 装置に追加の
要件が適用されます。 73 ページ を参照 く だ
さ い。
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77..  電電気気接接続続

電源ケーブルが損傷し ている場合、 必ず メ ーカ、
メ ーカのサービス代理店または同様の有資格者が交
換し て く だ さ い。

地域の規制に従っ た適切な接地および保護の設置は、
ユーザまたは設置業者の責任と な り ます。 すべての作
業は有資格の電気技師が行っ て く だ さ い。

77..11  感感電電やや間間接接接接触触かかららのの保保護護

アース導線は黄色／緑色 （PE） あるいは黄色／緑色
／青色 （PEN） などの識別が必要です。

77..11..11  主主電電源源電電圧圧ササーージジ保保護護

電動機は、 EN 61800-3 に従っ て主電源電圧サージか
ら保護されています。

77..11..22  電電動動機機保保護護

電動機の外部保護回路は不要です。 電動機は、 長時間
の過負荷と拘束に対する断熱機能を内蔵し ています。

77..22  ケケーーブブルル要要件件

77..22..11  ケケーーブブルル断断面面積積

11  xx  220000--223300  VV

33  xx  338800  --  550000  VV

33  xx  220000  --  224400  VV

77..22..22  導導体体

タタ イイ ププ

よ り線または固体銅導体。

温温度度定定格格

導体絶縁の温度定格 ： 60 °C (140 °F)。

外側ケーブル ・ シースの温度定格 ： 75 °C (167 °F)。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 5分以上待っ てから、 端子箱での
接続を行います。 電源が不用意に入ら な
いよ う に必ず確認し て く だ さ い。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一

致し ている こ と を確認し て く だ さ い。

警警告告

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機を アースに接続し、 地域の規制に

従っ て間接接触から保護し ます。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- ケーブル断面積に関する地域の規制に必

ず準拠し ます。

出出力力
[[kkWW]]

導導体体タタ イイ ププ
断断面面積積

[[mmmm22]] [[AAWWGG]]

0.25 - 1.5
固体 1.5 - 2.5 16-12

よ り線 1.5 - 2.5 16-12

出出力力
[[kkWW]]

導導体体タタ イイ ププ
断断面面積積

[[mmmm22]] [[AAWWGG]]

0.25 - 2.2
固体 1.5 - 10 16-8

よ り 線 1.5 - 10 16-8

3.0 - 11
固体 2.5 - 10 14-8

よ り 線 2.5 - 10 14-8

出出力力
[[kkWW]]

導導体体タタ イイ ププ
断断面面積積

[[mmmm22]] [[AAWWGG]]

1.1 - 1.5
固体 1.5 - 10 16-8

よ り 線 1.5 - 10 16-8

2.2 - 5.5
固体 2.5 - 10 14-8

よ り 線 2.5 - 10 14-8
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66..22  取取りり付付けけ

66..33  ケケーーブブルル取取入入れれ口口

ケーブル取入れ口のサイズについては、 29. その他の
技術デー タ の節を参照 く だ さ い。

66..44  ケケーーブブルルググララ ンン ドド   

ポン プに付属のケーブルグラ ン ド の番号およびサイ
ズは、 電動機のサイズによ っ て異な り ます。 29. その
他の技術デー タ の節を参照 く だ さ い。

66..55  電電動動機機のの冷冷却却のの確確保保

フ ァ ン カバーの端から壁または他の固定された物体
までの距離は、 50 mm 以上離し ます。 図 1 を参照 く
だ さ い。

図図  11 電動機から壁または他の固定された物体
までの最小距離 (D)

66..66  屋屋外外設設置置

電動機を屋外に設置する場合は、 電動機に適切な カ
バーを取 り付け、 電気系統への結露を防ぐ ために、
ド レ ン穴をあけます。 図 2 および 3 を参照 く だ さ い。

カバーは、 電動機が直射日光、 雨または雪に さ ら さ
れる こ とがないよ う 、 十分な大き さ でなければな り
ません。 グルン ド フ ォ スではカバーは提供し てお り ま
せん。 従っ て、 アプ リ ケーシ ョ ンに合わせて カバーを
作成される こ と をお勧め し ます。 湿度の高い場所で
は、 電動機を主電源に永久接続し、 内蔵スペース･
ヒ ー タ機能を有効にする こ と をお勧め し ます。 48 
ページの 13.24 静止中加熱 の節を参照 く だ さ い。

図図  22 カバーの例 (グルン ド フ ォ スでは提供し
てお り ません)

66..77  ドド レレ ンン穴穴

水気の多い場所または湿度の高い場所に電動機を設
置する場合は、 底部の ド レ ン穴をあける必要があ り
ます。 この場合は、 電動機の保護等級が下がり ます。 
電動機が自己通風形と な り、 水および湿気を含むエ
アが排出されるため、 電動機内の結露の防止に役立
ち ます。

電動機の駆動側には ド レ ン穴があ り、 プ ラ グでふさ
がれています。 フ ラ ンジを両側に 90 ° または 180 ° 
回すこ とができ ます。

図図  33 ド レ ン穴

注注意意

足足元元落落下下注注意意

軽度または中程度の傷害
- 製品は、 フ ラ ンジまたはベースプレー ト

の穴にボル ト を通し、 し っか り と し た基
礎に固定し ます。

UL マーク を維持するには、 装置に追加の
要件が適用されます。 73 ページ を参照 く だ
さ い。

T
M

0
5
 5

2
3
6
 3

5
1
2

D

電動機にカバーを取 り付ける場合は、
6.5 電動機の冷却の確保 節の説明に従いま
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UL マーク を維持するには、 装置に追加の
要件が適用されます。 73 ページ を参照 く だ
さ い。
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77..  電電気気接接続続

電源ケーブルが損傷し ている場合、 必ず メ ーカ、
メ ーカのサービス代理店または同様の有資格者が交
換し て く だ さ い。

地域の規制に従っ た適切な接地および保護の設置は、
ユーザまたは設置業者の責任と な り ます。 すべての作
業は有資格の電気技師が行っ て く だ さ い。

77..11  感感電電やや間間接接接接触触かかららのの保保護護

アース導線は黄色／緑色 （PE） あるいは黄色／緑色
／青色 （PEN） などの識別が必要です。

77..11..11  主主電電源源電電圧圧ササーージジ保保護護

電動機は、 EN 61800-3 に従っ て主電源電圧サージか
ら保護されています。

77..11..22  電電動動機機保保護護

電動機の外部保護回路は不要です。 電動機は、 長時間
の過負荷と拘束に対する断熱機能を内蔵し ています。

77..22  ケケーーブブルル要要件件

77..22..11  ケケーーブブルル断断面面積積

11  xx  220000--223300  VV

33  xx  338800  --  550000  VV

33  xx  220000  --  224400  VV

77..22..22  導導体体

タタ イイ ププ

よ り線または固体銅導体。

温温度度定定格格

導体絶縁の温度定格 ： 60 °C (140 °F)。

外側ケーブル ・ シースの温度定格 ： 75 °C (167 °F)。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 5分以上待っ てから、 端子箱での
接続を行います。 電源が不用意に入ら な
いよ う に必ず確認し て く だ さ い。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一

致し ている こ と を確認し て く だ さ い。

警警告告

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機を アースに接続し、 地域の規制に

従っ て間接接触から保護し ます。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- ケーブル断面積に関する地域の規制に必

ず準拠し ます。

出出力力
[[kkWW]]

導導体体タタ イイ ププ
断断面面積積

[[mmmm22]] [[AAWWGG]]

0.25 - 1.5
固体 1.5 - 2.5 16-12

よ り線 1.5 - 2.5 16-12

出出力力
[[kkWW]]

導導体体タタ イイ ププ
断断面面積積

[[mmmm22]] [[AAWWGG]]

0.25 - 2.2
固体 1.5 - 10 16-8

よ り 線 1.5 - 10 16-8

3.0 - 11
固体 2.5 - 10 14-8

よ り 線 2.5 - 10 14-8

出出力力
[[kkWW]]

導導体体タタ イイ ププ
断断面面積積

[[mmmm22]] [[AAWWGG]]

1.1 - 1.5
固体 1.5 - 10 16-8

よ り 線 1.5 - 10 16-8

2.2 - 5.5
固体 2.5 - 10 14-8

よ り 線 2.5 - 10 14-8
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77..33  主主電電源源

77..33..11  単単相相電電源源電電圧圧

• 1 x 200-240 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一致し ている
こ と を確認し て く だ さ い。

電動機端子箱内部の配線は、 でき るだけ短 く し て く
だ さ い。 分離された接地線は例外的に長 く し て く だ さ
い。 ケーブルが不注意によ り ケーブル･エン ト リから
引き抜かれた場合、 最後まで接地線を残すこ とが必
要です。

最大バ ッ ク ア ッ プ ・ ヒ ューズについては、 26.1 電源
電圧 の節を参照 く だ さ い。

図図  44 電源ス イ ッ チ、 バ ッ ク ア ッ プ ・ ヒ ューズ
および追加の保護機能を備えた、 電源に
接続された電動機の例

図図  55 電源接続、 単相電動機

77..33..22  三三相相電電源源電電圧圧

以下の電圧に対応する三相電動機が提供されます ：

• 3 x 380-500 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

• 3 x 200-240 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一致し ている
こ と を確認し て く だ さ い。

電動機端子箱内部の配線は、 でき るだけ短 く し て く
だ さ い。 分離された接地線は例外的に長 く し て く だ さ
い。 ケーブルが不注意によ り ケーブル･エン ト リから
引き抜かれた場合、 最後まで接地線を残すこ とが必
要です。

接続の緩みを防ぐ ため、 電源ケーブルの接続時に、
L1、 L2 および L3 の端子ブロ ッ ク を し っか り と押し
込んで く だ さ い。

最大バ ッ ク ア ッ プ ・ ヒ ューズについては、 27.1 電源
電圧 の節を参照 く だ さ い。
 

IT ネ ッ ト ワーク を通じ て給電可能な電動機は以下の
ものに限 り ます ：

• 電動機速度 1450-2000/2200 rpm および最大 1.5 
kW

• 電動機速度 2900-4000 rpm または 4000-5900 rpm 
および最大 2.2 kW

図図  66 電源ス イ ッ チ、 バ ッ ク ア ッ プ ・ ヒ ューズ
および追加の保護機能を備えた、 電源に
接続された電動機の例

図図  77 電源接続、 三相電動機

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 推奨される ヒ ューズのサイズを使用し ま

す。 26.1 電源電圧 の節を参照 く だ さ い。

IT ネ ッ ト ワーク を通じ て電動機に給電する
場合は、 適切な電動機タ イ プである こ と を
確認し て く だ さ い。 疑問の際は、 最寄のグ
ルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。
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IT ネ ッ ト ワーク を通じ て電動機に給電する
場合は、 適切な電動機タ イ プである こ と を
確認し て く だ さ い。 疑問の際は、 最寄のグ
ルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

3 x 240 V および 3 x 480 V 以上 (50/60 Hz) 
の電源電圧の場合、 コーナー接地は許容さ
れません。
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77..44  追追加加のの保保護護機機能能

残留電流遮断装置は、 以下の記号の付いた ものでな
ければな り ません ：

設備内すべての機器の漏れ電流の合計にご注意 く だ
さ い。 電動機の漏れ電流については、 26.2 漏れ電流 
および 27.2 漏れ電流 (AC) の節を参照 く だ さ い。

本製品は、 アース導体に直流電流を生じ る こ とがあ
り ます。

過過電電圧圧おおよよびび不不足足電電圧圧保保護護

過電圧および不足電圧は、 電源が不安定または設置
不良の場合に発生する可能性があ り ます。 許容される
電圧範囲外に電圧が上昇または下降する と、 電動機
が停止し ます。 電圧が許容される電圧範囲に戻る と、
電動機が自動的に再始動し ます。 そのため、 追加の保
護 リ レーは不要です。

過過負負荷荷保保護護

負荷の上限値を超えた場合、 電動機は、 減速する こ
と によ っ て自動的に過負荷を補償し、 過負荷条件が
継続する場合は停止し ます。

電動機は、 設定された期間停止し たままにな り ます。 
この期間後、 電動機は自動的に再始動を試行し ます。 
過負荷保護によ っ て、 電動機の損傷が防止されます。 
そのため、 追加の電動機保護は不要です。

過過熱熱保保護護

電子ユニ ッ ト には、 追加の保護機能と し て、 内蔵温
度センサが搭載されています。 一定の水準以上に温度
が上昇する と、 電動機は、 減速する こ と によ っ て自
動的に過熱状態を補償し、 温度の上昇が継続する場
合は停止し ます。 電動機は、 設定された期間停止し た
ままにな り ます。 この期間後、 電動機は自動的に再始
動を試行し ます。

位位相相不不平平衡衡にに対対すするる保保護護

三相電動機は、 位相不平衡時に電動機の適切な運転
を確保するため、 IEC 60146-1-1、 ク ラ ス C に対応す
る品質の電源に接続する必要があ り ます。 これによ
り、 部品の長寿命も確保されます。

77..55  接接続続端端子子

この節における説明および端子の概要は、 単相およ
び三相電動機の両方に該当し ます。

最大 ト ルクについては、 71 ページ の ト ルク の節を
参照 く だ さ い。

77..55..11  接接続続端端子子、、 CCRREE、、 CCRRIIEE、、 CCRRNNEE、、 SSPPKKEE  おおよよびび  
MMTTRREE  ポポンン ププ

多 く の入出力を必要と する高度な用途でポン プ を使
用でき る よ う に、 CRE、 CRIE、 CRNE、 SPKE および 
MTRE ポン プには多 く の入出力があ り ます。

ポン プには以下の接続端子があ り ます。

• アナログ入力 x 3

• アナログ出力 x 1

• 専用デジ タル入力 x 2

• 設定可能なデジ タル入力またはオープン コ レ ク タ
出力 x 2

• グルン ド フ ォ スデジ タルセンサ入出力

• Pt100/1000 入力 x 2

• LiqTec センサ入力 x 2

• 信号 リ レー出力 x 2

• GENIbus 接続

図 8 を参照 く だ さ い。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- タ イ プ B の残留電流遮断装置 (ELCB、

GFCI、 RCD) のみを使用し ます。

電動機は、 EN 61800-3 に従っ て電源から
の電圧サージに対し て保護されています。 
雷の多い地域では、 外部雷保護設備の設置
をお勧め し ます。
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77..33  主主電電源源

77..33..11  単単相相電電源源電電圧圧

• 1 x 200-240 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一致し ている
こ と を確認し て く だ さ い。

電動機端子箱内部の配線は、 でき るだけ短 く し て く
だ さ い。 分離された接地線は例外的に長 く し て く だ さ
い。 ケーブルが不注意によ り ケーブル･エン ト リから
引き抜かれた場合、 最後まで接地線を残すこ とが必
要です。

最大バ ッ ク ア ッ プ ・ ヒ ューズについては、 26.1 電源
電圧 の節を参照 く だ さ い。

図図  44 電源ス イ ッ チ、 バ ッ ク ア ッ プ ・ ヒ ューズ
および追加の保護機能を備えた、 電源に
接続された電動機の例

図図  55 電源接続、 単相電動機

77..33..22  三三相相電電源源電電圧圧

以下の電圧に対応する三相電動機が提供されます ：

• 3 x 380-500 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

• 3 x 200-240 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一致し ている
こ と を確認し て く だ さ い。

電動機端子箱内部の配線は、 でき るだけ短 く し て く
だ さ い。 分離された接地線は例外的に長 く し て く だ さ
い。 ケーブルが不注意によ り ケーブル･エン ト リから
引き抜かれた場合、 最後まで接地線を残すこ とが必
要です。

接続の緩みを防ぐ ため、 電源ケーブルの接続時に、
L1、 L2 および L3 の端子ブロ ッ ク を し っか り と押し
込んで く だ さ い。

最大バ ッ ク ア ッ プ ・ ヒ ューズについては、 27.1 電源
電圧 の節を参照 く だ さ い。
 

IT ネ ッ ト ワーク を通じ て給電可能な電動機は以下の
ものに限 り ます ：

• 電動機速度 1450-2000/2200 rpm および最大 1.5 
kW

• 電動機速度 2900-4000 rpm または 4000-5900 rpm 
および最大 2.2 kW

図図  66 電源ス イ ッ チ、 バ ッ ク ア ッ プ ・ ヒ ューズ
および追加の保護機能を備えた、 電源に
接続された電動機の例

図図  77 電源接続、 三相電動機

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 推奨される ヒ ューズのサイズを使用し ま

す。 26.1 電源電圧 の節を参照 く だ さ い。

IT ネ ッ ト ワーク を通じ て電動機に給電する
場合は、 適切な電動機タ イ プである こ と を
確認し て く だ さ い。 疑問の際は、 最寄のグ
ルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。
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IT ネ ッ ト ワーク を通じ て電動機に給電する
場合は、 適切な電動機タ イ プである こ と を
確認し て く だ さ い。 疑問の際は、 最寄のグ
ルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

3 x 240 V および 3 x 480 V 以上 (50/60 Hz) 
の電源電圧の場合、 コーナー接地は許容さ
れません。
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77..44  追追加加のの保保護護機機能能

残留電流遮断装置は、 以下の記号の付いた ものでな
ければな り ません ：

設備内すべての機器の漏れ電流の合計にご注意 く だ
さ い。 電動機の漏れ電流については、 26.2 漏れ電流 
および 27.2 漏れ電流 (AC) の節を参照 く だ さ い。

本製品は、 アース導体に直流電流を生じ る こ とがあ
り ます。

過過電電圧圧おおよよびび不不足足電電圧圧保保護護

過電圧および不足電圧は、 電源が不安定または設置
不良の場合に発生する可能性があ り ます。 許容される
電圧範囲外に電圧が上昇または下降する と、 電動機
が停止し ます。 電圧が許容される電圧範囲に戻る と、
電動機が自動的に再始動し ます。 そのため、 追加の保
護 リ レーは不要です。

過過負負荷荷保保護護

負荷の上限値を超えた場合、 電動機は、 減速する こ
と によ っ て自動的に過負荷を補償し、 過負荷条件が
継続する場合は停止し ます。

電動機は、 設定された期間停止し たままにな り ます。 
この期間後、 電動機は自動的に再始動を試行し ます。 
過負荷保護によ っ て、 電動機の損傷が防止されます。 
そのため、 追加の電動機保護は不要です。
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動的に過熱状態を補償し、 温度の上昇が継続する場
合は停止し ます。 電動機は、 設定された期間停止し た
ままにな り ます。 この期間後、 電動機は自動的に再始
動を試行し ます。

位位相相不不平平衡衡にに対対すするる保保護護

三相電動機は、 位相不平衡時に電動機の適切な運転
を確保するため、 IEC 60146-1-1、 ク ラ ス C に対応す
る品質の電源に接続する必要があ り ます。 これによ
り、 部品の長寿命も確保されます。

77..55  接接続続端端子子

この節における説明および端子の概要は、 単相およ
び三相電動機の両方に該当し ます。

最大 ト ルクについては、 71 ページ の ト ルク の節を
参照 く だ さ い。

77..55..11  接接続続端端子子、、 CCRREE、、 CCRRIIEE、、 CCRRNNEE、、 SSPPKKEE  おおよよびび  
MMTTRREE  ポポンン ププ

多 く の入出力を必要と する高度な用途でポン プ を使
用でき る よ う に、 CRE、 CRIE、 CRNE、 SPKE および 
MTRE ポン プには多 く の入出力があ り ます。

ポン プには以下の接続端子があ り ます。

• アナログ入力 x 3

• アナログ出力 x 1

• 専用デジ タル入力 x 2

• 設定可能なデジ タル入力またはオープン コ レ ク タ
出力 x 2

• グルン ド フ ォ スデジ タルセンサ入出力

• Pt100/1000 入力 x 2

• LiqTec センサ入力 x 2

• 信号 リ レー出力 x 2

• GENIbus 接続

図 8 を参照 く だ さ い。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- タ イ プ B の残留電流遮断装置 (ELCB、

GFCI、 RCD) のみを使用し ます。

電動機は、 EN 61800-3 に従っ て電源から
の電圧サージに対し て保護されています。 
雷の多い地域では、 外部雷保護設備の設置
をお勧め し ます。
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• 入出力

すべての入出力は、 強化絶縁と他の回路からの電気
絶縁によ り、 主回路から分離し ています。 すべての制
御端子は保護特別低電圧 (PELV) によ っ て給電され、
感電に対する保護がな されています。

• 信号 リ レー出力

– 信号 リ レー 1 ：
LIVE:
250 VAC までの電源電圧に接続する こ とがで
き ます。
PELV:
出力は、 他の回路から電気的に絶縁されていま
す。 そのため希望に応じ て、 電源電圧または保
護特別低電圧を出力に接続でき ます。

– 信号 リ レー 2 ：
PELV:
出力は、 他の回路から電気的に絶縁されていま
す。 そのため希望に応じ て、 電源電圧または保
護特別低電圧を出力に接続でき ます。

• 主電源 (端子 N、 PE、 L または L1、 L2、 L3、 PE)。

* 外部電源を使用する場合は、 GND に接続する必
要があ り ます。

図図  88 接続端子、 CRE、 CRIE、 CRNE、 SPKE お
よび MTRE ポンプ

デジ タル入力 1 の出荷時の設定は運転/停
止入力と な っ てお り、 回路が開 く と停止し
ます。 ジ ャ ンパ線は、 出荷時に端子 2 と  6 
の間に取 り付けられています。 デジ タル入
力 1 を外部運転/停止またはその他の外部
機能に使用する場合は、 ジ ャ ンパ線を取 り
外し ます。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 下記の接続グループに接続される配線

は、 その全長にわた っ て、 強化絶縁に
よ っ て互いに分離し て く だ さ い。
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端端子子 タタ イイ ププ 機機能能

NC 通常閉接点
信号 リ レー 1
(LIVE または PELV)

C1 コ モン

NO 通常開接点

NC 通常閉接点
信号 リ レー 2
(PELV のみ)

C2 コ モン

NO 通常開接点

18 GND グ ラウン ド

11 DI4/OC2

デジ タル入力/出力、
設定可能。
オープン･コ レ ク タ ： 
最大 24 V の抵抗性ま
たは誘導性。

19
Pt100/1000 入
力 2

Pt100/1000 センサ入
力

17
Pt100/1000 入
力 1

Pt100/1000 センサ入
力

12 AO
アナログ出力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0～10 V

9 GND グ ラウン ド

14 AI3
アナログ入力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0～10 V

1 DI2
デジ タル入力、 設定
可能。

21
LiqTec センサ入
力 1

LiqTec センサ入力
(白色導体)

20 GND
グ ラウン ド  (茶色お
よび黒色導体)

22
LiqTec センサ入
力 2

LiqTec センサ入力
(青色導体)

10 DI3/OC1

デジ タル入力/出力、
設定可能。
オープン･コ レ ク タ ： 
最大 24 V の抵抗性ま
たは誘導性。

4 AI1

アナログ入力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0.5 - 3.5 V / 0-5 V / 
0-10 V

2 DI1
デジ タル入力、 設定
可能。

5 +5 V
ポテ ンシ ョ メ ー タ お
よびセンサ用電源

6 GND グ ラウン ド

A GENIbus, A GENIbus, A (+)

Y GENIbus, Y GENIbus、 GND

B GENIbus, B GENIbus, B (-)

3 GND グ ラウン ド

15 +24 V 電源

8 +24 V 電源

26 +5 V
ポテ ンシ ョ メ ー タ お
よびセンサ用電源

23 GND グ ラウン ド

25 GDS TX
グルン ド フ ォ スデジ
タルセンサ出力

24 GDS RX
グルン ド フ ォ スデジ
タルセンサ入力

7 AI2

アナログ入力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0.5 - 3.5 V / 0-5 V / 
0-10 V

端端子子 タタ イイ ププ 機機能能
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• 入出力

すべての入出力は、 強化絶縁と他の回路からの電気
絶縁によ り、 主回路から分離し ています。 すべての制
御端子は保護特別低電圧 (PELV) によ っ て給電され、
感電に対する保護がな されています。

• 信号 リ レー出力

– 信号 リ レー 1 ：
LIVE:
250 VAC までの電源電圧に接続する こ とがで
き ます。
PELV:
出力は、 他の回路から電気的に絶縁されていま
す。 そのため希望に応じ て、 電源電圧または保
護特別低電圧を出力に接続でき ます。

– 信号 リ レー 2 ：
PELV:
出力は、 他の回路から電気的に絶縁されていま
す。 そのため希望に応じ て、 電源電圧または保
護特別低電圧を出力に接続でき ます。

• 主電源 (端子 N、 PE、 L または L1、 L2、 L3、 PE)。

* 外部電源を使用する場合は、 GND に接続する必
要があ り ます。

図図  88 接続端子、 CRE、 CRIE、 CRNE、 SPKE お
よび MTRE ポンプ

デジ タル入力 1 の出荷時の設定は運転/停
止入力と な っ てお り、 回路が開 く と停止し
ます。 ジ ャ ンパ線は、 出荷時に端子 2 と  6 
の間に取 り付けられています。 デジ タル入
力 1 を外部運転/停止またはその他の外部
機能に使用する場合は、 ジ ャ ンパ線を取 り
外し ます。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 下記の接続グループに接続される配線

は、 その全長にわた っ て、 強化絶縁に
よ っ て互いに分離し て く だ さ い。
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端端子子 タタ イイ ププ 機機能能

NC 通常閉接点
信号 リ レー 1
(LIVE または PELV)

C1 コ モン

NO 通常開接点

NC 通常閉接点
信号 リ レー 2
(PELV のみ)

C2 コ モン

NO 通常開接点

18 GND グ ラウン ド

11 DI4/OC2

デジ タル入力/出力、
設定可能。
オープン･コ レ ク タ ： 
最大 24 V の抵抗性ま
たは誘導性。

19
Pt100/1000 入
力 2

Pt100/1000 センサ入
力

17
Pt100/1000 入
力 1

Pt100/1000 センサ入
力

12 AO
アナログ出力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0～10 V

9 GND グ ラウン ド

14 AI3
アナログ入力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0～10 V

1 DI2
デジ タル入力、 設定
可能。

21
LiqTec センサ入
力 1

LiqTec センサ入力
(白色導体)

20 GND
グ ラウン ド  (茶色お
よび黒色導体)

22
LiqTec センサ入
力 2

LiqTec センサ入力
(青色導体)

10 DI3/OC1

デジ タル入力/出力、
設定可能。
オープン･コ レ ク タ ： 
最大 24 V の抵抗性ま
たは誘導性。

4 AI1

アナログ入力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0.5 - 3.5 V / 0-5 V / 
0-10 V

2 DI1
デジ タル入力、 設定
可能。

5 +5 V
ポテ ンシ ョ メ ー タ お
よびセンサ用電源

6 GND グ ラウン ド

A GENIbus, A GENIbus, A (+)

Y GENIbus, Y GENIbus、 GND

B GENIbus, B GENIbus, B (-)

3 GND グ ラウン ド

15 +24 V 電源

8 +24 V 電源

26 +5 V
ポテ ンシ ョ メ ー タ お
よびセンサ用電源

23 GND グ ラウン ド

25 GDS TX
グルン ド フ ォ スデジ
タルセンサ出力

24 GDS RX
グルン ド フ ォ スデジ
タルセンサ入力

7 AI2

アナログ入力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0.5 - 3.5 V / 0-5 V / 
0-10 V

端端子子 タタ イイ ププ 機機能能
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77..55..22  接接続続端端子子、、 CCMMEE  ポポンン ププ

CME ポン プには以下の接続端子があ り ます。

• アナログ入力 x 2

• デジ タル入力 x  2 またはデジ タル入力 x 1 および
オープン ・ コ レ ク タ出力 x 1

• グルン ド フ ォ スデジ タルセンサ入出力

• 信号 リ レー出力 x 2

• GENIbus 接続

図 9 を参照 く だ さ い。

• 入出力

すべての入出力は、 強化絶縁と他の回路からの電気
絶縁によ り、 主回路から分離し ています。 すべての制
御端子は保護特別低電圧 (PELV) によ っ て給電され、
感電に対する保護がな されています。

• 信号 リ レー出力

– 信号 リ レー 1 ：
LIVE:
250 VAC までの電源電圧を出力に接続する こ
とができ ます。
PELV:
出力は、 他の回路から電気的に絶縁されていま
す。 そのため希望に応じ て、 電源電圧または保
護特別低電圧を出力に接続でき ます。

– 信号 リ レー 2 ：
PELV:
出力は、 他の回路から電気的に絶縁されていま
す。 そのため希望に応じ て、 電源電圧または保
護特別低電圧を出力に接続でき ます。

• 主電源 (端子 N、 PE、 L または L1、 L2、 L3、 PE)。

デジ タル入力 1 の出荷時の設定は運転/停
止入力と な っ てお り、 回路が開 く と停止し
ます。 ジ ャ ンパ線は、 出荷時に端子 2 と  6 
の間に取 り付けられています。 デジ タル入
力 1 を外部運転/停止またはその他の外部
機能に使用する場合は、 ジ ャ ンパ線を取 り
外し ます。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 下記の接続グループに接続される配線

は、 その全長にわた っ て、 強化絶縁に
よ っ て互いに分離し て く だ さ い。
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* 外部電源を使用する場合は、 GND に接続する必
要があ り ます。

図図  99 接続端子、 CME ポン プ (CRE、 CRIE、
CRNE、 SPKE および MTRE ポン プでは
オプシ ョ ン)
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NC 通常閉接点
信号 リ レー 1
(LIVE または PELV)

C1 コ モン

NO 通常開接点

NC 通常閉接点
信号 リ レー 2
(PELV のみ)

C2 コ モン

NO 通常開接点

10 DI3/OC1

デジ タル入力/出力、 設定
可能。
オープン･コ レ ク タ ： 最大 
24 V の抵抗性または誘導
性。

4 AI1
アナログ入力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0.5 - 3.5 V / 0-5 V / 0-10 V

2 DI1 デジ タル入力、 設定可能。

5 +5 V
ポテンシ ョ メ ー タ およびセ
ンサ用電源

6 GND グ ラウン ド

A GENIbus, A GENIbus, A (+)

Y GENIbus, Y GENIbus、 GND

B GENIbus, B GENIbus, B (-)

3 GND グ ラウン ド

15 +24 V 電源

8 +24 V 電源

26 +5 V
ポテンシ ョ メ ー タ およびセ
ンサ用電源

23 GND グ ラウン ド

25 GDS TX
グルン ド フ ォ スデジ タルセ
ンサ出力

24 GDS RX
グルン ド フ ォ スデジ タルセ
ンサ入力

7 AI2
アナログ入力 ：
0-20 mA / 4-20 mA
0.5 - 3.5 V / 0-5 V / 0-10 V
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* 外部電源を使用する場合は、 GND に接続する必
要があ り ます。

図図  99 接続端子、 CME ポン プ (CRE、 CRIE、
CRNE、 SPKE および MTRE ポン プでは
オプシ ョ ン)
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77..66  信信号号ケケーーブブルル

• 外部 on/off ス イ ッ チ、 デジ タル入力、 設定値入
力、 センサ信号入力には、 断面積 0.5 mm2 以上 
1.5 mm2 以下のシール ド 付きケーブルを使用し ま
す。

• ケーブル両端でシール ド を フ レームに接続し て く
だ さ い。 シール ド は、 接続する端子にで き るだけ
近づけて く だ さ い。 図 10 を参照 く だ さ い。

図図  1100 シール ド 付きケーブルの被覆を除去し た
例

• フ レーム接続用ネジ端子は、 ケーブル接続の有無
にかかわらず常に締めて く だ さ い。

• 電動機端子箱内部の配線は、 でき るだけ短 く し て
く だ さ い。

77..77  ババスス接接続続ケケーーブブルル

77..77..11  新新規規据据付付時時

バス接続用には、 断面積 0.5 mm2 以上 1.5 mm2 以下
のシール ド 付き 3 芯ケーブルを使用し ます。

電動機が、 電動機と同じ ケーブルク ラ ン プ付きユ
ニ ッ ト に接続されている場合は、 そのケーブルク ラ
ン プにシール ド を接続し ます。

ユニ ッ ト 側にケーブルク ラ ン プがない場合は、 シー
ル ド は電動機側のみに接続し ます。 図 11 を参照 く だ
さ い。

図図  1111 シール ド 付き3芯ケーブルの接続例

77..77..22  電電動動機機のの交交換換時時

• 既存の据付に、 シール ド 付き 2 芯ケーブルが使用
されている場合は、 図 12 を参考に接続し て く だ
さ い。

図図  1122 シール ド 付き2芯ケーブルの接続例

• 既存の据付に、 シール ド 付き 3 芯ケーブルが使用
されている場合は、 7.7.1 新規据付時 の節の説明
に従い接続し て く だ さ い。
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88..  運運転転条条件件

88..11  最最大大始始動動//停停止止回回数数

主電源の入/切によ るポン プの始動/停止は、 1時間に
4回以内と し て く だ さ い。

主電源を入れる と、 ポン プは約5秒後に始動し ます。

ポン プの始動/停止回数が多い場合は、 外部on/offス
イ ッ チを使用し て く だ さ い。

外部on/offス イ ッ チを使用し て始動し た場合、 ポン プ
は直ちに始動し ます。

88..22  周周囲囲温温度度

88..22..11  保保管管 ・・ 輸輸送送時時のの周周囲囲温温度度

最低 ： -30 °C

最高 ： 60 °C。

88..22..22  運運転転時時のの周周囲囲温温度度

電動機は 50 °C において定格出力 (P2) で運転可能
ですが、 高い温度で運転を続ける と予想製品寿命が
短 く な り ます。 50 ～ 60 °C の周囲温度で電動機を運
転する場合は、 よ り大型の電動機を選択し て く だ さ
い。 詳細は、 グルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ
い。

88..33  据据付付高高度度

据付高度とは、 使用現場の海抜高度 (標高) です。

海抜 1000 メ ー ト ル以下に据え付け られた電動機は、
負荷 100 % で運転する こ とができ ます。

電動機は海抜 3500 メ ー ト ル以下に据え付ける こ とが
でき ます。

図図  1133 電動機出力と高度の関係

33  xx  220000  --  224400  VV 33  xx  338800  --  550000  VV

最低 -20 °C -20 °C

最高 40 °C 50 °C

海抜 1000 メ ー ト ル以上に電動機を据え付
ける場合、 空気の密度が低 く な り、 空冷の
効果が得られに く く なるため、 全負荷での
運転は避けて く だ さ い。

T
M

0
5
 5

2
4
3
 3

7
1
7

0
60

80

90

70

100

500 1000 1500 2000 2500 3000 3500
高度 [m]

P2 [%]



日日
本本

語語
  ((JJ

PP
))

14

77..66  信信号号ケケーーブブルル
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ユニ ッ ト 側にケーブルク ラ ン プがない場合は、 シー
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88..  運運転転条条件件

88..11  最最大大始始動動//停停止止回回数数

主電源の入/切によ るポン プの始動/停止は、 1時間に
4回以内と し て く だ さ い。

主電源を入れる と、 ポン プは約5秒後に始動し ます。

ポン プの始動/停止回数が多い場合は、 外部on/offス
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電動機は 50 °C において定格出力 (P2) で運転可能
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据付高度とは、 使用現場の海抜高度 (標高) です。

海抜 1000 メ ー ト ル以下に据え付け られた電動機は、
負荷 100 % で運転する こ とができ ます。

電動機は海抜 3500 メ ー ト ル以下に据え付ける こ とが
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ガルバニ ッ ク絶縁を維持し、 EN 60664-1:2007に準拠
し た適正な ク リ ア ラ ンスを確保するため、 高度に応
じ て電源電圧を調整する必要があ り ます ：

図図  1144 三相電動機の電源電圧と高度の関係

図図  1155 単相電動機の電源電圧と高度の関係

88..44  湿湿度度

最高湿度 ： 95 %.

湿度が常に高 く  85 % を上回る場合、 駆動側フ ラ ンジ
の ド レ ン穴をあけます。 6.7 ド レ ン穴 の節を参照 く だ
さ い。

88..55  電電動動機機のの冷冷却却

電動機と電子部品を十分冷却するために、 下記にご
注意 く だ さ い ：

• 十分冷却が確保でき る よ う 、 電動機を配置し て く
だ さ い。 6.5 電動機の冷却の確保 の節を参照 く だ
さ い。

• 冷却エアの温度は 50 °C を超えてはいけません。

• 冷却フ ィ ン、 フ ァ ン ブ レー ド を きれいに し ておい
て く だ さ い。

99..  ユユーーザザーーイイ ンン タタ ーーフフ ェェ ーースス

以下のユーザイ ン タ ーフ ェ ースを使用し てポン プ設
定を行 う こ とができ ます。

制制御御盤盤

• 標準制御盤。
10. 標準制御盤 の節を参照 く だ さ い。

• 詳細制御盤。
11. 詳細制御盤 の節を参照 く だ さ い。

リリ モモーー トト ・・ ココ ンン トト ロローールル

• Grundfos GO Remote.
12. Grundfos GO Remote の節を参照 く だ さ い。

• Grundfos R100 リ モー ト ･コ ン ト ロール。
13. 機能の説明 の節を参照 く だ さ い。

ポン プの電源ス イ ッ チをオ フにする と、 設定が保存
されます。
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1100..  標標準準制制御御盤盤

ポン プには標準で この制御盤が取 り付け られていま
す。

図図  1166 標準制御盤

1100..11  設設定定値値のの入入力力

 または  を押し て、 ポン プの希望の設定値を入
力し ます。 制御盤の緑色の表示フ ィ ール ド が、 設定値
を示し ます。

1100..11..11  圧圧力力一一定定制制御御モモーー ドド ののポポンン ププ

以下の例は、 圧力センサからポン プに フ ィ ー ド バ ッ
クが提供されるアプ リ ケーシ ョ ンにおけるポン プに
該当し ます。 センサをポンプに後付け し た場合、 ポン
プでは接続されたセンサを自動的に登録し ないため、
手動でセ ッ ト ア ッ プする必要があ り ます。 13.7 アナ
ログ入力 の節を参照 く だ さ い。

図 17 では、 表示灯 5 および 6 が点灯し てお り、 セン
サの測定範囲が 0 ～ 6 bar で、 希望の設定値が 3 bar 
である こ と を示し ています。 設定範囲は、 センサ測定
範囲と同じ です。

図図  1177 圧力一定制御、 設定値 3 bar
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1100..  標標準準制制御御盤盤

ポン プには標準で この制御盤が取 り付け られていま
す。

図図  1166 標準制御盤

1100..11  設設定定値値のの入入力力

 または  を押し て、 ポン プの希望の設定値を入
力し ます。 制御盤の緑色の表示フ ィ ール ド が、 設定値
を示し ます。

1100..11..11  圧圧力力一一定定制制御御モモーー ドド ののポポンン ププ

以下の例は、 圧力センサからポン プに フ ィ ー ド バ ッ
クが提供されるアプ リ ケーシ ョ ンにおけるポン プに
該当し ます。 センサをポンプに後付け し た場合、 ポン
プでは接続されたセンサを自動的に登録し ないため、
手動でセ ッ ト ア ッ プする必要があ り ます。 13.7 アナ
ログ入力 の節を参照 く だ さ い。

図 17 では、 表示灯 5 および 6 が点灯し てお り、 セン
サの測定範囲が 0 ～ 6 bar で、 希望の設定値が 3 bar 
である こ と を示し ています。 設定範囲は、 センサ測定
範囲と同じ です。

図図  1177 圧力一定制御、 設定値 3 bar
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NNOO.. 記記号号 説説明明

1

Grundfos Eye
ポン プの運転状態を表示し ます。
詳細は、 16. Grundfos Eye の節を
参照 く だ さ い。

2 - 設定値を示す表示フ ィ ール ド 。

3 上および下。 設定値を変更し ます。

4

Grundfos GO Remote および同タ
イ プのその他の製品と無線通信で
き る よ う に し ます。
ポン プ と Grundfos GO Remote ま
たはその他のポン プの間で無線通
信の確立を試行する と、 ポン プの 
Grundfos Eye で緑色の表示灯が点
滅し ます。 ポン プの制御盤で  
を押し て、 Grundfos GO Remote 
および同タ イ プのその他の製品と
無線通信でき る よ う に し ます。

5

ポン プの運転準備または、 始動お
よび停止を行います。
始始動動
ポン プの停止中にボ タ ン を押す
と、 よ り優先度の高い機能が有効
にな っ ていない場合にのみポン プ
が始動し ます。 15. 設定の優先順
位 の節を参照 く だ さ い。
停停止止
ポン プの運転中にボ タ ン を押す
と、 ポン プが常に停止し ます。 ボ
タ ン横の"Stop (停止)"テキス ト が
点灯し ます。

1
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1100..11..22  出出力力一一定定制制御御モモーー ドド ののポポンン ププ

出力一定制御モー ド では、 ポン プ性能は最大性能と
最小性能の間にな り ます。 図 18 を参照 く だ さ い。

図図  1188 出力一定制御モー ド のポンプ

最大性能に設定 ：

• ポン プ を最大性能に切 り替えるには、 一番上の表
示灯が点滅する まで  を押し ます。 一番上の表
示灯が点灯し ている と き、  を3秒間押す と、 表
示灯が点滅し ます。

• 元に戻すには、 希望の設定値を示すまで  を押
し続けます。

例例 ：： ポン プが最大性能に設定されます。

図 19 では、 一番上の表示灯が点滅し、 最大性能を示
し ています。

図図  1199 最大性能負荷

最小性能に設定 ：

• ポン プ を最小性能に切 り替えるには、 一番下の表
示灯が点滅する まで  を押し ます。 一番下の表
示灯が点灯し ている と き、  を 3秒間押す と、 表
示灯が点滅し ます。

• 元に戻すには、 希望の設定値を示すまで  を押
し続けます。

例例 ：： ポン プが最小性能に設定されます。

図 20では、 一番下の表示灯が点滅し、 最小性能を示
し ています。

図図  2200 最小性能負荷

1100..11..33  ポポンン ププのの始始動動//停停止止

 を押し てポン プ を停止し ます。 ポン プが停止し て
いる場合、 ボ タ ン横の"Stop (停止)"テキス ト が点灯
し ます。 表示灯がすべて消灯するまで  を押し てポ
ンプ を停止する こ と も でき ます。

 を押すか、 希望の設定値になる まで  を押し
て、 ポン プ を始動し ます。

 を押し てポン プ を停止し た場合、 ポン プ を運転す
るには  を再度押し ます。

 を押し てポンプ を停止し た場合、  を押し て再始
動し ます。

Grundfos GO Remote を使用するか、 デジ タル入力を
"外部停止"に設定し て、 ポン プ を停止する こ と も で
き ます。 15. 設定の優先順位 の節を参照 く だ さ い。

1100..11..44  故故障障表表示示のの リリ セセ ッッ トト

故障表示は、 次のよ う な方法で リ セ ッ ト する こ とが
でき ます。

• デジ タル入力を"ア ラーム ・ リ セ ッ ト "に設定し た
場合に、 デジ タル入力を介し て。

• ポン プの  または  を短 く 押し ます。 この操
作では、 ポン プの設定は変更されません。
ボ タ ンがロ ッ ク されている場合は、  または  
を押し て故障表示を リ セ ッ ト する こ とはでき ませ
ん。

• 表示灯が消える まで、 電源ス イ ッ チを切 り ます。

• 外部始動/停止入力を切っ てから再び入れます。

• Grundfos GO Remote を使用し ます。
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1111..  詳詳細細制制御御盤盤

ポン プには、 オプシ ョ ン と し て詳細制御盤を取 り付
ける こ とができ ます。

図図  2211 詳細制御盤
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NNOO.. 記記号号 説説明明

1

Grundfos Eye
ポン プの運転状態を表示し ます。
詳細は、 16. Grundfos Eye の節を参
照 く だ さ い。

2 - グラ フ ィ ッ ク カ ラーデ ィ スプ レ イ。

3 1 つ前の手順に戻り ます。

4

メ イ ン･ メ ニ ュー、 画面、 数値間を
移動し ます。
メ ニ ューを変更し た場合、 デ ィ スプ
レ イには新し い メ ニ ューの一番上の
項目が表示されます。

サブ メ ニ ュー間を移動し ます。
値の設定を変更し ます。
注注 ：： "有効/無効設定"機能で設定を
行 う 機能を無効に し た場合、 これら
のボ タ ン を 5 秒以上同時に押し て、
再度一時的に有効にする こ とができ
ます。 13.33 "製品のボ タ ン"(有効/
無効設定) の節を参照 く だ さ い。

1

2

3

4

5

6

4

変更し た値の保存、 ア ラームの リ
セ ッ ト 、 数値領域の拡大に使用し ま
す。
Grundfos GO Remote および同タ イ
プのその他の製品との無線通信を有
効に し ます。
ポン プ と Grundfos GO Remote また
はその他のポン プの間で無線通信の
確立を試行する と、 Grundfos Eye で
緑色の表示灯が点滅し ます。 また、
無線装置がポン プへの接続を希望し
ている こ と を示す メ ッ セージがポン
プのデ ィ スプ レ イに表示されます。 
ポン プの制御盤で  を押し て、
Grundfos GO Remote および同タ イ
プのその他の製品と無線通信でき る
よ う に し ます。

5

ポン プの運転/始動および停止を行
います。
始始動動 ：：

ポン プの停止中にボ タ ン を押す と、
よ り優先度の高い機能が有効にな っ
ていない場合にのみポン プが始動し
ます。 15. 設定の優先順位 の節を参
照 く だ さ い。

停停止止 ：：

ポン プの運転中にボ タ ン を押す と、
ポン プが常に停止し ます。 ボ タ ン を
押し てポン プ を停止する と、 デ ィ ス
プ レ イの下に  ア イ コ ンが表示
されます。

6 Home メ ニ ューへ戻 り ます。

NNOO.. 記記号号 説説明明
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1100..11..22  出出力力一一定定制制御御モモーー ドド ののポポンン ププ

出力一定制御モー ド では、 ポン プ性能は最大性能と
最小性能の間にな り ます。 図 18 を参照 く だ さ い。

図図  1188 出力一定制御モー ド のポンプ

最大性能に設定 ：

• ポン プ を最大性能に切 り替えるには、 一番上の表
示灯が点滅する まで  を押し ます。 一番上の表
示灯が点灯し ている と き、  を3秒間押す と、 表
示灯が点滅し ます。

• 元に戻すには、 希望の設定値を示すまで  を押
し続けます。

例例 ：： ポン プが最大性能に設定されます。

図 19 では、 一番上の表示灯が点滅し、 最大性能を示
し ています。

図図  1199 最大性能負荷

最小性能に設定 ：

• ポン プ を最小性能に切 り替えるには、 一番下の表
示灯が点滅する まで  を押し ます。 一番下の表
示灯が点灯し ている と き、  を 3秒間押す と、 表
示灯が点滅し ます。

• 元に戻すには、 希望の設定値を示すまで  を押
し続けます。

例例 ：： ポン プが最小性能に設定されます。

図 20では、 一番下の表示灯が点滅し、 最小性能を示
し ています。

図図  2200 最小性能負荷

1100..11..33  ポポンン ププのの始始動動//停停止止

 を押し てポン プ を停止し ます。 ポン プが停止し て
いる場合、 ボ タ ン横の"Stop (停止)"テキス ト が点灯
し ます。 表示灯がすべて消灯するまで  を押し てポ
ンプ を停止する こ と も でき ます。

 を押すか、 希望の設定値になる まで  を押し
て、 ポン プ を始動し ます。

 を押し てポン プ を停止し た場合、 ポン プ を運転す
るには  を再度押し ます。

 を押し てポンプ を停止し た場合、  を押し て再始
動し ます。

Grundfos GO Remote を使用するか、 デジ タル入力を
"外部停止"に設定し て、 ポン プ を停止する こ と も で
き ます。 15. 設定の優先順位 の節を参照 く だ さ い。

1100..11..44  故故障障表表示示のの リリ セセ ッッ トト

故障表示は、 次のよ う な方法で リ セ ッ ト する こ とが
でき ます。

• デジ タル入力を"ア ラーム ・ リ セ ッ ト "に設定し た
場合に、 デジ タル入力を介し て。

• ポン プの  または  を短 く 押し ます。 この操
作では、 ポン プの設定は変更されません。
ボ タ ンがロ ッ ク されている場合は、  または  
を押し て故障表示を リ セ ッ ト する こ とはでき ませ
ん。

• 表示灯が消える まで、 電源ス イ ッ チを切 り ます。

• 外部始動/停止入力を切っ てから再び入れます。

• Grundfos GO Remote を使用し ます。
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1111..  詳詳細細制制御御盤盤

ポン プには、 オプシ ョ ン と し て詳細制御盤を取 り付
ける こ とができ ます。

図図  2211 詳細制御盤
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NNOO.. 記記号号 説説明明

1

Grundfos Eye
ポン プの運転状態を表示し ます。
詳細は、 16. Grundfos Eye の節を参
照 く だ さ い。

2 - グラ フ ィ ッ ク カ ラーデ ィ スプ レ イ。

3 1 つ前の手順に戻り ます。

4

メ イ ン･ メ ニ ュー、 画面、 数値間を
移動し ます。
メ ニ ューを変更し た場合、 デ ィ スプ
レ イには新し い メ ニ ューの一番上の
項目が表示されます。

サブ メ ニ ュー間を移動し ます。
値の設定を変更し ます。
注注 ：： "有効/無効設定"機能で設定を
行 う 機能を無効に し た場合、 これら
のボ タ ン を 5 秒以上同時に押し て、
再度一時的に有効にする こ とができ
ます。 13.33 "製品のボ タ ン"(有効/
無効設定) の節を参照 く だ さ い。

1

2

3

4

5

6

4

変更し た値の保存、 ア ラームの リ
セ ッ ト 、 数値領域の拡大に使用し ま
す。
Grundfos GO Remote および同タ イ
プのその他の製品との無線通信を有
効に し ます。
ポン プ と Grundfos GO Remote また
はその他のポン プの間で無線通信の
確立を試行する と、 Grundfos Eye で
緑色の表示灯が点滅し ます。 また、
無線装置がポン プへの接続を希望し
ている こ と を示す メ ッ セージがポン
プのデ ィ スプ レ イに表示されます。 
ポン プの制御盤で  を押し て、
Grundfos GO Remote および同タ イ
プのその他の製品と無線通信でき る
よ う に し ます。

5

ポン プの運転/始動および停止を行
います。
始始動動 ：：

ポン プの停止中にボ タ ン を押す と、
よ り優先度の高い機能が有効にな っ
ていない場合にのみポン プが始動し
ます。 15. 設定の優先順位 の節を参
照 く だ さ い。

停停止止 ：：

ポン プの運転中にボ タ ン を押す と、
ポン プが常に停止し ます。 ボ タ ン を
押し てポン プ を停止する と、 デ ィ ス
プ レ イの下に  ア イ コ ンが表示
されます。

6 Home メ ニ ューへ戻 り ます。

NNOO.. 記記号号 説説明明
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1111..11  ホホーームム画画面面

図図  2222 HHoommee 画面の例

1111..22  スス タタ ーー トト アア ッッ ププ ・・ ガガイイ ドド

ポン プには、 最初のス タ ー ト ア ッ プのと きに立ち上
がるス タ ー ト ア ッ プ ・ ガイ ド が備え られています。 
13.41 ス タ ー ト ア ッ プ･ガイ ド の実行 の節を参照 く だ
さ い。 ス タ ー ト ア ッ プ ・ ガ イ ド の後、 メ イ ン･ メ
ニ ューがデ ィ スプ レ イに表示されます。
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NNOO.. 記記号号 説説明明

1

Home
この メ ニ ューには、 4 個までのユー
ザ指定パラ メ ー タが表示されます。 
シ ョ ー ト カ ッ ト ア イ コ ン  と し て
表示されているパラ メ ー タ を選択す
る こ とができ、  を押す と、 選択し
たパラ メ ー タの"設定"表示に直接移
動し ます。

2 -

ステー タ ス
この メ ニ ューでは警告と ア ラームの
ほか、 ポン プ と システムのステー タ
スを表示し ます。

3 -

設定
この メ ニ ューからは、 すべての設定
パラ メ ー タへのア ク セスができ ま
す。 この メ ニ ューでは、 ポン プの詳
細な設定を行 う こ とができ ます。
13. 機能の説明 の節を参照 く だ さ い。

4 -

Assist
この メ ニ ューではガ イ ド つき でポン
プの設定を行 う こ とができ、 制御
モー ド の概要や故障時のア ド バイ ス
を見る こ とができ ます。
13.44 Assist の節を参照 く だ さ い。

5
 ボ タ ン を使用し てポン プが停止

された こ と を示し ます。

6
マルチポン プ ・ システムでポン プが
マス タ ー ・ ポン プ と し て機能し てい
る こ と を示し ます。

7
マルチポン プ ・ システムでポン プが
スレーブ･ポンプ と し て機能し ている
こ と を示し ます。

8

ポン プがマルチポン プ ・ システムで
運転し ている こ と を示し ます。 
13.48 "マルチポンプのセ ッ ト ア ッ プ
"(マルチポン プ設定) の節を参照 く だ
さ い。

Setpoint

5.00 bar

Operating mode

Normal

Actual controlled value

4.90 bar

Control mode

Const. pressure

Status Settings Assist

1 2 3 4

56789

Home
9

保護のため、 設定を行 う 機能が無効
にな っ ている こ と を示し ます。 
13.33 "製品のボ タ ン"(有効/無効設定
) の節を参照 く だ さ い。
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1111..33  詳詳細細制制御御盤盤のの メメ ニニ ュューーのの概概要要

1111..33..11  HHoommee

1111..33..22  スステテーー タタ スス

1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

HHoommee  
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム

●● ●● ●●

スステテーー タタ スス
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム

運転ステー タ ス ● ● ●
動作モー ド 、 送 り元 ● ● ●
制御モー ド ● ● ●

ポン プ性能 ● ● ●
実際の制御値 ● ● ●
結果の設定値 ● ● ●
速度 ● ● ●
累積流量と比エネルギー ● ● ●

電力およびエネルギー消費 ● ● ●
測定値 ● ● ●

アナログ入力 1 ● ● ●
アナログ入力 2 ● ● ●
アナログ入力 3 ● ● 1) ● 1)

Pt100/1000 入力 1 ● ● 1) ● 1)

Pt100/1000 入力 2 ● ● 1) ● 1)

アナログ出力 ● ● 1) ● 1)

警告およびア ラーム ● ● ●
実際の警告またはア ラーム ● ● ●
警告ログ ● ● ●
ア ラーム･ログ ● ● ●

作業ログ ● ● ●
動作時間 ● ● ●

取 り 付けたモジ ュール ● ● ●
日付と時刻 ● ● ●
製品識別 ● ● ●
電動機ベア リ ングの監視 ● ● ●
マルチポン プ ●

システム動作ステー タ ス ●
システム性能 ●
システム入力電力と エネルギー ●
ポン プ 1、 マルチポン プシステム ●
ポン プ 2、 マルチポン プシステム ●
ポン プ 3、 マルチポン プシステム ●
ポン プ 4、 マルチポン プシステム ●
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1111..11  ホホーームム画画面面

図図  2222 HHoommee 画面の例

1111..22  スス タタ ーー トト アア ッッ ププ ・・ ガガイイ ドド

ポン プには、 最初のス タ ー ト ア ッ プのと きに立ち上
がるス タ ー ト ア ッ プ ・ ガイ ド が備え られています。 
13.41 ス タ ー ト ア ッ プ･ガイ ド の実行 の節を参照 く だ
さ い。 ス タ ー ト ア ッ プ ・ ガ イ ド の後、 メ イ ン･ メ
ニ ューがデ ィ スプ レ イに表示されます。

T
M

0
6
 4

5
1
6
 2

4
1
5

NNOO.. 記記号号 説説明明

1

Home
この メ ニ ューには、 4 個までのユー
ザ指定パラ メ ー タが表示されます。 
シ ョ ー ト カ ッ ト ア イ コ ン  と し て
表示されているパラ メ ー タ を選択す
る こ とができ、  を押す と、 選択し
たパラ メ ー タの"設定"表示に直接移
動し ます。

2 -

ステー タ ス
この メ ニ ューでは警告と ア ラームの
ほか、 ポン プ と システムのステー タ
スを表示し ます。

3 -

設定
この メ ニ ューからは、 すべての設定
パラ メ ー タへのア ク セスができ ま
す。 この メ ニ ューでは、 ポン プの詳
細な設定を行 う こ とができ ます。
13. 機能の説明 の節を参照 く だ さ い。

4 -

Assist
この メ ニ ューではガ イ ド つき でポン
プの設定を行 う こ とができ、 制御
モー ド の概要や故障時のア ド バイ ス
を見る こ とができ ます。
13.44 Assist の節を参照 く だ さ い。

5
 ボ タ ン を使用し てポン プが停止

された こ と を示し ます。

6
マルチポン プ ・ システムでポン プが
マス タ ー ・ ポン プ と し て機能し てい
る こ と を示し ます。

7
マルチポン プ ・ システムでポン プが
スレーブ･ポンプ と し て機能し ている
こ と を示し ます。

8

ポン プがマルチポン プ ・ システムで
運転し ている こ と を示し ます。 
13.48 "マルチポンプのセ ッ ト ア ッ プ
"(マルチポン プ設定) の節を参照 く だ
さ い。

Setpoint

5.00 bar

Operating mode

Normal

Actual controlled value

4.90 bar

Control mode

Const. pressure

Status Settings Assist

1 2 3 4

56789

Home
9

保護のため、 設定を行 う 機能が無効
にな っ ている こ と を示し ます。 
13.33 "製品のボ タ ン"(有効/無効設定
) の節を参照 く だ さ い。

NNOO.. 記記号号 説説明明
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1111..33  詳詳細細制制御御盤盤のの メメ ニニ ュューーのの概概要要

1111..33..11  HHoommee

1111..33..22  スステテーー タタ スス

1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

HHoommee  
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム

●● ●● ●●

スステテーー タタ スス
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム

運転ステー タ ス ● ● ●
動作モー ド 、 送 り元 ● ● ●
制御モー ド ● ● ●

ポン プ性能 ● ● ●
実際の制御値 ● ● ●
結果の設定値 ● ● ●
速度 ● ● ●
累積流量と比エネルギー ● ● ●

電力およびエネルギー消費 ● ● ●
測定値 ● ● ●

アナログ入力 1 ● ● ●
アナログ入力 2 ● ● ●
アナログ入力 3 ● ● 1) ● 1)

Pt100/1000 入力 1 ● ● 1) ● 1)

Pt100/1000 入力 2 ● ● 1) ● 1)

アナログ出力 ● ● 1) ● 1)

警告およびア ラーム ● ● ●
実際の警告またはア ラーム ● ● ●
警告ログ ● ● ●
ア ラーム･ログ ● ● ●

作業ログ ● ● ●
動作時間 ● ● ●

取 り 付けたモジ ュール ● ● ●
日付と時刻 ● ● ●
製品識別 ● ● ●
電動機ベア リ ングの監視 ● ● ●
マルチポン プ ●

システム動作ステー タ ス ●
システム性能 ●
システム入力電力と エネルギー ●
ポン プ 1、 マルチポン プシステム ●
ポン プ 2、 マルチポン プシステム ●
ポン プ 3、 マルチポン プシステム ●
ポン プ 4、 マルチポン プシステム ●
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1111..33..33  ""設設定定""

設設定定
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ

設定値 ● ● ● 13.1 設定値 28

運転モー ド ● ● ● 13.2 運転モー ド 28

手動速度の設定 ● ● ● 13.3 手動速度の設定 28

"ユーザ指定速度の設定" ● ● ● 13.4 "ユーザ指定速度の設定" 28

制御モー ド ● ● ● 13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " 29

"比例圧力の設定" ● ● ● 13.6 比例圧力の設定 34

アナログ入力 ● ● ●

13.7 アナログ入力 34
アナログ入力 1、 設定 ● ● ●
アナログ入力 2、 設定 ● ● ●
アナログ入力 3、 設定 ● ● 1) ● 1)

Pt100/1000 入力 ● ● 1) ● 1)

13.8 Pt100/1000 入力 35Pt100/1000 入力 1、 設定 ● ● 1) ● 1)

Pt100/1000 入力 2、 設定 ● ● 1) ● 1)

デジ タル入力 ● ● ●
13.9 デジ タル入力 36デジ タル入力 1、 設定 ● ● ●

デジ タル入力 2、 設定 ● ● 1) ● 1)

デジ タル入力/出力 ● ● ●

13.10 デジ タル入力/出力 37
デジ タル入力/出力 3、 設
定

● ● ●

デジ タル入力/出力 4、 設
定

● ● 1) ● 1)

リ レー出力 ● ● ●
13.11 "信号 リ レー "1 および 2 
(リ レー出力)

38リ レー出力 1 ● ● ●
リ レー出力 2 ● ● ●

アナログ出力 ● ● 1) ● 1)

13.12 アナログ出力 39出力信号 ● ● 1) ● 1)

アナログ出力の機能 ● ● 1) ● 1)

コ ン ト ローラ設定 ● ● ● 13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト
ローラ設定)

40

動作範囲 ● ● ● 13.14 動作範囲 41

設定値の調整 ● ● ● 13.15 外部設定値機能 42

外部設定値の調整 ● ● ● 13.15 外部設定値機能 42

あ らかじ め決めた設定値 ● ● 1) ● 1) 13.16 あ らかじ め決めた設定値 43

モニ タ リ ング機能 ● ● ●
電動機ベア リ ングの監視 ● ● ● 13.26 電動機ベア リ ングの監視 48

電動機ベア リ ングの メ ン
テナンス

● ● ● "ベア リ ング交換"(電動機ベア
リ ングの メ ン テナンス)

49

リ ミ ッ ト 超過機能 ● ● ● 13.17 リ ミ ッ ト 超過機能 44

LiqTec 機能 ● ● ● 13.18 "LiqTec"(LiqTec 機能) 45

"ア ラーム処理" ● ● ● 13.25 ア ラーム処理 48

1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

23 ページに続 く 。

日日
本本

語語
  ((
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))

23

1111..33..44  AAssssiisstt

22 ページから続 く 。

設設定定
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ  

特殊機能 ● ● ●

低流量停止機能 ● ● ● 13.19 "停止機能"(低流量停止
機能)

45

"最低速度で停止" ● ● ● 13.20 最低速度で停止 47

注水機能 ● ● ● 13.21 注水機能 47

パルス流量計設定 ● ● ● 13.22 "パルス流量計"(パルス
流量計設定)

48

加減速 ● ● ● 13.23 加減速 48

静止中加熱 ● ● ● 13.24 静止中加熱 48

通信 ● ● ●
ポン プ番号 ● ● ● 13.28 "番号"(ポン プ番号) 49

無線通信を有効/無効に
する

● ● ● 13.29 "無線通信"(無線通信を
有効/無効にする)

49

一般設定 ● ● ●
言語 ● ● ● 13.30 言語 49

日付と時刻の設定 ● ● ● 13.31 "日時"(日付と時刻の設
定)

50

単位 ● ● ● 13.32 "単位設定"(単位) 50

有効/無効設定 ● ● ● 13.33 "製品のボ タ ン"(有効/無
効設定)

50

履歴の削除 ● ● ● 13.34 履歴の削除 50

Home 表示の定義 ● ● ● 13.35 Home 表示の定義 51

デ ィ スプ レ イ設定 ● ● ● 13.36 デ ィ スプ レ イ設定 51

現在の設定を保存 ● ● ● 13.37 "設定保存"(現在の設定
を保存)

51

保存し た設定の呼び出し ● ● ● 13.38 "設定呼び出し"(保存し
た設定の呼び出し)

51

ス タ ー ト ア ッ プ･ガイ ド の
実行

● ● ● 13.41 ス タ ー ト ア ッ プ･ガイ ド
の実行

52

1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

AAssssiisstt
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ

補助ポン プ設定 ● ● ● 13.45 補助ポン プ設定 53

設定、 アナログ入力 ● ● ● 13.46 設定、 アナログ入力 53

日付と時刻の設定 ● ● ● 13.47 日付と時刻の設定 54

マルチポン プ設定 ● ● ● 13.48 "マルチポン プのセ ッ ト
ア ッ プ"(マルチポンプ設定)

54

制御モー ド の説明 ● ● ● 13.49 制御モー ド の説明 57

補助故障へのア ド バイ ス ● ● ● 13.50 補助故障へのア ド バイ ス 57
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1111..33..33  ""設設定定""

設設定定
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ

設定値 ● ● ● 13.1 設定値 28

運転モー ド ● ● ● 13.2 運転モー ド 28

手動速度の設定 ● ● ● 13.3 手動速度の設定 28

"ユーザ指定速度の設定" ● ● ● 13.4 "ユーザ指定速度の設定" 28

制御モー ド ● ● ● 13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " 29

"比例圧力の設定" ● ● ● 13.6 比例圧力の設定 34

アナログ入力 ● ● ●

13.7 アナログ入力 34
アナログ入力 1、 設定 ● ● ●
アナログ入力 2、 設定 ● ● ●
アナログ入力 3、 設定 ● ● 1) ● 1)

Pt100/1000 入力 ● ● 1) ● 1)

13.8 Pt100/1000 入力 35Pt100/1000 入力 1、 設定 ● ● 1) ● 1)

Pt100/1000 入力 2、 設定 ● ● 1) ● 1)

デジ タル入力 ● ● ●
13.9 デジ タル入力 36デジ タル入力 1、 設定 ● ● ●

デジ タル入力 2、 設定 ● ● 1) ● 1)

デジ タル入力/出力 ● ● ●

13.10 デジ タル入力/出力 37
デジ タル入力/出力 3、 設
定

● ● ●

デジ タル入力/出力 4、 設
定

● ● 1) ● 1)

リ レー出力 ● ● ●
13.11 "信号 リ レー "1 および 2 
(リ レー出力)

38リ レー出力 1 ● ● ●
リ レー出力 2 ● ● ●

アナログ出力 ● ● 1) ● 1)

13.12 アナログ出力 39出力信号 ● ● 1) ● 1)

アナログ出力の機能 ● ● 1) ● 1)

コ ン ト ローラ設定 ● ● ● 13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト
ローラ設定)

40

動作範囲 ● ● ● 13.14 動作範囲 41

設定値の調整 ● ● ● 13.15 外部設定値機能 42

外部設定値の調整 ● ● ● 13.15 外部設定値機能 42

あ らかじ め決めた設定値 ● ● 1) ● 1) 13.16 あ らかじ め決めた設定値 43

モニ タ リ ング機能 ● ● ●
電動機ベア リ ングの監視 ● ● ● 13.26 電動機ベア リ ングの監視 48

電動機ベア リ ングの メ ン
テナンス

● ● ● "ベア リ ング交換"(電動機ベア
リ ングの メ ン テナンス)

49

リ ミ ッ ト 超過機能 ● ● ● 13.17 リ ミ ッ ト 超過機能 44

LiqTec 機能 ● ● ● 13.18 "LiqTec"(LiqTec 機能) 45

"ア ラーム処理" ● ● ● 13.25 ア ラーム処理 48

1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

23 ページに続 く 。

日日
本本

語語
  ((
JJ
PP

))

23

1111..33..44  AAssssiisstt

22 ページから続 く 。

設設定定
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ  

特殊機能 ● ● ●

低流量停止機能 ● ● ● 13.19 "停止機能"(低流量停止
機能)

45

"最低速度で停止" ● ● ● 13.20 最低速度で停止 47

注水機能 ● ● ● 13.21 注水機能 47

パルス流量計設定 ● ● ● 13.22 "パルス流量計"(パルス
流量計設定)

48

加減速 ● ● ● 13.23 加減速 48

静止中加熱 ● ● ● 13.24 静止中加熱 48

通信 ● ● ●
ポン プ番号 ● ● ● 13.28 "番号"(ポン プ番号) 49

無線通信を有効/無効に
する

● ● ● 13.29 "無線通信"(無線通信を
有効/無効にする)

49

一般設定 ● ● ●
言語 ● ● ● 13.30 言語 49

日付と時刻の設定 ● ● ● 13.31 "日時"(日付と時刻の設
定)

50

単位 ● ● ● 13.32 "単位設定"(単位) 50

有効/無効設定 ● ● ● 13.33 "製品のボ タ ン"(有効/無
効設定)

50

履歴の削除 ● ● ● 13.34 履歴の削除 50

Home 表示の定義 ● ● ● 13.35 Home 表示の定義 51

デ ィ スプ レ イ設定 ● ● ● 13.36 デ ィ スプ レ イ設定 51

現在の設定を保存 ● ● ● 13.37 "設定保存"(現在の設定
を保存)

51

保存し た設定の呼び出し ● ● ● 13.38 "設定呼び出し"(保存し
た設定の呼び出し)

51

ス タ ー ト ア ッ プ･ガイ ド の
実行

● ● ● 13.41 ス タ ー ト ア ッ プ･ガイ ド
の実行

52

1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。
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補助ポン プ設定 ● ● ● 13.45 補助ポン プ設定 53

設定、 アナログ入力 ● ● ● 13.46 設定、 アナログ入力 53

日付と時刻の設定 ● ● ● 13.47 日付と時刻の設定 54

マルチポン プ設定 ● ● ● 13.48 "マルチポン プのセ ッ ト
ア ッ プ"(マルチポンプ設定)
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制御モー ド の説明 ● ● ● 13.49 制御モー ド の説明 57

補助故障へのア ド バイ ス ● ● ● 13.50 補助故障へのア ド バイ ス 57
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1122..  GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

ポン プは、 Grundfos GO Remote と無線または赤外線
通信でき る よ う に設計されています。

Grundfos GO Remote では、 機能の設定、 ステー タ ス
概要、 技術的製品情報および実際の運転パラ メ ー タ
へのア ク セスが可能です。

Grundfos GO Remote は、 以下のモバイル ・ イ ン タ ー
フ ェ ース (MI) を提供し ます。

図図  2233 Grundfos GO Remote は、 無線または赤
外線 (IR) 接続を介し てポン プ と通信し ま
す。

1122..11  通通信信

Grundfos GO Remote がポン プ との通信を開始する
と、 Grundfos Eye の中央の表示灯が緑色に点滅し ま
す。 16. Grundfos Eye の節を参照 く だ さ い。

さ らに、 詳細制御盤が取 り付け られたポン プでは、
無線装置が接続の確立を試行し ている こ と を示す
メ ッ セージがデ ィ スプ レ イに表示されます。 Grundfos 
GO Remote との接続を確立するにはポン プの  を、
接続を拒否するには  を押し ます。

次のいずれかの通信タ イ プ を使用し て通信を確立し
ます。

• 無線通信

• 赤外線通信

1122..11..11  無無線線通通信信

無線通信は、30 メ ー ト ル以内の距離で実行で き ます。 
Grundfos GO Remote が初めてポン プ と通信する時
は、 ポン プの制御盤の  または  を押し て通信
を有効にする必要があ り ます。 その後は、 通信が発生
する と Grundfos GO Remote によ っ てポン プが認識さ
れ、 " リ ス ト " メ ニ ューからポン プ を選択する こ とが
でき ます。

1122..11..22  赤赤外外線線通通信信

赤外線を使用し て通信する場合、 Grundfos GO 
Remote をポン プの制御盤に向ける必要があ り ます。
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NNOO.. 説説明明

1

Grundfos MI 301:
無線または赤外線接続を有効にする独立モ
ジ ュール。 このモジ ュールは、 Bluetooth 接
続を備えた Android または iOS ベースのス
マー ト デバイ ス と組み合わせて使用する こ
とができ ます。
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1122..22  GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee  のの メメ ニニ ュューーのの概概要要

1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

2) Grundfos GO Remote がマルチポン プ ・ システムに接続されている場合にのみ利用可能です。

表表示示面面
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム

● ● ●

""スステテーー タタ スス""
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CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム

"システム ・ モー ド " ● 2)

"比例設定値" ● ●
"比例システム設定値" ● 2)

"実際の制御値" ● ● ● 2)

"電動機速度" ● ●
"消費電力" ● ●
"消費電力、 システム" ● 2)

"エネルギー消費" ● ●
"エネルギー消費、 システム" ● 2)

"積算流量、 比エネルギー " ● ● ● 2)

"運転時間" ● ●
"運転時間、 システム" ● 2)

"Pt100/1000 入力1" ● ● 1)

"Pt100/1000 入力 2" ● ● 1)

"アナログ出力" ● ● 1)

"アナログ入力 1" ● ●
"アナログ入力 2" ● ●
"アナログ入力 3" ● ● 1)

"デジ タル入力 1" ● ●
"デジ タル入力 2" ● ● 1)

"デジ タル入力/出力 3" ● ●
"デジ タル入力/出力 4" ● ● 1)

"取 り付けたモジ ュール" ● ●
"ポン プ 1" ● 2)

"ポン プ 2" ● 2)

"ポン プ 3" ● 2)

"ポン プ 4" ● 2)
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""設設定定""
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ

"設定値" ● ● ● 13.1 設定値 28

"運転モー ド " ● ● ● 13.2 運転モー ド 28

"Set user-defined speed" ● ● ● 13.4 "ユーザ指定速度の設定" 28

"制御モー ド " ● ● ● 13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " 29

"比例圧力の設定" ● ● ● 13.6 比例圧力の設定 34

"呼び水機能" ● ● ● 13.21 注水機能 47

"製品のボ タ ン" ● ● 13.33 "製品のボ タ ン"(有効/無
効設定)

50

"LiqTec" ● ● 1) 13.18 "LiqTec"(LiqTec 機能) 45

"停止機能" ● ● ● 13.19 "停止機能"(低流量停止機
能)

45

"最低速度で停止" ● ● ● 13.20 最低速度で停止 47

"コ ン ト ローラ" ● ● ● 13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト
ローラ設定)

40

"運転範囲" ● ● ● 13.14 動作範囲 41

"加減速" ● ● 13.23 加減速 48

"番号" ● ● 13.28 "番号"(ポン プ番号) 49

"無線通信" ● ● 13.29 "無線通信"(無線通信を有
効/無効にする)

49

"アナログ入力 1" ● ●
13.7 アナログ入力 34"アナログ入力 2" ● ●

"アナログ入力 3" ● ● 1)

"Pt100/1000 入力1" ● ● 1)

13.8 Pt100/1000 入力 35
"Pt100/1000 入力 2" ● ● 1)

"デジ タル入力 1" ● ●
13.9 デジ タル入力 36

"デジ タル入力 2" ● ● 1)

"デジ タル入力/出力 3" ● ●
13.10 デジ タル入力/出力 37

"デジ タル入力/出力 4" ● ● 1)

"パルス流量計" ● ● 13.22 "パルス流量計"(パルス流
量計設定)

48

"予定設定値" ● ● ● 13.16 あ らかじ め決めた設定値 43

"アナログ出力" ● ● 1) 13.12 アナログ出力 39

"外部設定値機能" ● ● 13.15 外部設定値機能 42

"信号 リ レー 1" ● ● 13.11 "信号 リ レー "1 および 2 (
リ レー出力)

38
"信号 リ レー 2" ● ●

1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

27 ページに続 く 。
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" リ ミ ッ ト  1 超過" ● ● ●
13.17 リ ミ ッ ト 超過機能 44

" リ ミ ッ ト  2 超過" ● ● ●
"交互運転、 時間" ● 2)

13.48 "マルチポン プのセ ッ ト
ア ッ プ"(マルチポン プ設定)

54"使用するセンサー " ● 2)

"ポン プ切替時間" ● 1) + 2)

"スペース･ヒ ー タ" ● ● 13.24 静止中加熱 48

"ア ラーム処理" ● ● ● 13.25 ア ラーム処理 48

"電動機ベア リ ング監視" ● ● 13.26 電動機ベア リ ングの監視 48

"サービス" ● ● 13.27 "サービス" 49

"日時" ● ● 1) 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) 50

"設定保存" ● ● 13.37 "設定保存"(現在の設定を
保存)

51

"設定呼び出し" ● ● 13.38 "設定呼び出し"(保存し た
設定の呼び出し)

51

"取消" ● ● ● 13.38.1 "取消" 51

"ポン プ名" ● ● ● 13.39 "ポン プ名" 51

"接続コー ド " ● ● ● 13.40 "接続コー ド " 52
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"補助故障ア ド バイ ス" ● ● ● 13.50 補助故障へのア ド バイ
ス

57

"マルチポン プのセ ッ ト
ア ッ プ"

● ● ● 13.48 "マルチポン プのセ ッ ト
ア ッ プ"(マルチポン プ設定)

54
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1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

2) Grundfos GO Remote がマルチポン プ ・ システムに接続されている場合にのみ利用可能です。

26 ページから続 く 。

""設設定定""
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ

" リ ミ ッ ト  1 超過" ● ● ●
13.17 リ ミ ッ ト 超過機能 44

" リ ミ ッ ト  2 超過" ● ● ●
"交互運転、 時間" ● 2)

13.48 "マルチポン プのセ ッ ト
ア ッ プ"(マルチポン プ設定)

54"使用するセンサー " ● 2)

"ポン プ切替時間" ● 1) + 2)

"スペース･ヒ ー タ" ● ● 13.24 静止中加熱 48

"ア ラーム処理" ● ● ● 13.25 ア ラーム処理 48

"電動機ベア リ ング監視" ● ● 13.26 電動機ベア リ ングの監視 48

"サービス" ● ● 13.27 "サービス" 49

"日時" ● ● 1) 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) 50

"設定保存" ● ● 13.37 "設定保存"(現在の設定を
保存)

51

"設定呼び出し" ● ● 13.38 "設定呼び出し"(保存し た
設定の呼び出し)

51

"取消" ● ● ● 13.38.1 "取消" 51

"ポン プ名" ● ● ● 13.39 "ポン プ名" 51

"接続コー ド " ● ● ● 13.40 "接続コー ド " 52

"単位設定" ● ● 13.32 "単位設定"(単位) 50

""アア ララーームム とと警警告告""
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ

"ア ラーム ・ ログ" ● ● ● 13.42 ア ラーム･ログ 52

"警告ログ" ● ● ● 13.43 警告ログ 53

"ア ラーム リ セ ッ ト "ボ タ ン ● ● ●

""補補助助""
CCRREE,,  CCRRIIEE,,  

CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  
MMTTRREE

CCMMEE
ママルルチチポポンン ププ ・・

シシスステテムム
掲掲載載個個所所

ペペーー
ジジ

"補助ポン プセ ッ ト ア ッ プ" ● ● 13.45 補助ポンプ設定 53

"補助故障ア ド バイ ス" ● ● ● 13.50 補助故障へのア ド バイ
ス

57

"マルチポン プのセ ッ ト
ア ッ プ"

● ● ● 13.48 "マルチポン プのセ ッ ト
ア ッ プ"(マルチポン プ設定)

54
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1133..  機機能能のの説説明明

1133..11  設設定定値値

目的の制御モー ド を選択し た場合、 すべての制御
モー ド について設定値を設定する こ とができ ます。 
13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " の節を参照 く だ さ い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..22  運運転転モモーー ドド

可能な運転モー ド ：

• 通常
ポン プは選択された制御モー ド で運転し ます。

• 停止
ポン プが停止し ます。

• 最小値
最小流量が必要な運転期間では最小性能モー ド を
使用する こ とができ ます。 最小性能で運転する場
合、 ポン プは非制御ポン プ と同様に運転し ます。

• 最大値
最大流量が必要な運転期間には最大性能モー ド を
使用する こ とができ ます。 最大性能で運転する場
合、 ポン プは非制御ポン プ と同様に運転し ます。

• 手動
ポン プは手動で設定された速度で運転し ます。 手
動 では、 バス経由の設定値は却下されます。 
13.3 手動速度の設定 の節を参照 く だ さ い。

• "ユーザ指定速度"
電動機はユーザに指定された速度で運転し ます。 
13.4 "ユーザ指定速度の設定" の節を参照 く だ さ
い。

すべての運転モー ド は、 図 24 に示されています。

図図  2244 運転モー ド

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..33  手手動動速速度度のの設設定定

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。 
Grundfos GO Remote では、 設定値 メ ニ ューを使用し
て速度を設定し ます。

最大速度の % でポン プ速度を設定する こ とがで き ま
す。 運転モー ド を 手動 に設定する と、 ポン プが設定
し た速度で運転し ます。 速度は、 Grundfos GO 
Remote または詳細制御盤を使用し て手動で変更する
こ とができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..44  ""ユユーーザザ指指定定速速度度のの設設定定""

最大速度の % で電動機速度を設定する こ とがで き ま
す。 運転モー ド を"ユーザ指定速度"に設定する と、 ポ
ン プが設定し た速度で運転し ます。

ポポンン ププ型型式式 設設定定値値

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 運運転転モモーー ドド

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..55  ""ココ ンン トト ロローールル ・・ モモーー ドド ""

使用可能な制御モー ド ：

• 「比例圧力」

• 「定圧」 （ 圧力一定 ）

• "定温" （ 温度一定

• 「定差圧」 (差圧一定)

• 「定差温」 (温度差一定)

• 「定流量」 (流量一定)

• 「定レベル」 (水位一定)

• 「他の一定数値」 (その他一定)

• 「定曲線」 （ 出力一定 。）

* コ ン ト ローラーに入力された差圧とポン
プの測定データが必要です。 13.6.5 「ポン
プデータ」 を参照

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..11  「「比比例例圧圧力力」」

ポン プが循環システムに設置されている場合は、 こ
の制御モー ド をお勧め し ます。

ポン プのヘ ッ ド は、 水需要が減少する と減少し、 水
需要が増加する と増加し ます。 図 25を参照し て く だ
さ い。

図図  2255 「比例圧力」

この制御モー ド は、 分配管内の圧力損失が比較的大
きいシステムに特に適し ています。 ポンプのヘ ッ ド
は、 システムの流量に比例し て増加し、 分配管の大
き な圧力損失を補正し ます。

比例圧力の設定については、 13.6 比例圧力の設定を
参照し て く だ さ い。

1133..55..22  ""圧圧力力一一定定""

システムの流量にかかわらず、 ポン プが一定の圧力
を出力する場合、この制御モー ド をお勧めし ます。 図 
26 を参照 く だ さ い。

図図  2266 "圧力一定"

この制御モー ド では、 製造時にセ ッ ト された圧力セ
ンサがあれば、 そのセンサを使用し てポン プの吐出
圧力を測定し ます。

製造時にセンサがセ ッ ト されていないポン プの場合、
ポン プのいずれかのアナログ入力に圧力センサを接
続する必要があ り ます。 Assist メ ニ ューで圧力センサ
を設定する こ とができ ます。 13.45 補助ポン プ設定 の
節を参照 く だ さ い。

図図  2277 "圧力一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式 制制御御モモーー ドド

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 「「比比例例圧圧力力」」
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• 1 個の外部圧力センサ。
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1133..  機機能能のの説説明明

1133..11  設設定定値値

目的の制御モー ド を選択し た場合、 すべての制御
モー ド について設定値を設定する こ とができ ます。 
13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " の節を参照 く だ さ い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..22  運運転転モモーー ドド

可能な運転モー ド ：

• 通常
ポン プは選択された制御モー ド で運転し ます。

• 停止
ポン プが停止し ます。

• 最小値
最小流量が必要な運転期間では最小性能モー ド を
使用する こ とができ ます。 最小性能で運転する場
合、 ポン プは非制御ポン プ と同様に運転し ます。

• 最大値
最大流量が必要な運転期間には最大性能モー ド を
使用する こ とができ ます。 最大性能で運転する場
合、 ポン プは非制御ポン プ と同様に運転し ます。

• 手動
ポン プは手動で設定された速度で運転し ます。 手
動 では、 バス経由の設定値は却下されます。 
13.3 手動速度の設定 の節を参照 く だ さ い。

• "ユーザ指定速度"
電動機はユーザに指定された速度で運転し ます。 
13.4 "ユーザ指定速度の設定" の節を参照 く だ さ
い。

すべての運転モー ド は、 図 24 に示されています。

図図  2244 運転モー ド

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..33  手手動動速速度度のの設設定定

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。 
Grundfos GO Remote では、 設定値 メ ニ ューを使用し
て速度を設定し ます。

最大速度の % でポン プ速度を設定する こ とがで き ま
す。 運転モー ド を 手動 に設定する と、 ポン プが設定
し た速度で運転し ます。 速度は、 Grundfos GO 
Remote または詳細制御盤を使用し て手動で変更する
こ とができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..44  ""ユユーーザザ指指定定速速度度のの設設定定""

最大速度の % で電動機速度を設定する こ とがで き ま
す。 運転モー ド を"ユーザ指定速度"に設定する と、 ポ
ン プが設定し た速度で運転し ます。

ポポンン ププ型型式式 設設定定値値

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 運運転転モモーー ドド

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..55  ""ココ ンン トト ロローールル ・・ モモーー ドド ""

使用可能な制御モー ド ：

• 「比例圧力」

• 「定圧」 （ 圧力一定 ）

• "定温" （ 温度一定

• 「定差圧」 (差圧一定)

• 「定差温」 (温度差一定)

• 「定流量」 (流量一定)

• 「定レベル」 (水位一定)

• 「他の一定数値」 (その他一定)

• 「定曲線」 （ 出力一定 。）

* コ ン ト ローラーに入力された差圧とポン
プの測定データが必要です。 13.6.5 「ポン
プデータ」 を参照

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..11  「「比比例例圧圧力力」」

ポン プが循環システムに設置されている場合は、 こ
の制御モー ド をお勧め し ます。

ポン プのヘ ッ ド は、 水需要が減少する と減少し、 水
需要が増加する と増加し ます。 図 25を参照し て く だ
さ い。

図図  2255 「比例圧力」

この制御モー ド は、 分配管内の圧力損失が比較的大
きいシステムに特に適し ています。 ポンプのヘ ッ ド
は、 システムの流量に比例し て増加し、 分配管の大
き な圧力損失を補正し ます。

比例圧力の設定については、 13.6 比例圧力の設定を
参照し て く だ さ い。

1133..55..22  ""圧圧力力一一定定""

システムの流量にかかわらず、 ポン プが一定の圧力
を出力する場合、この制御モー ド をお勧めし ます。 図 
26 を参照 く だ さ い。

図図  2266 "圧力一定"

この制御モー ド では、 製造時にセ ッ ト された圧力セ
ンサがあれば、 そのセンサを使用し てポン プの吐出
圧力を測定し ます。

製造時にセンサがセ ッ ト されていないポン プの場合、
ポン プのいずれかのアナログ入力に圧力センサを接
続する必要があ り ます。 Assist メ ニ ューで圧力センサ
を設定する こ とができ ます。 13.45 補助ポン プ設定 の
節を参照 く だ さ い。

図図  2277 "圧力一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式 制制御御モモーー ドド

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 「「比比例例圧圧力力」」
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1133..55..33  ""温温度度一一定定""

この制御モー ド は温度を一定に保ち ます。 温度一定は
家庭用給湯システムに使用され、 システム内の温度
を一定に制御する快適制御モー ド です。 図 28 を参照
く だ さ い。

図図  2288 "温度一定"

この制御モー ド では、 温度を制御する場所に温度セ
ンサを配置する必要があ り ます。 下の例を参照 く だ さ
い。

図図  2299 "温度一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..44  ""差差圧圧一一定定""

ポン プは、 システムの流量にかかわらず、 差圧を一
定に保ち ます。 図 30 を参照 く だ さ い。

図図  3300 "差圧一定"

この制御モー ド では、 1 個の差圧センサまたは 2 個
の外部圧力センサが必要です。 下の例を参照 く だ さ
い。

図図  3311 "差圧一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式 ""温温度度一一定定""
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ポポンン ププ型型式式 ""差差圧圧一一定定""
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例例

• 1 個の差圧センサ。
ポン プは、 センサからの入力を使用し て差圧を
制御し ます。
手動でまたは Assist メ ニ ューを使用し てセンサ
を設定する こ とができ ます。 13.45 補助ポン プ設
定 の節を参照 く だ さ い。

• 2 個の圧力センサ。
2 個の圧力センサを使用し て差圧一定制御を達
成し ます。 ポン プは、 2 個のセンサからの入力を
使用し て差圧を計算し ます。
両方のセンサが同じ ユニ ッ ト で、 フ ィ ー ド バ ッ
ク センサと し て設定されていなければな り ませ
ん。 センサご と に手動で、 または Assist メ
ニ ューを使用し てセンサを設定する こ とができ
ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ
い。
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1133..55..55  ""温温度度差差一一定定""

ポン プはシステムの温度差を一定に保ち、 これに
従っ てポン プ性能が制御されます。 図 32 を参照 く だ
さ い。

図図  3322 "温度差一定"

この制御モー ド では、 2 個の温度センサまたは 1 個
の温度差センサが必要です。 下の例を参照 く だ さ い。 
温度センサは、 2 個のアナログ入力に接続し たアナロ
グセンサまたは、 ポン プで利用可能な場合は、 2 個の 
Pt100/1000 入力に接続し た 2 個の Pt100/Pt1000 セ
ンサのいずれかにする こ とができ ます。

補助ポン プ設定 の下の Assist メ ニ ューでセンサを設
定し ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ
い。

図図  3333 温度差一定

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式 ""温温度度差差一一定定""
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例例

• 1 個の温度差センサ。
ポン プは、 センサからの入力を使用し て温度差
を制御し ます。
手動でまたは Assist メ ニ ューを使用し てセンサ
を設定する こ とができ ます。 13.45 補助ポン プ設
定 の節を参照 く だ さ い。

• 2 個の温度センサ。
2 個の温度センサを使用し て温度差一定制御を
達成し ます。 ポン プは、 2 個のセンサからの入力
を使用し て温度差を計算し ます。
両方のセンサが同じ ユニ ッ ト で、 フ ィ ー ド バ ッ
ク センサと し て設定されていなければな り ませ
ん。 センサご と に手動で、 または Assist メ
ニ ューを使用し てセンサを設定する こ とができ
ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ
い。
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1133..55..33  ""温温度度一一定定""

この制御モー ド は温度を一定に保ち ます。 温度一定は
家庭用給湯システムに使用され、 システム内の温度
を一定に制御する快適制御モー ド です。 図 28 を参照
く だ さ い。

図図  2288 "温度一定"

この制御モー ド では、 温度を制御する場所に温度セ
ンサを配置する必要があ り ます。 下の例を参照 く だ さ
い。

図図  2299 "温度一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..44  ""差差圧圧一一定定""

ポン プは、 システムの流量にかかわらず、 差圧を一
定に保ち ます。 図 30 を参照 く だ さ い。

図図  3300 "差圧一定"

この制御モー ド では、 1 個の差圧センサまたは 2 個
の外部圧力センサが必要です。 下の例を参照 く だ さ
い。

図図  3311 "差圧一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式 ""温温度度一一定定""
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例例

• 1 個の差圧センサ。
ポン プは、 センサからの入力を使用し て差圧を
制御し ます。
手動でまたは Assist メ ニ ューを使用し てセンサ
を設定する こ とができ ます。 13.45 補助ポン プ設
定 の節を参照 く だ さ い。

• 2 個の圧力センサ。
2 個の圧力センサを使用し て差圧一定制御を達
成し ます。 ポン プは、 2 個のセンサからの入力を
使用し て差圧を計算し ます。
両方のセンサが同じ ユニ ッ ト で、 フ ィ ー ド バ ッ
ク センサと し て設定されていなければな り ませ
ん。 センサご と に手動で、 または Assist メ
ニ ューを使用し てセンサを設定する こ とができ
ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ
い。
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1133..55..55  ""温温度度差差一一定定""

ポン プはシステムの温度差を一定に保ち、 これに
従っ てポン プ性能が制御されます。 図 32 を参照 く だ
さ い。

図図  3322 "温度差一定"

この制御モー ド では、 2 個の温度センサまたは 1 個
の温度差センサが必要です。 下の例を参照 く だ さ い。 
温度センサは、 2 個のアナログ入力に接続し たアナロ
グセンサまたは、 ポン プで利用可能な場合は、 2 個の 
Pt100/1000 入力に接続し た 2 個の Pt100/Pt1000 セ
ンサのいずれかにする こ とができ ます。

補助ポン プ設定 の下の Assist メ ニ ューでセンサを設
定し ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ
い。

図図  3333 温度差一定

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式 ""温温度度差差一一定定""
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例例

• 1 個の温度差センサ。
ポン プは、 センサからの入力を使用し て温度差
を制御し ます。
手動でまたは Assist メ ニ ューを使用し てセンサ
を設定する こ とができ ます。 13.45 補助ポン プ設
定 の節を参照 く だ さ い。

• 2 個の温度センサ。
2 個の温度センサを使用し て温度差一定制御を
達成し ます。 ポン プは、 2 個のセンサからの入力
を使用し て温度差を計算し ます。
両方のセンサが同じ ユニ ッ ト で、 フ ィ ー ド バ ッ
ク センサと し て設定されていなければな り ませ
ん。 センサご と に手動で、 または Assist メ
ニ ューを使用し てセンサを設定する こ とができ
ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ
い。
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1133..55..66  ""流流量量一一定定""

ポン プは、 揚程にかかわらず、 システムの流量を一
定に保ち ます。 図 34 を参照 く だ さ い。

図図  3344 流量一定

この制御モー ド では、 以下に示す流量センサが必要
です。

図図  3355 "流量一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..77  ""レレベベルル一一定定""

ポン プは、 流量にかかわらず、 レベルを一定に保ち
ます。 図 36 を参照 く だ さ い。

図図  3366 "レベル一定"

この制御モー ド では、 レベル･センサが必要です。

ポン プは、 2 通 りの方法で タ ン クのレベルを制御する
こ とができ ます。

• ポン プが給水タ ン クから液体を吸い出す排出機能
と し て。

• ポン プが貯水タ ン クに液体を輸送する注水機能と
し て。

図 37 を参照 く だ さ い。
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レベル制御機能のタ イ プは、 内蔵コ ン ト ローラの設
定によ っ て異な り ます。 13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト
ローラ設定) の節を参照 く だ さ い。

図図  3377 "レベル一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..88  ""そそのの他他数数値値一一定定""

その他の任意の値を一定に保ち ます。

制御モー ド  メ ニ ューで利用でき ない値を制御する場
合、 この制御モー ド を使用し ます。 制御される値を測
定するセンサを、 ポン プのアナログ入力の 1 つに接
続し ます。 制御される値は、 センサ範囲のパーセン ト
で表示されます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..99  ""出出力力一一定定""

ポン プは手動制御のポン プのよ う に、 出力一定で運
転する よ う 設定する こ とができ ます。 図 38 を参照 く
だ さ い。

希望速度は 13 ～ 100 % の範囲で、 最高速度の % で設
定可能です。

図図  3388 "出力一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

例例

• 1 個のレベル ・ センサ。

– 排水機能 (給水タ ン ク)。

• 1 個のレベル ・ センサ。

– 注水機能 (貯水タ ン ク)。
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1133..55..66  ""流流量量一一定定""

ポン プは、 揚程にかかわらず、 システムの流量を一
定に保ち ます。 図 34 を参照 く だ さ い。

図図  3344 流量一定

この制御モー ド では、 以下に示す流量センサが必要
です。

図図  3355 "流量一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..77  ""レレベベルル一一定定""

ポン プは、 流量にかかわらず、 レベルを一定に保ち
ます。 図 36 を参照 く だ さ い。

図図  3366 "レベル一定"

この制御モー ド では、 レベル･センサが必要です。

ポン プは、 2 通 りの方法で タ ン クのレベルを制御する
こ とができ ます。

• ポン プが給水タ ン クから液体を吸い出す排出機能
と し て。

• ポン プが貯水タ ン クに液体を輸送する注水機能と
し て。

図 37 を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式 ""流流量量一一定定""
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レベル制御機能のタ イ プは、 内蔵コ ン ト ローラの設
定によ っ て異な り ます。 13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト
ローラ設定) の節を参照 く だ さ い。

図図  3377 "レベル一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..88  ""そそのの他他数数値値一一定定""

その他の任意の値を一定に保ち ます。

制御モー ド  メ ニ ューで利用でき ない値を制御する場
合、 この制御モー ド を使用し ます。 制御される値を測
定するセンサを、 ポン プのアナログ入力の 1 つに接
続し ます。 制御される値は、 センサ範囲のパーセン ト
で表示されます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..55..99  ""出出力力一一定定""

ポン プは手動制御のポン プのよ う に、 出力一定で運
転する よ う 設定する こ とができ ます。 図 38 を参照 く
だ さ い。

希望速度は 13 ～ 100 % の範囲で、 最高速度の % で設
定可能です。

図図  3388 "出力一定"

ココ ンン トト ロローーララ設設定定

推奨される コ ン ト ローラ設定については、 13.13 "コ
ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を参照 く だ さ
い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

例例

• 1 個のレベル ・ センサ。

– 排水機能 (給水タ ン ク)。

• 1 個のレベル ・ センサ。

– 注水機能 (貯水タ ン ク)。
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1133..66  比比例例圧圧力力のの設設定定

1133..66..11  「「制制御御曲曲線線機機能能」」

比例曲線は、 システム曲線に合わせて2次または線形
のいずれかに設定でき ます。

1133..66..22  「「ゼゼロロ フフ ロローーヘヘ ッッ ドド 」」

この値をセ ッ ト ポイ ン ト のパーセン テージで設定し、
弁を閉じ た と きにセ ッ ト ポイ ン ト を どれだけ減らす
必要があるかを定義でき ます。 100％の設定では、 制
御モー ド は一定差圧に等し く な り ます。

1133..66..33  「「固固定定入入口口圧圧力力」」

この メ ニ ューによ り固定入口圧力を使用でき ます。

1133..66..44  ""入入口口圧圧力力""

ポン プに供給される固定入口圧力を入力し ます。

1133..66..55  「「ポポンン ププデデーー タタ」」

ポン プ を比例圧力で動作させるには、 コ ン ト ロー
ラーがポン プ曲線を処理する必要があ り ます。 ポンプ
銘板から最大ヘ ッ ド 、 定格ヘ ッ ド 、 定格流量を入力
し ます。

1133..77  アアナナロロググ入入力力

利用可能な入力は、 ポン プに取 り付け られた機能モ
ジ ュールによ っ て異な り ます。

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

フ ィ ー ド バ ッ ク センサ用にアナログ入力を設定する
場合、 補助ポン プ設定 メ ニ ューを使用する こ と をお
勧め し ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ
い。

他の目的のためにアナログ入力を設定する場合、 手
動で設定する こ とができ ます。

設定、 アナログ入力 メ ニ ューを使用し てアナログ入
力を設定する こ とができ ます。 13.46 設定、 アナログ
入力 の節を参照 く だ さ い。

Grundfos GO Remote を使用し て手動設定を行 う 場
合、 設定 メ ニ ューの下のアナログ入力用の メ ニ ュー
に移動する必要があ り ます。

機機能能

アナログ入力はさ まざまな機能に使用可能です。

• 非作動

• フ ィ ー ド バ ッ ク･センサ
センサは選択し た制御モー ド 用に使用されます。

• 外部設定値の調整
13.15 外部設定値機能 の節を参照 く だ さ い。

• その他の機能.

測測定定パパララ メメ ーー タタ

下の リ ス ト からパラ メ ー タ を 1 つ、 すなわち、 実際
のアナログ入力に接続されたセンサによ っ てシステ
ム内で測定されるパラ メ ー タ を選択し ます。 図 39 を
参照 く だ さ い。

図図  3399 センサ位置の概要

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

アナログ入力 1、 設定 (4) ● ●
アナログ入力 2、 設定 (7) ● ●
アナログ入力 3、 設定 (14) - ●
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単単位位

電電気気信信号号

信号タ イ プの選択 ：

• 0.5-3.5 V

• 0-5 V

• 0-10 V

• 0-20 mA

• 4-20 mA.

セセンンササ範範囲囲、、 最最小小値値

接続し たセンサの最小値を設定し ます。

セセンンササ範範囲囲、、 最最大大値値

接続し たセンサの最大値を設定し ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..77..11  異異ななるる測測定定用用にに  22  個個ののセセンンササをを設設定定すするる

2 点間でのパラ メ ー タの差を測定するために、 対応す
るセンサを以下のよ う に設定し ます。

1133..88  PPtt110000//11000000  入入力力

利用可能な入力は、 ポン プに取 り付け られた機能モ
ジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

フ ィ ー ド バ ッ ク センサ用に Pt100/1000 入力を設定す
る場合、 補助ポン プ設定 メ ニ ューを使用する こ と を
お勧め し ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ
さ い。

他の目的のために Pt100/1000 入力を設定する場合、
手動で設定する こ とができ ます。

設定、 アナログ入力 メ ニ ューを使用し てアナログ入
力を設定する こ とができ ます。 13.46 設定、 アナログ
入力 の節を参照 く だ さ い。

Grundfos GO Remote を使用し て手動設定を行 う 場
合、 設定 メ ニ ューの下の Pt100/1000 入力用の メ
ニ ューに移動する必要があ り ます。

機機能能

Pt100/1000 入力はさ まざまな機能に使用可能です。

• 非作動

• フ ィ ー ド バ ッ ク･センサ
センサは選択し た制御モー ド 用に使用されます。

• 外部設定値の調整
13.15 外部設定値機能 の節を参照 く だ さ い。

• その他の機能.

パパララ メメ ーー タタ 選選択択可可能能なな単単位位

圧力 bar, m, kPa, psi, ft

レベル m, ft, in

ポンプ流量 m³/h, l/s, yd³/h, gpm

液温 °C, °F

その他のパラメータ %

パパララ メメ ーー タタ
セセンンササ11用用ののアア

ナナロロググ入入力力
セセンンササ22用用ののアア

ナナロロググ入入力力

圧力、 オプ
シ ョ ン1

差圧、 入口 差圧、 出口

圧力、 オプ
シ ョ ン2

圧力1、 外部 圧力2、 外部

流量 ポン プ流量 流量、 外部

温度 温度1 温度2

"差圧一定"制御モー ド を使用する場合、 両
方のセンサ用のアナログ入力に フ ィ ー ド
バ ッ ク･センサ 機能を選択する必要があ り
ます。

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

Pt100/1000 入力 1、 設定 
(17 および 18)

- ●

Pt100/1000 入力 2、 設定 
(18 および 19)

- ●



日日
本本

語語
  ((JJ

PP
))

34

1133..66  比比例例圧圧力力のの設設定定

1133..66..11  「「制制御御曲曲線線機機能能」」

比例曲線は、 システム曲線に合わせて2次または線形
のいずれかに設定でき ます。

1133..66..22  「「ゼゼロロ フフ ロローーヘヘ ッッ ドド 」」

この値をセ ッ ト ポイ ン ト のパーセン テージで設定し、
弁を閉じ た と きにセ ッ ト ポイ ン ト を どれだけ減らす
必要があるかを定義でき ます。 100％の設定では、 制
御モー ド は一定差圧に等し く な り ます。

1133..66..33  「「固固定定入入口口圧圧力力」」

この メ ニ ューによ り固定入口圧力を使用でき ます。

1133..66..44  ""入入口口圧圧力力""

ポン プに供給される固定入口圧力を入力し ます。

1133..66..55  「「ポポンン ププデデーー タタ」」

ポン プ を比例圧力で動作させるには、 コ ン ト ロー
ラーがポン プ曲線を処理する必要があ り ます。 ポンプ
銘板から最大ヘ ッ ド 、 定格ヘ ッ ド 、 定格流量を入力
し ます。

1133..77  アアナナロロググ入入力力

利用可能な入力は、 ポン プに取 り付け られた機能モ
ジ ュールによ っ て異な り ます。

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

フ ィ ー ド バ ッ ク センサ用にアナログ入力を設定する
場合、 補助ポン プ設定 メ ニ ューを使用する こ と をお
勧め し ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ
い。

他の目的のためにアナログ入力を設定する場合、 手
動で設定する こ とができ ます。

設定、 アナログ入力 メ ニ ューを使用し てアナログ入
力を設定する こ とができ ます。 13.46 設定、 アナログ
入力 の節を参照 く だ さ い。

Grundfos GO Remote を使用し て手動設定を行 う 場
合、 設定 メ ニ ューの下のアナログ入力用の メ ニ ュー
に移動する必要があ り ます。

機機能能

アナログ入力はさ まざまな機能に使用可能です。

• 非作動

• フ ィ ー ド バ ッ ク･センサ
センサは選択し た制御モー ド 用に使用されます。

• 外部設定値の調整
13.15 外部設定値機能 の節を参照 く だ さ い。

• その他の機能.

測測定定パパララ メメ ーー タタ

下の リ ス ト からパラ メ ー タ を 1 つ、 すなわち、 実際
のアナログ入力に接続されたセンサによ っ てシステ
ム内で測定されるパラ メ ー タ を選択し ます。 図 39 を
参照 く だ さ い。

図図  3399 センサ位置の概要

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

アナログ入力 1、 設定 (4) ● ●
アナログ入力 2、 設定 (7) ● ●
アナログ入力 3、 設定 (14) - ●
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単単位位

電電気気信信号号

信号タ イ プの選択 ：

• 0.5-3.5 V

• 0-5 V

• 0-10 V

• 0-20 mA

• 4-20 mA.

セセンンササ範範囲囲、、 最最小小値値

接続し たセンサの最小値を設定し ます。

セセンンササ範範囲囲、、 最最大大値値

接続し たセンサの最大値を設定し ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..77..11  異異ななるる測測定定用用にに  22  個個ののセセンンササをを設設定定すするる

2 点間でのパラ メ ー タの差を測定するために、 対応す
るセンサを以下のよ う に設定し ます。

1133..88  PPtt110000//11000000  入入力力

利用可能な入力は、 ポン プに取 り付け られた機能モ
ジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

フ ィ ー ド バ ッ ク センサ用に Pt100/1000 入力を設定す
る場合、 補助ポン プ設定 メ ニ ューを使用する こ と を
お勧め し ます。 13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ
さ い。

他の目的のために Pt100/1000 入力を設定する場合、
手動で設定する こ とができ ます。

設定、 アナログ入力 メ ニ ューを使用し てアナログ入
力を設定する こ とができ ます。 13.46 設定、 アナログ
入力 の節を参照 く だ さ い。

Grundfos GO Remote を使用し て手動設定を行 う 場
合、 設定 メ ニ ューの下の Pt100/1000 入力用の メ
ニ ューに移動する必要があ り ます。

機機能能

Pt100/1000 入力はさ まざまな機能に使用可能です。

• 非作動

• フ ィ ー ド バ ッ ク･センサ
センサは選択し た制御モー ド 用に使用されます。

• 外部設定値の調整
13.15 外部設定値機能 の節を参照 く だ さ い。

• その他の機能.

パパララ メメ ーー タタ 選選択択可可能能なな単単位位

圧力 bar, m, kPa, psi, ft

レベル m, ft, in

ポンプ流量 m³/h, l/s, yd³/h, gpm

液温 °C, °F

その他のパラメータ %

パパララ メメ ーー タタ
セセンンササ11用用ののアア

ナナロロググ入入力力
セセンンササ22用用ののアア

ナナロロググ入入力力

圧力、 オプ
シ ョ ン1

差圧、 入口 差圧、 出口

圧力、 オプ
シ ョ ン2

圧力1、 外部 圧力2、 外部

流量 ポン プ流量 流量、 外部

温度 温度1 温度2

"差圧一定"制御モー ド を使用する場合、 両
方のセンサ用のアナログ入力に フ ィ ー ド
バ ッ ク･センサ 機能を選択する必要があ り
ます。

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

Pt100/1000 入力 1、 設定 
(17 および 18)

- ●

Pt100/1000 入力 2、 設定 
(18 および 19)

- ●
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測測定定パパララ メメ ーー タタ

下の リ ス ト からパラ メ ー タ を 1 つ、 すなわち、 実際
のアナログ入力に接続された PT100/1000 センサに
よ っ てシステム内で測定されるパラ メ ー タ を選択し
ます。 図 40 を参照 く だ さ い。

図図  4400 PT100/1000 センサ位置の概要

測測定定範範囲囲

-50 ～ 204 °C。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..99  デデジジ タタルル入入力力

利用可能な入力は、 ポン プに取 り付け られた機能モ
ジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

デジ タル入力を設定するには、 以下の設定を行いま
す。

機機能能

次の機能のいずれか 1 つを選択し ます。

• 非作動.
非作動 に設定し た場合、 入力に機能は割 り当て
られません。

• 外部停止.
入力信号がない場合 (開路)、 ポン プが停止し ま
す。

• 最小値 (最低速度)。
入力信号がある場合、 ポン プは設定された最低速
度で運転し ます。

• 最大値 (最高速度)。
入力信号がある場合、 ポン プは設定された最高速
度で運転し ます。

• "ユーザ指定速度"
入力信号がある場合、 電動機はユーザに指定され
た速度で運転し ます。

• 外部故障.
入力信号がある場合、 タ イ マが作動し ます。 入力
信号が 5 秒以上続いた場合、 ポン プが停止し、 故
障が表示されます。 この機能は、 外部機器からの
入力によ っ て異な り ます。

• ア ラーム ・ リ セ ッ ト .
入力信号がある場合、 可能性のある故障表示が リ
セ ッ ト されます。

• 空運転.
この機能を選択する と、 入口圧力不足や渇水が検
出可能と な り ます。 入口圧力不足や渇水 (空運転) 
が検出される と、 ポン プは停止し ます。 入力信号
が続いている と きは、 ポン プは再始動でき ませ
ん。
そのためには、 次のよ う な付属品を使用する必要
があ り ます:

– ポン プの入口側に取 り付けた圧力ス イ ッ チ

– ポン プの入口側に取 り付けた フ ロー ト ・ ス イ ッ
チ

• 累積流量.
この機能を選択し た場合、 積算流量を登録する こ
とができ ます。 このためには、 定義された水量 (
容積) あた りのパルス と し て フ ィ ー ド バ ッ ク信号
を提供する流量計を使用する必要があ り ます。 
13.22 "パルス流量計"(パルス流量計設定) の節を
参照 く だ さ い。

• あ らかじめ決めた設定値の桁 1 (デジ タル入力 2 
にのみ該当)。
デジ タル入力が予定設定値に設定されている場
合、 ポン プは、 信号のあるデジ タル入力の組み合
わせに基づいて設定値に従っ て運転し ます。 
13.16 あ らかじめ決めた設定値 の節を参照 く だ さ
い。

• ア ク テ ィ ブ出力。
入力がア ク テ ィ ブになる と、 関連するデジ タル出
力がア ク テ ィ ブにな り ます。 13.10 デジ タル入力/
出力を参照し て く だ さ い。 これはポンプの運転に
影響を与える こ とはあ り ません。

• ローカルモー タ ー停止。
入力がア ク テ ィ ブになる と、 マルチポン プシステ
ム内の特定のポン プは、 システム内の他のポン プ
のパフ ォーマンスに影響を与える こ と な く 停止し
ます。

選択し た機能の間の優先順位は、 15. 設定の優先順位 
の節に示されています。

停止コ マン ド の優先順位は常に最高です。
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パパララ メメ ーー タタ NNOO..

液体温度 1

温度1 2

温度2 3

周囲温度 非表示

ポポンン ププ型型式式 デデジジ タタルル入入力力

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

デジ タル入力 1、 設定 
(2 および 6)

● ●

デジ タル入力 2、 設定 
(1 および 9)

- ●
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有有効効化化遅遅延延

有効化遅延 (T1) を選択し ます。

これは、 デジ タル信号を受信し てから、 選択し た機
能が有効になる までの時間です。

範囲 ： 0 ～ 6000 秒。

継継続続時時間間タタ イイ ママモモーー ドド

モー ド を選択し ます。 図 41 を参照 く だ さ い。

• 非作動

• 中断あ り で有効 (モー ド  A)

• 中断な し で有効 (モー ド  B)

• ア フ タ ーラ ンあ り で有効 (モー ド  C)

継続時間 (T2) を選択し ます。

これは、 モー ド と と もに、 選択し た機能が有効にな
る時間の長さ を決定し ます。

範囲 ： 0 ～ 15,000 秒。

図図  4411 デジ タル入力の継続時間タ イ マ機能

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1100  デデジジ タタルル入入力力//出出力力

利用可能な入力/出力は、 ポン プに取 り付けられた機
能モジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

イ ン タ ーフ ェ ースを入力または出力のいずれと し て
使用するかを選択する こ とができ ます。 出力はオープ
ン コ レ ク タ であ り、 た と えば、 外部 リ レーや PLC な
どのコ ン ト ローラ に接続する こ とができ ます。

図図  4422 設定可能なデジ タル入力/出力の例

デジ タル入力/出力を設定するには、 以下の設定を行
います。

モモーー ドド

デジ タル入力/出力 3 および 4 は、 デジ タル入力また
はデジ タル出力と し て設定可能です。

• デジ タル入力

• デジ タル出力.

機機能能

デジ タル入力/出力 3 および 4 は、 下表に示すよ う な
機能に設定する こ とができ ます。
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ポポンン ププ型型式式 デデジジ タタルル入入力力//出出力力

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, 
MTRE

●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

デジ タル入力/出力 3、
設定 (6 および 10)

● ●

デジ タル入力/出力 4、
設定 (11 および 18)

- ●
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外部コ ン
ト ローラ
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測測定定パパララ メメ ーー タタ

下の リ ス ト からパラ メ ー タ を 1 つ、 すなわち、 実際
のアナログ入力に接続された PT100/1000 センサに
よ っ てシステム内で測定されるパラ メ ー タ を選択し
ます。 図 40 を参照 く だ さ い。

図図  4400 PT100/1000 センサ位置の概要

測測定定範範囲囲

-50 ～ 204 °C。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..99  デデジジ タタルル入入力力

利用可能な入力は、 ポン プに取 り付け られた機能モ
ジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

デジ タル入力を設定するには、 以下の設定を行いま
す。

機機能能

次の機能のいずれか 1 つを選択し ます。

• 非作動.
非作動 に設定し た場合、 入力に機能は割 り当て
られません。

• 外部停止.
入力信号がない場合 (開路)、 ポン プが停止し ま
す。

• 最小値 (最低速度)。
入力信号がある場合、 ポン プは設定された最低速
度で運転し ます。

• 最大値 (最高速度)。
入力信号がある場合、 ポン プは設定された最高速
度で運転し ます。

• "ユーザ指定速度"
入力信号がある場合、 電動機はユーザに指定され
た速度で運転し ます。

• 外部故障.
入力信号がある場合、 タ イ マが作動し ます。 入力
信号が 5 秒以上続いた場合、 ポン プが停止し、 故
障が表示されます。 この機能は、 外部機器からの
入力によ っ て異な り ます。

• ア ラーム ・ リ セ ッ ト .
入力信号がある場合、 可能性のある故障表示が リ
セ ッ ト されます。

• 空運転.
この機能を選択する と、 入口圧力不足や渇水が検
出可能と な り ます。 入口圧力不足や渇水 (空運転) 
が検出される と、 ポン プは停止し ます。 入力信号
が続いている と きは、 ポン プは再始動でき ませ
ん。
そのためには、 次のよ う な付属品を使用する必要
があ り ます:

– ポン プの入口側に取 り付けた圧力ス イ ッ チ

– ポン プの入口側に取 り付けた フ ロー ト ・ ス イ ッ
チ

• 累積流量.
この機能を選択し た場合、 積算流量を登録する こ
とができ ます。 このためには、 定義された水量 (
容積) あた りのパルス と し て フ ィ ー ド バ ッ ク信号
を提供する流量計を使用する必要があ り ます。 
13.22 "パルス流量計"(パルス流量計設定) の節を
参照 く だ さ い。

• あ らかじめ決めた設定値の桁 1 (デジ タル入力 2 
にのみ該当)。
デジ タル入力が予定設定値に設定されている場
合、 ポン プは、 信号のあるデジ タル入力の組み合
わせに基づいて設定値に従っ て運転し ます。 
13.16 あ らかじめ決めた設定値 の節を参照 く だ さ
い。

• ア ク テ ィ ブ出力。
入力がア ク テ ィ ブになる と、 関連するデジ タル出
力がア ク テ ィ ブにな り ます。 13.10 デジ タル入力/
出力を参照し て く だ さ い。 これはポンプの運転に
影響を与える こ とはあ り ません。

• ローカルモー タ ー停止。
入力がア ク テ ィ ブになる と、 マルチポン プシステ
ム内の特定のポン プは、 システム内の他のポン プ
のパフ ォーマンスに影響を与える こ と な く 停止し
ます。

選択し た機能の間の優先順位は、 15. 設定の優先順位 
の節に示されています。

停止コ マン ド の優先順位は常に最高です。
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ポポンン ププ型型式式 デデジジ タタルル入入力力

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

デジ タル入力 1、 設定 
(2 および 6)

● ●

デジ タル入力 2、 設定 
(1 および 9)

- ●
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有有効効化化遅遅延延

有効化遅延 (T1) を選択し ます。

これは、 デジ タル信号を受信し てから、 選択し た機
能が有効になる までの時間です。

範囲 ： 0 ～ 6000 秒。

継継続続時時間間タタ イイ ママモモーー ドド

モー ド を選択し ます。 図 41 を参照 く だ さ い。

• 非作動

• 中断あ り で有効 (モー ド  A)

• 中断な し で有効 (モー ド  B)

• ア フ タ ーラ ンあ り で有効 (モー ド  C)

継続時間 (T2) を選択し ます。

これは、 モー ド と と もに、 選択し た機能が有効にな
る時間の長さ を決定し ます。

範囲 ： 0 ～ 15,000 秒。

図図  4411 デジ タル入力の継続時間タ イ マ機能

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1100  デデジジ タタルル入入力力//出出力力

利用可能な入力/出力は、 ポン プに取 り付けられた機
能モジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

イ ン タ ーフ ェ ースを入力または出力のいずれと し て
使用するかを選択する こ とができ ます。 出力はオープ
ン コ レ ク タ であ り、 た と えば、 外部 リ レーや PLC な
どのコ ン ト ローラ に接続する こ とができ ます。

図図  4422 設定可能なデジ タル入力/出力の例

デジ タル入力/出力を設定するには、 以下の設定を行
います。

モモーー ドド

デジ タル入力/出力 3 および 4 は、 デジ タル入力また
はデジ タル出力と し て設定可能です。

• デジ タル入力

• デジ タル出力.

機機能能

デジ タル入力/出力 3 および 4 は、 下表に示すよ う な
機能に設定する こ とができ ます。
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ポポンン ププ型型式式 デデジジ タタルル入入力力//出出力力

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, 
MTRE

●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

デジ タル入力/出力 3、
設定 (6 および 10)

● ●

デジ タル入力/出力 4、
設定 (11 および 18)

- ●
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選選択択可可能能なな機機能能、、 デデジジ タタルル入入力力//出出力力  33

選選択択可可能能なな機機能能、、 デデジジ タタルル入入力力//出出力力  44
 

有有効効化化遅遅延延  ((入入力力ののみみ))

有効化遅延 (T1) を選択し ます。

これは、 デジ タル信号を受信し てから、 選択し た機
能が有効になる までの時間です。

範囲 ： 0 ～ 6000 秒。

継継続続時時間間タタ イイ ママモモーー ドド   ((入入力力ののみみ))

継続時間タ イ マモー ド を選択し ます。 図 41 を参照 く
だ さ い。

• 非作動

• 中断あ り で有効 (モー ド  A)

• 中断な し で有効 (モー ド  B)

• ア フ タ ーラ ンあ り で有効 (モー ド  C)

継続時間 (T2) を選択し ます。

これは、 モー ド と と もに、 選択し た機能が有効にな
る時間の長さ を決定し ます。

範囲 ： 0 ～ 15,000 秒。

図図  4433 デジ タル入力の継続時間タ イ マ機能

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1111  ""信信号号リリ レレーー ""11  おおよよびび  22  (( リリ レレーー出出力力))

ポン プには、 無電圧信号用に 2 個の信号リ レーが組
み込まれています。 詳細は、 25. 絶縁テス ト  の節を参
照 く だ さ い。

機機能能

以下のいずれかの事象の発生時に信号 リ レーが有効
になる よ う 設定する こ とができ ます。

• 非作動.

• 準備完了.
ポン プが運転中または運転可能でア ラームは発動
し ていません。

• ア ラーム.
ア ク テ ィ ブなア ラームがあ り、 ポン プは停止し て
います。

• "運転中" (運転).
「運転」 は 「ポンプ運転」 と同じ ですが、 低流量
のためポン プが停止し た場合で もポン プは運転し
続けています。  ページ 46のセ ク シ ョ ン"低流量検
出"を参照し て く だ さ い。

• 「ポンプ運転」 (ポンプ運転中)。
ポン プは運転中です。

• 警告.
ア ク テ ィ ブな警告があ り ます。

入入力力時時にに機機能能
((詳詳細細はは、、 1133..99 デデジジ タタルル
入入力力  のの節節をを参参照照 くく だだ ささ
いい))

出出力力時時にに機機能能
((詳詳細細はは、、 1133..1111 ""信信号号 リリ
レレーー ""11  おおよよびび  22  ((リリ
レレーー出出力力))  のの節節をを参参照照 くく
だだ ささ いい))

• 非作動

• 外部停止

• 最小値

• 最大値

• 「ユーザ指定速度」

• 外部故障

• ア ラーム ・ リ セ ッ ト

• 空運転

• 累積流量

• あ らかじめ決めた設
定値の桁 2

• ア ク テ ィ ブ出力

• ローカルモー タ ー停
止

• 非作動

• 準備完了

• ア ラーム

• 運転

• ポン プ運転中

• 警告 リ ミ ッ ト  1 超過

• リ ミ ッ ト  2 超過

• デジ タル入力1、 状
態

• デジ タル入力2、 状
態

• デジ タル入力3、 状
態

• デジ タル入力4、 状
態

入入力力時時にに機機能能
((詳詳細細はは、、 1133..99 デデジジ タタルル
入入力力  のの節節をを参参照照 くく だだ ささ
いい))

出出力力時時にに機機能能
((詳詳細細はは、、 1133..1111 ""信信号号 リリ
レレーー ""11  おおよよびび  22  ((リリ
レレーー出出力力))  のの節節をを参参照照 くく
だだ ささ いい))

• 非作動

• 外部停止

• 最小値

• 最大値

• 「ユーザ指定速度」

• 外部故障

• ア ラーム ・ リ セ ッ ト

• 空運転

• 累積流量

• あ らかじめ決めた設
定値の桁 2

• ア ク テ ィ ブ出力

• ローカルモー タ ー停
止

• 非作動

• 準備完了

• ア ラーム

• 運転

• ポン プ運転中

• 警告 リ ミ ッ ト  1 超過

• リ ミ ッ ト  2 超過

• デジ タル入力1、 状
態

• デジ タル入力2、 状
態

• デジ タル入力3、 状
態

• デジ タル入力4、 状
態
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• デジ タル入力1、 状態
デジ タル入力1がア ク テ ィ ブになる と、 出力も ア
ク テ ィ ブにな り ます。

• デジ タル入力2、 状態
デジ タル入力2が有効になる と、 出力も有効にな
り ます。

• デジ タル入力3、 状態
デジ タル入力3が有効になる と、 出力も有効にな
り ます。

• デジ タル入力4、 状態
デジ タル入力4が有効になる と、 出力も有効にな
り ます。

• リ ミ ッ ト  1 超過
この機能がア ク テ ィ ブになる と、 信号 リ レーがア
ク テ ィ ブにな り ます。 セ ク シ ョ ン13.17 リ ミ ッ ト
超過機能を参照し て く だ さ い。

• リ ミ ッ ト  2 超過.
この機能がア ク テ ィ ブになる と、 信号 リ レーがア
ク テ ィ ブにな り ます。 セ ク シ ョ ン13.17 リ ミ ッ ト
超過機能を参照し て く だ さ い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1122  アアナナロロググ出出力力

アナログ出力が利用可能かど う かは、 ポン プに取 り
付け られた機能モジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

アナログ出力を使用し て、 特定の運転デー タ を外部
制御システムで読み取る こ とができ ます。

アナログ出力を設定するには、 以下の設定を行いま
す。

出出力力信信号号

• 0-10 V

• 0-20 mA

• 4-20 mA.

アアナナロロググ出出力力のの機機能能

• 実際の速度

読み取 り値は定格速度のパーセン テージです。

• 実際の値

読み取 り値は、 最小値 および最大値の間の範囲の
パーセン テージです。

• 結果の設定値

読み取 り値は外部設定値範囲のパーセン テージです。

• 電動機負荷

ポポンン ププ型型式式 アアナナロロググ出出力力

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

アアナナロロググ出出力力 - ●

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

実実際際のの速速度度
[[%%]]

00 110000 220000

0-10 V 0 V 5 V 10 V

0-20 mA 0 mA 10 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 12 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

""実実際際のの数数値値""

セセンンササmmiinn セセンンササmmaaxx

0-10 V 0 V 10 V

0-20 mA 0 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

結結果果のの設設定定値値
[[%%]]

00 110000

0-10 V 0 V 10 V

0-20 mA 0 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

電電動動機機負負荷荷
[[%%]]

00 110000

0-10 V 0 V 10 V

0-20 mA 0 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 20 mA
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選選択択可可能能なな機機能能、、 デデジジ タタルル入入力力//出出力力  33

選選択択可可能能なな機機能能、、 デデジジ タタルル入入力力//出出力力  44
 

有有効効化化遅遅延延  ((入入力力ののみみ))

有効化遅延 (T1) を選択し ます。

これは、 デジ タル信号を受信し てから、 選択し た機
能が有効になる までの時間です。

範囲 ： 0 ～ 6000 秒。

継継続続時時間間タタ イイ ママモモーー ドド   ((入入力力ののみみ))

継続時間タ イ マモー ド を選択し ます。 図 41 を参照 く
だ さ い。

• 非作動

• 中断あ り で有効 (モー ド  A)

• 中断な し で有効 (モー ド  B)

• ア フ タ ーラ ンあ り で有効 (モー ド  C)

継続時間 (T2) を選択し ます。

これは、 モー ド と と もに、 選択し た機能が有効にな
る時間の長さ を決定し ます。

範囲 ： 0 ～ 15,000 秒。

図図  4433 デジ タル入力の継続時間タ イ マ機能

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1111  ""信信号号リリ レレーー ""11  おおよよびび  22  (( リリ レレーー出出力力))

ポン プには、 無電圧信号用に 2 個の信号リ レーが組
み込まれています。 詳細は、 25. 絶縁テス ト  の節を参
照 く だ さ い。

機機能能

以下のいずれかの事象の発生時に信号 リ レーが有効
になる よ う 設定する こ とができ ます。

• 非作動.

• 準備完了.
ポン プが運転中または運転可能でア ラームは発動
し ていません。

• ア ラーム.
ア ク テ ィ ブなア ラームがあ り、 ポン プは停止し て
います。

• "運転中" (運転).
「運転」 は 「ポンプ運転」 と同じ ですが、 低流量
のためポン プが停止し た場合で もポン プは運転し
続けています。  ページ 46のセ ク シ ョ ン"低流量検
出"を参照し て く だ さ い。

• 「ポンプ運転」 (ポンプ運転中)。
ポン プは運転中です。

• 警告.
ア ク テ ィ ブな警告があ り ます。

入入力力時時にに機機能能
((詳詳細細はは、、 1133..99 デデジジ タタルル
入入力力  のの節節をを参参照照 くく だだ ささ
いい))

出出力力時時にに機機能能
((詳詳細細はは、、 1133..1111 ""信信号号 リリ
レレーー ""11  おおよよびび  22  ((リリ
レレーー出出力力))  のの節節をを参参照照 くく
だだ ささ いい))

• 非作動

• 外部停止

• 最小値

• 最大値

• 「ユーザ指定速度」

• 外部故障

• ア ラーム ・ リ セ ッ ト

• 空運転

• 累積流量

• あ らかじめ決めた設
定値の桁 2

• ア ク テ ィ ブ出力

• ローカルモー タ ー停
止

• 非作動

• 準備完了

• ア ラーム

• 運転

• ポン プ運転中

• 警告 リ ミ ッ ト  1 超過

• リ ミ ッ ト  2 超過

• デジ タル入力1、 状
態

• デジ タル入力2、 状
態

• デジ タル入力3、 状
態

• デジ タル入力4、 状
態

入入力力時時にに機機能能
((詳詳細細はは、、 1133..99 デデジジ タタルル
入入力力  のの節節をを参参照照 くく だだ ささ
いい))

出出力力時時にに機機能能
((詳詳細細はは、、 1133..1111 ""信信号号 リリ
レレーー ""11  おおよよびび  22  ((リリ
レレーー出出力力))  のの節節をを参参照照 くく
だだ ささ いい))

• 非作動

• 外部停止

• 最小値

• 最大値

• 「ユーザ指定速度」

• 外部故障

• ア ラーム ・ リ セ ッ ト

• 空運転

• 累積流量

• あ らかじめ決めた設
定値の桁 2

• ア ク テ ィ ブ出力

• ローカルモー タ ー停
止

• 非作動

• 準備完了

• ア ラーム

• 運転

• ポン プ運転中

• 警告 リ ミ ッ ト  1 超過

• リ ミ ッ ト  2 超過

• デジ タル入力1、 状
態

• デジ タル入力2、 状
態

• デジ タル入力3、 状
態

• デジ タル入力4、 状
態
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ポポンン ププ型型式式
""信信号号 リリ レレーー ""11  おおよよ

びび  22  ((リリ レレーー出出力力))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

T input

T input > T1 + T2 T input < T1 + T2

T1 T2

T1 T2

T1 T1 T2T2

T1

T1

T input

T2

モー ド  C

モー ド  B

モー ド  A

デジ タル
入力
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• デジ タル入力1、 状態
デジ タル入力1がア ク テ ィ ブになる と、 出力も ア
ク テ ィ ブにな り ます。

• デジ タル入力2、 状態
デジ タル入力2が有効になる と、 出力も有効にな
り ます。

• デジ タル入力3、 状態
デジ タル入力3が有効になる と、 出力も有効にな
り ます。

• デジ タル入力4、 状態
デジ タル入力4が有効になる と、 出力も有効にな
り ます。

• リ ミ ッ ト  1 超過
この機能がア ク テ ィ ブになる と、 信号 リ レーがア
ク テ ィ ブにな り ます。 セ ク シ ョ ン13.17 リ ミ ッ ト
超過機能を参照し て く だ さ い。

• リ ミ ッ ト  2 超過.
この機能がア ク テ ィ ブになる と、 信号 リ レーがア
ク テ ィ ブにな り ます。 セ ク シ ョ ン13.17 リ ミ ッ ト
超過機能を参照し て く だ さ い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1122  アアナナロロググ出出力力

アナログ出力が利用可能かど う かは、 ポン プに取 り
付け られた機能モジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

アナログ出力を使用し て、 特定の運転デー タ を外部
制御システムで読み取る こ とができ ます。

アナログ出力を設定するには、 以下の設定を行いま
す。

出出力力信信号号

• 0-10 V

• 0-20 mA

• 4-20 mA.

アアナナロロググ出出力力のの機機能能

• 実際の速度

読み取 り値は定格速度のパーセン テージです。

• 実際の値

読み取 り値は、 最小値 および最大値の間の範囲の
パーセン テージです。

• 結果の設定値

読み取 り値は外部設定値範囲のパーセン テージです。

• 電動機負荷

ポポンン ププ型型式式 アアナナロロググ出出力力

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

アアナナロロググ出出力力 - ●

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

実実際際のの速速度度
[[%%]]

00 110000 220000

0-10 V 0 V 5 V 10 V

0-20 mA 0 mA 10 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 12 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

""実実際際のの数数値値""

セセンンササmmiinn セセンンササmmaaxx

0-10 V 0 V 10 V

0-20 mA 0 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

結結果果のの設設定定値値
[[%%]]

00 110000

0-10 V 0 V 10 V

0-20 mA 0 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

電電動動機機負負荷荷
[[%%]]

00 110000

0-10 V 0 V 10 V

0-20 mA 0 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 20 mA
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読み取 り値は、実際の速度で許容される最大負荷の 0 
～ 200 % の範囲のパーセン テージです。

• 電動機電流

読み取 り値は、 定格流量の 0 % ～ 200 % の範囲のパー
セン テージです。

• リ ミ ッ ト  1 超過 および リ ミ ッ ト  2 超過

この機能は、 一般的にシステムの二次的なパラ メ ー
タの監視に使用されます。 制限を超過し た場合、 出力
と し て警告またはア ラームが有効にな り ます。

• 流量

読み取 り値は、 定格流量の 0 ～ 200 % の範囲のパー
セン テージです。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1133  ""ココ ンン トト ロローーララ""((ココ ンン トト ロローーララ設設定定))

ポン プには、 ゲイ ン (Kp) と積分定数 (Ti) が出荷時に
初期設定されています。

しかし、 出荷時設定が最適でない場合、 ゲイ ン と積
分定数は変更可能です。

• ゲイ ンは、 0.1 から 20 までの範囲で設定し ます。

• 積分動作時間は、 0.1 から 3600 秒までの範囲で設
定し ます。
3600 秒を選択し た場合、 コ ン ト ローラは P コ ン
ト ローラ と し て機能し ます。

さ らに、 コ ン ト ローラ を逆制御に設定する こ とがで
き ます。

この場合、 設定値を増やす と、 速度が低下し ます。 逆
制御の場合、 ゲイ ンは、 -0.1 から -20 までの範囲で
設定し ます。

PPII  ココ ンン トト ロローーララのの設設定定ガガ イイ ドド ララ イイ ンン

下表に、 推奨される コ ン ト ローラ設定を示し ます。

L1: ポン プ と センサ間の距離 (m) です。

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

電電動動機機電電流流
[[%%]]

00 110000 220000

0-10 V 0 V 5 V 10 V

0-20 mA 0 mA 10 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 12 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

リリ ミミ ッッ トト 超超過過機機能能

出出力力はは無無効効でですす 出出力力はは有有効効でですす

0-10 V 0 V 10 V

0-20 mA 0 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

流流量量
[[%%]]

00 110000 220000

0-10 V 0 V 5 V 10 V

0-20 mA 0 mA 10 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 12 mA 20 mA

ポポンン ププ型型式式
""ココ ンン トト ロローーララ""

((ココ ンン トト ロローーララ設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, 
MTRE

●

差差圧圧一一定定 KKpp TTii

0.5 0.5

0.5
L1 < 5 m ： 0.5
L1 > 5 m ： 3
L1 > 10 m ： 5

p

p

pp

L1

L1
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1) 暖房システムでは、 ポン プ性能が上がる と センサ
での温度が上が り ます。

2) 冷房システムでは、 ポン プの性能が上がる と セン
サでの温度が下が り ます。

L2: 熱交換器と センサ間の距離 (m) です。

L2: 熱交換器 - センサ間の距離[m]

おおよその目安

コ ン ト ローラの応答が遅すぎる と きは、 ゲイ ン を増
加させます。

コ ン ト ローラがハンチングまたは不安定になる と き
は、 ゲイ ン を減少または積分定数を増加させてシス
テムを減衰させます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1144  動動作作範範囲囲

運転範囲を以下のよ う に設定し ます。

• 固定最低速度からユーザ設定の最高速度の範囲
で、 最低速度を設定し ます。

• ユーザ設定の最低速度から固定最高速度の範囲
で、 最高速度を設定し ます。

ユーザ設定の最低速度と最高速度の間の範囲が運転
範囲です。 図 44 を参照 く だ さ い。

図図  4444 最低および最高設定の例

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

温温度度一一定定

KKpp

TTii暖暖房房シシスス
テテムム11))

冷冷房房シシスス
テテムム22))

0.5 -0.5 10 + 5L2

0.5 -0.5 30 + 5L2

温温度度差差一一定定 KKpp TTii

-0.5 10 + 5L2

流流量量一一定定 KKpp TTii

0.5 0.5

圧圧力力一一定定 KKpp TTii

0.5 0.5

0.5 0.5

L2
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t
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t
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Q
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ポポンン ププ型型式式 動動作作範範囲囲
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読み取 り値は、実際の速度で許容される最大負荷の 0 
～ 200 % の範囲のパーセン テージです。

• 電動機電流

読み取 り値は、 定格流量の 0 % ～ 200 % の範囲のパー
セン テージです。

• リ ミ ッ ト  1 超過 および リ ミ ッ ト  2 超過

この機能は、 一般的にシステムの二次的なパラ メ ー
タの監視に使用されます。 制限を超過し た場合、 出力
と し て警告またはア ラームが有効にな り ます。

• 流量

読み取 り値は、 定格流量の 0 ～ 200 % の範囲のパー
セン テージです。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1133  ""ココ ンン トト ロローーララ""((ココ ンン トト ロローーララ設設定定))

ポン プには、 ゲイ ン (Kp) と積分定数 (Ti) が出荷時に
初期設定されています。

しかし、 出荷時設定が最適でない場合、 ゲイ ン と積
分定数は変更可能です。

• ゲイ ンは、 0.1 から 20 までの範囲で設定し ます。

• 積分動作時間は、 0.1 から 3600 秒までの範囲で設
定し ます。
3600 秒を選択し た場合、 コ ン ト ローラは P コ ン
ト ローラ と し て機能し ます。

さ らに、 コ ン ト ローラ を逆制御に設定する こ とがで
き ます。

この場合、 設定値を増やす と、 速度が低下し ます。 逆
制御の場合、 ゲイ ンは、 -0.1 から -20 までの範囲で
設定し ます。

PPII  ココ ンン トト ロローーララのの設設定定ガガ イイ ドド ララ イイ ンン

下表に、 推奨される コ ン ト ローラ設定を示し ます。

L1: ポン プ と センサ間の距離 (m) です。

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

電電動動機機電電流流
[[%%]]

00 110000 220000

0-10 V 0 V 5 V 10 V

0-20 mA 0 mA 10 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 12 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

リリ ミミ ッッ トト 超超過過機機能能

出出力力はは無無効効でですす 出出力力はは有有効効でですす

0-10 V 0 V 10 V

0-20 mA 0 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 20 mA

信信号号範範囲囲
[[VV、、 mmAA]]

流流量量
[[%%]]

00 110000 220000

0-10 V 0 V 5 V 10 V

0-20 mA 0 mA 10 mA 20 mA

4-20 mA 4 mA 12 mA 20 mA

ポポンン ププ型型式式
""ココ ンン トト ロローーララ""

((ココ ンン トト ロローーララ設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, 
MTRE

●

差差圧圧一一定定 KKpp TTii

0.5 0.5

0.5
L1 < 5 m ： 0.5
L1 > 5 m ： 3
L1 > 10 m ： 5

p
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1) 暖房システムでは、 ポン プ性能が上がる と センサ
での温度が上が り ます。

2) 冷房システムでは、 ポン プの性能が上がる と セン
サでの温度が下が り ます。

L2: 熱交換器と センサ間の距離 (m) です。

L2: 熱交換器 - センサ間の距離[m]

おおよその目安

コ ン ト ローラの応答が遅すぎる と きは、 ゲイ ン を増
加させます。

コ ン ト ローラがハンチングまたは不安定になる と き
は、 ゲイ ン を減少または積分定数を増加させてシス
テムを減衰させます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1144  動動作作範範囲囲

運転範囲を以下のよ う に設定し ます。

• 固定最低速度からユーザ設定の最高速度の範囲
で、 最低速度を設定し ます。

• ユーザ設定の最低速度から固定最高速度の範囲
で、 最高速度を設定し ます。

ユーザ設定の最低速度と最高速度の間の範囲が運転
範囲です。 図 44 を参照 く だ さ い。

図図  4444 最低および最高設定の例

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。
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1133..1155  外外部部設設定定値値機機能能

いずれかのアナログ入力を介するか、 詳細機能モ
ジ ュール (FM 300) が取 り付けられている場合は、 い
ずれかの Pt100/1000 入力を介し て、 外部信号によ っ
て設定値を調整する こ とができ ます。

圧圧力力一一定定とと線線形形のの調調整整のの例例

実際の設定値 ： 実際の入力信号 x (設定値 - センサ 
min) + センサ min

センサ min が 0 bar、 設定値が 2 bar、 外部設定値が 
60 % の場合、 実際の設定値は 0.60 x (2 - 0) + 0 = 1.2 
bar です。 図 45 を参照 く だ さ い。

図図  4455 設定値の調整と センサフ ィ ー ド バ ッ クの
例

出出力力一一定定とと線線形形のの調調整整のの例例

実際の設定値 ： 実際の入力信号 x (設定値 - ユーザ設
定の最低速度) + ユーザ設定の最低速度

ユーザ設定の最低速度が 25 %、 設定値が 85 %、 外部
設定値が 60 % の場合、 実際の設定値は 0.60 x (85 - 
25) + 25 = 61 % です。 図 46 を参照 く だ さ い。

図図  4466 設定値の調整と出力一定の例

1133..1155..11  ""設設定定値値のの調調整整""機機能能

この機能には以下の選択肢があ り ます。

• 非作動.
非作動 に設定し た場合、 外部機能によ っ て設定
値は調整されません。

• 線形機能.
設定値は、 0～100 % の範囲で線形に調整されま
す。 図 47 を参照 く だ さ い。

図図  4477 線形機能

ポポンン ププ型型式式 外外部部設設定定値値機機能能

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

機能を有効にする前に、 いずれかのアナロ
グ入力または Pt100/1000 入力を 外部設定
値機能 に設定する必要があ り ます。

13.7 アナログ入力 および 13.8 Pt100/1000 
入力 の節を参照 く だ さ い。
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• 停止で線形
20～100 % の入力信号範囲で、 設定値は線形に調
整されます。
入力信号が 10 % 以下の場合、 ポン プは運転モー
ド を 停止 に変更し ます。
入力信号が 15 % 以上に上昇する と、 運転モー ド
が 通常 に戻 り ます。
図 48 を参照 く だ さ い。

図図  4488 停止で線形

• 調整値表..
設定値は、 2 から 8 個の点で形成される曲線に
よ っ て調整されます。 点と点は直線で結ばれてお
り、 最初の点の前および最後の点の後は水平線と
な っ ています。

図図  4499 調整値表 (5 点の例)

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1166  ああららかかじじめめ決決めめたた設設定定値値

デジ タル入力 2、 3 および 4 への入力信号を組み合わ
せて、 7 個の予定設定値を設定および有効にする こ と
ができ ます。 下表を参照 く だ さ い。

7 個の予定設定値をすべて使用する場合は、 デジ タル
入力 2、 3 および 4 を あ らかじめ決めた設定値 に設
定し ます。 デジ タル入力の 1 つまたは 2 つを あ らか
じめ決めた設定値 に設定する こ と も でき ますが、 利
用可能な予定設定値の数が制限されます。

例例

図 50 に、 7 個の予定設定値を設定するためにデジ タ
ル入力を使用する方法を示し ます。 デジ タル入力 2 
は開、 デジ タル入力 3 および 4 は閉です。 上の表と
比較する と、 あ らかじめ決めた設定値 6 が有効に
な っ ている こ とが分か り ます。

図図  5500 予定設定値がどのよ う に機能するかを示
す原理の図示

すべてのデジ タル入力が開の場合、 ポン プは停止す
るか、 標準設定値で運転し ます。 Grundfos GO 
Remote または詳細制御盤を使用し て希望の動作を設
定し ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。
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1133..1155  外外部部設設定定値値機機能能

いずれかのアナログ入力を介するか、 詳細機能モ
ジ ュール (FM 300) が取 り付けられている場合は、 い
ずれかの Pt100/1000 入力を介し て、 外部信号によ っ
て設定値を調整する こ とができ ます。

圧圧力力一一定定とと線線形形のの調調整整のの例例

実際の設定値 ： 実際の入力信号 x (設定値 - センサ 
min) + センサ min

センサ min が 0 bar、 設定値が 2 bar、 外部設定値が 
60 % の場合、 実際の設定値は 0.60 x (2 - 0) + 0 = 1.2 
bar です。 図 45 を参照 く だ さ い。

図図  4455 設定値の調整と センサフ ィ ー ド バ ッ クの
例

出出力力一一定定とと線線形形のの調調整整のの例例

実際の設定値 ： 実際の入力信号 x (設定値 - ユーザ設
定の最低速度) + ユーザ設定の最低速度

ユーザ設定の最低速度が 25 %、 設定値が 85 %、 外部
設定値が 60 % の場合、 実際の設定値は 0.60 x (85 - 
25) + 25 = 61 % です。 図 46 を参照 く だ さ い。

図図  4466 設定値の調整と出力一定の例

1133..1155..11  ""設設定定値値のの調調整整""機機能能

この機能には以下の選択肢があ り ます。

• 非作動.
非作動 に設定し た場合、 外部機能によ っ て設定
値は調整されません。

• 線形機能.
設定値は、 0～100 % の範囲で線形に調整されま
す。 図 47 を参照 く だ さ い。

図図  4477 線形機能

ポポンン ププ型型式式 外外部部設設定定値値機機能能

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

機能を有効にする前に、 いずれかのアナロ
グ入力または Pt100/1000 入力を 外部設定
値機能 に設定する必要があ り ます。

13.7 アナログ入力 および 13.8 Pt100/1000 
入力 の節を参照 く だ さ い。
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• 停止で線形
20～100 % の入力信号範囲で、 設定値は線形に調
整されます。
入力信号が 10 % 以下の場合、 ポン プは運転モー
ド を 停止 に変更し ます。
入力信号が 15 % 以上に上昇する と、 運転モー ド
が 通常 に戻 り ます。
図 48 を参照 く だ さ い。

図図  4488 停止で線形

• 調整値表..
設定値は、 2 から 8 個の点で形成される曲線に
よ っ て調整されます。 点と点は直線で結ばれてお
り、 最初の点の前および最後の点の後は水平線と
な っ ています。

図図  4499 調整値表 (5 点の例)

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1166  ああららかかじじめめ決決めめたた設設定定値値

デジ タル入力 2、 3 および 4 への入力信号を組み合わ
せて、 7 個の予定設定値を設定および有効にする こ と
ができ ます。 下表を参照 く だ さ い。

7 個の予定設定値をすべて使用する場合は、 デジ タル
入力 2、 3 および 4 を あ らかじめ決めた設定値 に設
定し ます。 デジ タル入力の 1 つまたは 2 つを あ らか
じめ決めた設定値 に設定する こ と も でき ますが、 利
用可能な予定設定値の数が制限されます。

例例

図 50 に、 7 個の予定設定値を設定するためにデジ タ
ル入力を使用する方法を示し ます。 デジ タル入力 2 
は開、 デジ タル入力 3 および 4 は閉です。 上の表と
比較する と、 あ らかじめ決めた設定値 6 が有効に
な っ ている こ とが分か り ます。

図図  5500 予定設定値がどのよ う に機能するかを示
す原理の図示

すべてのデジ タル入力が開の場合、 ポン プは停止す
るか、 標準設定値で運転し ます。 Grundfos GO 
Remote または詳細制御盤を使用し て希望の動作を設
定し ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。
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1133..1177  リリ ミミ ッッ トト 超超過過機機能能

この機能では、 測定パラ メ ー タ または、 速度、 電動
機負荷または電動機電流などの内部値の 1 つを監視
する こ とができ ます。 設定し た リ ミ ッ ト に達し た場
合、 選択し た動作が実行されます。 2 つの リ ミ ッ ト 超
過機能を設定する こ とができ るため、 2 つのパラ メ ー
タ または同一パラ メ ー タの リ ミ ッ ト  2 つを同時に監
視する こ とができ ます。

この機能では、 以下の設定が必要と な り ます。

""測測定定対対象象""

こ こ で、 監視する測定パラ メ ー タ を設定し ます。

"" リリ ミミ ッッ トト ""

こ こ で、 機能を有効にする リ ミ ッ ト を設定し ます。

""ヒヒ スステテ リリ シシスス幅幅""

こ こ で、 ヒ ステ リ シス幅を設定し ます。

""次次のの場場合合にに リリ ミミ ッッ トト 超超過過""

こ こ で、 選択し たパラ メ ー タが設定し た リ ミ ッ ト を
超過するか、 下回っ た場合に機能を有効にするかど
う か設定する こ とができ ます。

• 上限値.
測定パラ メ ー タが設定し た リ ミ ッ ト を超過し た場
合、 機能が有効にな り ます。

• 下限値.
測定パラ メ ー タが設定し た リ ミ ッ ト を下回っ た場
合、 機能が有効にな り ます。

""動動作作""

値が リ ミ ッ ト を超過し た場合、 動作を設定する こ と
ができ ます。 以下の動作を選択する こ とがで き ます。

• 中止.
ポン プは現在の状態に と どま り ます。 リ ミ ッ ト を
超過し た場合に リ レー出力のみが必要な場合、 こ
の設定を使用し ます。 13.11 "信号 リ レー "1 およ
び 2 (リ レー出力) の節を参照 く だ さ い。

• 警告/ア ラーム.
警告が表示されます。

• 停止.
ポン プが停止し ます。

• 最小値.
ポン プが最低速度に減速し ます。

• 最大値.
ポン プが最高速度に加速し ます。

• "ユーザ指定速度"
ポン プはユーザに指定された速度で運転し ます。

• ア ラーム+停止
ア ラームが発動する と、 ポン プが停止し ます。

• ア ラーム+最小
ア ラームが発動する と、 ポン プの速度は最小まで
低下し ます。

• ア ラーム+最大
ア ラームが発動する と、 ポン プの速度は最大まで
上昇し ます。

• ア ラーム+ユーザー指定の速度
ア ラームが発動する と、 ポン プはユーザーが指定
し た速度で動作し ます。

検検出出遅遅延延

検出遅延を設定し て、 監視パラ メ ー タが設定し た リ
ミ ッ ト を設定し た時間超過するか、 下回っ た後に機
能が有効になる よ う にする こ とができ ます。

リリ セセ ッッ トト 遅遅延延

リ セ ッ ト 遅延は、 測定パラ メ ー タが設定し た ヒ ステ
リ シス幅を含む設定し た リ ミ ッ ト から逸脱し た後、
機能が リ セ ッ ト される までの時間です。

例例 ：：

この機能は、 CRE ポン プからの吐出圧力を監視する
ためのものです。 圧力が 5 bar を下回る状態が 5 秒以
上続いた場合、 警告を表示する必要があ り ます。 吐出
圧力が 7 bar を上回る状態が 8 秒以上続いた場合、 リ
ミ ッ ト 超過警告を リ セ ッ ト し ます。

 

図図  5511 リ ミ ッ ト 超過 (例)

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。
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1133..1188  ""LLiiqqTTeecc""((LLiiqqTTeecc  機機能能))

このデ ィ スプ レ イ で、 LiqTec センサの機能を有効に
する こ とができ ます。 LiqTec センサは、 ポン プを空
運転から保護し ます。

この機能では、 LiqTec が取 り付けられ、 ポン プに接
続される必要があ り ます。

LiqTec 機能を有効に し た場合、 空運転が発生する と
ポン プが停止されます。 空運転が原因でポンプが停止
し た場合、 手動でポン プ を再始動し ます。

""空空運運転転検検出出遅遅延延""

空運転が原因で LiqTec 機能がポン プ を停止する前
に、 ポン プに始動する機会が提供される よ う にする
ため、 検出遅延を設定する こ とができ ます。

範囲 ： 0 ～ 254 秒。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1199  ""停停止止機機能能""((低低流流量量停停止止機機能能))

"低流量停止機能"は、 次の値に設定でき ます。

• 非作動

• エネルギー最適モー ド

• 高快適モー ド

• "ユーザ指定モー ド "(カ ス タ マ イズ運転モー ド )。

低流量停止機能が有効な場合、 流量が監視されます。 
流量が設定し た最低流量 (Qmin) を下回っ た場合、 ポ
ン プは、 圧力一定での連続運転から始動-停止運転に
変化し、 流量が 0 に達し た場合は停止し ます。

"低流量停止機能"を有効にする メ リ ッ ト は以下の通
り です。

• ポン プ液の不要な加熱がない

• シ ャ フ ト シールの摩耗低減

• 運転時の騒音削減

"低流量停止機能"を有効にするデ メ リ ッ ト には以下
のよ う な ものがあ り ます。

• 始動および停止圧力の間で変動があるため、 実現
される圧力が完全に一定ではあ り ません。

• 一部のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 頻繁な始動/停止
が騒音の原因と な り ます。

上記のデ メ リ ッ ト の影響は、 停止機能について選択
された設定によ っ て大き く 異な り ます。

高快適モー ド  設定では、 圧力の変動および騒音を最
小限に抑えます。

エネルギー消費を可能な限 り削減する こ とが優先さ
れる場合は、 エネルギー最適モー ド  を選択し ます。

停止機能で選択可能な設定 ：

• エネルギー最適モー ド
始動-停止運転期間中のエネルギー消費が最小限
に抑え られる よ う にするため、 ポン プが停止機能
のパラ メ ー タ を自動的に調整し ます。
この場合、 停止機能では、 最低流量 (Qmin1) およ
びその他の内部パラ メ ー タの出荷時設定値を使用
し ます。 図 52 を参照 く だ さ い。

• 高快適モー ド :
始動-停止運転期間中の外乱が最小限に抑え られ
る よ う にするため、 ポン プが停止機能のパラ メ ー
タ を自動的に調整し ます。
この場合、 停止機能では、 最低流量 (Qmin2) およ
びその他の内部パラ メ ー タの出荷時設定値を使用
し ます。 図 52 を参照 く だ さ い。

• "ユーザ指定モー ド "(カ ス タ マ イズ運転モー ド ) ：
ポン プは、 停止機能について、 ΔH および最低流
量 (Qmin3) のパラ メ ー タ セ ッ ト をそれぞれ使用し
ます。 図 52 を参照 く だ さ い。

図図  5522 始動/停止圧力差 (ΔH) および最低流量
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1133..1177  リリ ミミ ッッ トト 超超過過機機能能

この機能では、 測定パラ メ ー タ または、 速度、 電動
機負荷または電動機電流などの内部値の 1 つを監視
する こ とができ ます。 設定し た リ ミ ッ ト に達し た場
合、 選択し た動作が実行されます。 2 つの リ ミ ッ ト 超
過機能を設定する こ とができ るため、 2 つのパラ メ ー
タ または同一パラ メ ー タの リ ミ ッ ト  2 つを同時に監
視する こ とができ ます。

この機能では、 以下の設定が必要と な り ます。

""測測定定対対象象""

こ こ で、 監視する測定パラ メ ー タ を設定し ます。

"" リリ ミミ ッッ トト ""

こ こ で、 機能を有効にする リ ミ ッ ト を設定し ます。

""ヒヒ スステテ リリ シシスス幅幅""

こ こ で、 ヒ ステ リ シス幅を設定し ます。

""次次のの場場合合にに リリ ミミ ッッ トト 超超過過""

こ こ で、 選択し たパラ メ ー タが設定し た リ ミ ッ ト を
超過するか、 下回っ た場合に機能を有効にするかど
う か設定する こ とができ ます。

• 上限値.
測定パラ メ ー タが設定し た リ ミ ッ ト を超過し た場
合、 機能が有効にな り ます。

• 下限値.
測定パラ メ ー タが設定し た リ ミ ッ ト を下回っ た場
合、 機能が有効にな り ます。

""動動作作""

値が リ ミ ッ ト を超過し た場合、 動作を設定する こ と
ができ ます。 以下の動作を選択する こ とがで き ます。

• 中止.
ポン プは現在の状態に と どま り ます。 リ ミ ッ ト を
超過し た場合に リ レー出力のみが必要な場合、 こ
の設定を使用し ます。 13.11 "信号 リ レー "1 およ
び 2 (リ レー出力) の節を参照 く だ さ い。

• 警告/ア ラーム.
警告が表示されます。

• 停止.
ポン プが停止し ます。

• 最小値.
ポン プが最低速度に減速し ます。

• 最大値.
ポン プが最高速度に加速し ます。

• "ユーザ指定速度"
ポン プはユーザに指定された速度で運転し ます。

• ア ラーム+停止
ア ラームが発動する と、 ポン プが停止し ます。

• ア ラーム+最小
ア ラームが発動する と、 ポン プの速度は最小まで
低下し ます。

• ア ラーム+最大
ア ラームが発動する と、 ポン プの速度は最大まで
上昇し ます。

• ア ラーム+ユーザー指定の速度
ア ラームが発動する と、 ポン プはユーザーが指定
し た速度で動作し ます。

検検出出遅遅延延

検出遅延を設定し て、 監視パラ メ ー タが設定し た リ
ミ ッ ト を設定し た時間超過するか、 下回っ た後に機
能が有効になる よ う にする こ とができ ます。

リリ セセ ッッ トト 遅遅延延

リ セ ッ ト 遅延は、 測定パラ メ ー タが設定し た ヒ ステ
リ シス幅を含む設定し た リ ミ ッ ト から逸脱し た後、
機能が リ セ ッ ト される までの時間です。

例例 ：：

この機能は、 CRE ポン プからの吐出圧力を監視する
ためのものです。 圧力が 5 bar を下回る状態が 5 秒以
上続いた場合、 警告を表示する必要があ り ます。 吐出
圧力が 7 bar を上回る状態が 8 秒以上続いた場合、 リ
ミ ッ ト 超過警告を リ セ ッ ト し ます。

 

図図  5511 リ ミ ッ ト 超過 (例)

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。
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1133..1188  ""LLiiqqTTeecc""((LLiiqqTTeecc  機機能能))

このデ ィ スプ レ イ で、 LiqTec センサの機能を有効に
する こ とができ ます。 LiqTec センサは、 ポン プを空
運転から保護し ます。

この機能では、 LiqTec が取 り付けられ、 ポン プに接
続される必要があ り ます。

LiqTec 機能を有効に し た場合、 空運転が発生する と
ポン プが停止されます。 空運転が原因でポンプが停止
し た場合、 手動でポン プ を再始動し ます。

""空空運運転転検検出出遅遅延延""

空運転が原因で LiqTec 機能がポン プ を停止する前
に、 ポン プに始動する機会が提供される よ う にする
ため、 検出遅延を設定する こ とができ ます。

範囲 ： 0 ～ 254 秒。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..1199  ""停停止止機機能能""((低低流流量量停停止止機機能能))

"低流量停止機能"は、 次の値に設定でき ます。

• 非作動

• エネルギー最適モー ド

• 高快適モー ド

• "ユーザ指定モー ド "(カ ス タ マ イズ運転モー ド )。

低流量停止機能が有効な場合、 流量が監視されます。 
流量が設定し た最低流量 (Qmin) を下回っ た場合、 ポ
ン プは、 圧力一定での連続運転から始動-停止運転に
変化し、 流量が 0 に達し た場合は停止し ます。

"低流量停止機能"を有効にする メ リ ッ ト は以下の通
り です。

• ポン プ液の不要な加熱がない

• シ ャ フ ト シールの摩耗低減

• 運転時の騒音削減

"低流量停止機能"を有効にするデ メ リ ッ ト には以下
のよ う な ものがあ り ます。

• 始動および停止圧力の間で変動があるため、 実現
される圧力が完全に一定ではあ り ません。

• 一部のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 頻繁な始動/停止
が騒音の原因と な り ます。

上記のデ メ リ ッ ト の影響は、 停止機能について選択
された設定によ っ て大き く 異な り ます。

高快適モー ド  設定では、 圧力の変動および騒音を最
小限に抑えます。

エネルギー消費を可能な限 り削減する こ とが優先さ
れる場合は、 エネルギー最適モー ド  を選択し ます。

停止機能で選択可能な設定 ：

• エネルギー最適モー ド
始動-停止運転期間中のエネルギー消費が最小限
に抑え られる よ う にするため、 ポン プが停止機能
のパラ メ ー タ を自動的に調整し ます。
この場合、 停止機能では、 最低流量 (Qmin1) およ
びその他の内部パラ メ ー タの出荷時設定値を使用
し ます。 図 52 を参照 く だ さ い。

• 高快適モー ド :
始動-停止運転期間中の外乱が最小限に抑え られ
る よ う にするため、 ポン プが停止機能のパラ メ ー
タ を自動的に調整し ます。
この場合、 停止機能では、 最低流量 (Qmin2) およ
びその他の内部パラ メ ー タの出荷時設定値を使用
し ます。 図 52 を参照 く だ さ い。

• "ユーザ指定モー ド "(カ ス タ マ イズ運転モー ド ) ：
ポン プは、 停止機能について、 ΔH および最低流
量 (Qmin3) のパラ メ ー タ セ ッ ト をそれぞれ使用し
ます。 図 52 を参照 く だ さ い。

図図  5522 始動/停止圧力差 (ΔH) および最低流量
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始動-停止運転では、 始動および停止圧力の間で圧力
が変動し ます。 図 52 を参照 く だ さ い。

"ユーザ指定モー ド "(カ ス タ マ イズ運転モー ド ) で
は、 ΔH の出荷時設定は実際の設定値の 10 % です。 
ΔH は、 実際の設定値の 5～30 % までの範囲内で設定
する こ とができ ます。

流量が最低流量を下回る と、 ポン プが始動-停止運転
に変化し ます。

最低流量は、 ポン プの定格流量 (ポン プ銘板を参照 く
だ さ い) の % で設定されます。

"ユーザ指定モー ド "(カ ス タ マ イズ運転モー ド ) では、
最低流量の出荷時設定は定格流量の 10 % です。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

""低低流流量量検検出出""

低流量は2つの方法で検出で き ます ：

1. 内蔵の低流量検出機能は、 デジ タル入力がフ ロー
ス イ ッ チに設定されていない と きに有効です。

2. フ ロース イ ッ チは、 いずれかのデジ タル入力に接
続されます。

1. 低流量検出機能 ：
ポン プは短時間減速し、 流量を定期的にチ ェ ッ ク
し ます。 圧力にま っ た く 変化がない、 またはわず
かな変化しかない場合、 それは低流量を意味し ま
す。 停止圧力 (実際の設定値 + 0.5 x ΔH) に達する
まで速度が上が り、 ポン プが停止し ます。 圧力が
始動圧力 (実効値 - 0.5 x ΔH) まで低下する と、 ポ
ン プは再始動し ます。

– 流量が設定し た最低流量よ り高い場合、 ポン プ
は圧力一定での連続運転に戻 り ます。

– 流量が設定し た最低流量 (Qmin) を引き続き下
回っ ている場合、 ポン プは、 流量が設定し た最
低流量 (Qmin) よ り高 く なるまで始動-停止運転
を続けます。 流量が設定し た最低流量 (Qmin) よ
り高い場合、 ポン プは連続運転に戻 り ます。

2. フ ロース イ ッ チ ：
低流量のためデジ タル入力が 5 秒以上入り 続ける
と、 停止圧力 (実際の設定値 + 0.5 x ΔH) になるま
で速度が上が り、 ポン プが停止し ます。 圧力が始
動圧力まで低下する と、 ポン プが再始動し ます。 
相変わらず流量がない場合、 ポン プは素早 く 停止
圧力に達し て停止し ます。 流量が検出される と、
ポン プは設定値に し たがっ て連続運転し ます。

低低流流量量停停止止機機能能ののたためめのの運運転転条条件件

システムに圧力センサ、 逆止弁およびダイ ア フ ラム
タ ン クが備え られている場合にのみ、 停止機能を使
う こ とができ ます。

図図  5533 吸い上げ運転での逆止弁と圧力センサの
位置

図図  5544 押し込み運転での逆止弁と圧力センサの
位置

""最最低低流流量量のの設設定定""

このデ ィ スプ レ イ で最低流量 (Qmin) を設定し ます。 
この設定は、 システムが圧力一定での連続運転から
始動-停止運転に切 り替わる流量を決定し ます。 設定
範囲は、 定格流量の 5～30 % です。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

逆止弁は、 常に圧力センサの手前に取 り付
けます。 図 53 および 54 を参照 く だ さ い。
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""ダダ イイ アア フフ ララムム タタ ンン クク容容積積""

停止機能では、 ダイ ア フ ラム タ ン クの必要最小サイ
ズがあ り ます。 設置された タ ン クのサイズを このデ ィ
スプ レ イ で設定し ます。

時間あた りの始動-停止回数または ΔH を減らすに
は、 よ り大き な タ ン ク を設置し ます。

タ ン クはポン プの直後に設置し ます。 予圧は 0.7 x 実
際の設定値でなければな り ません。

推奨ダイ ア フ ラム タ ン クのサイズ ：
 

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2200  最最低低速速度度でで停停止止

使用量が少ない、 またはない と きにポン プはこの機
能によ っ て停止し ます。 この停止機能を備える型式
は、 た と えば、 停止前の圧力ブース ト が最適ではな
い一定レベルの用途で利用でき ます。

この機能はポン プの速度を監視し ます。 PIコ ン ト ロー
ラーがフ ィ ー ド バ ッ ク値によ り速度を強制的に最小
に し た場合、 事前に設定された時間が経過する と ポ
ン プが停止し ます。 フ ィ ー ド バ ッ ク値が減少し、 PIコ
ン ト ローラーがポン プ を再起動する まで、 ポン プは
停止し たままにな り ます。

「「最最小小速速度度ででのの停停止止をを有有効効ににすするる」」

選択する と、 最低速度の機能で停止する こ とができ
ます。

""デデ ィィ レレ イイ""

ポン プが停止する前に、 ポン プが最低速度で動作す
る必要な時間。

「「再再起起動動速速度度」」

ポン プが再起動する よ う に設定される割合で指定さ
れたポン プの速度 （ヒ ステ リ シス）。 再起動速度は、
ポン プの最低速度よ り も高 く 設定する必要があ り ま
す。

1133..2211  注注水水機機能能

この機能は特に給水のアプ リ ケーシ ョ ンに使用され、
た と えば配管が空のと き、 システムのスムーズな立
ち上が り を保証する機能です。

圧力の立ち上げには、 2つの段階があ り ます。 図 55 
を参照 く だ さ い。

1. 呼び水の段階
配管に徐々に水が満た されて行き ます。 圧力セン

サが、 配管が水が満た されたのを検出する と、 2
番目の段階が始ま り ます。

2. 圧力立ち上が り段階
システム圧力は上昇し、 設定値まで到達し ます。 
圧力立ち上が りは、 圧力立ち上が り時間に起こ り
ます。 も し時間内に設定値に到達し ない と きは、
警告またはア ラームが生じ、 同時にポン プは停止
し ます。

図図  5555 呼び水および圧力立ち上がり 段階

設設定定範範囲囲

• "注水速度"
呼び水段階でのポン プの固定速度。

• "注水圧力"
最大注水時間の前にポン プが到達する圧力。

• "最大注水時間"
ポン プは、 この時間内に注水圧力に到達する必要
があ り ます。

• 最大応答時間.
最大注水時間を超過し た場合のポン プの反応 ：

– 警告

– ア ラーム (ポン プ停止)

• 圧力立ち上が り時間.
注水圧力到達から設定値に達する までのラ ン プ時
間。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププのの定定格格流流量量
[[mm33//hh]]

代代表表的的ななダダ イイ アア フフ ララムム タタ
ンン ククののササイイズズ

[[ll]]

0-6 8

7-24 18

25-40 50

41-70 120

71-100 180

ポポンン ププ型型式式 注注水水機機能能

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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この機能を有効にする場合、 機能は常にポ
ン プが"停止"運転モー ド の時に始動し、 運
転モー ド が"通常"に変化し ます。

1. 呼び水の段階 
(出力一定運転)

2. 圧力立ち上が り段
階 (圧力一定運転)

圧力

呼び水の時間 圧力立ち
上が り時

間

時間 [秒]

注水圧力

最大呼び水時間

設定値

設定値加
速

実際の値
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始動-停止運転では、 始動および停止圧力の間で圧力
が変動し ます。 図 52 を参照 く だ さ い。

"ユーザ指定モー ド "(カ ス タ マ イズ運転モー ド ) で
は、 ΔH の出荷時設定は実際の設定値の 10 % です。 
ΔH は、 実際の設定値の 5～30 % までの範囲内で設定
する こ とができ ます。

流量が最低流量を下回る と、 ポン プが始動-停止運転
に変化し ます。

最低流量は、 ポン プの定格流量 (ポン プ銘板を参照 く
だ さ い) の % で設定されます。

"ユーザ指定モー ド "(カ ス タ マ イズ運転モー ド ) では、
最低流量の出荷時設定は定格流量の 10 % です。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

""低低流流量量検検出出""

低流量は2つの方法で検出で き ます ：

1. 内蔵の低流量検出機能は、 デジ タル入力がフ ロー
ス イ ッ チに設定されていない と きに有効です。

2. フ ロース イ ッ チは、 いずれかのデジ タル入力に接
続されます。

1. 低流量検出機能 ：
ポン プは短時間減速し、 流量を定期的にチ ェ ッ ク
し ます。 圧力にま っ た く 変化がない、 またはわず
かな変化しかない場合、 それは低流量を意味し ま
す。 停止圧力 (実際の設定値 + 0.5 x ΔH) に達する
まで速度が上が り、 ポン プが停止し ます。 圧力が
始動圧力 (実効値 - 0.5 x ΔH) まで低下する と、 ポ
ン プは再始動し ます。

– 流量が設定し た最低流量よ り高い場合、 ポン プ
は圧力一定での連続運転に戻 り ます。

– 流量が設定し た最低流量 (Qmin) を引き続き下
回っ ている場合、 ポン プは、 流量が設定し た最
低流量 (Qmin) よ り高 く なるまで始動-停止運転
を続けます。 流量が設定し た最低流量 (Qmin) よ
り高い場合、 ポン プは連続運転に戻 り ます。

2. フ ロース イ ッ チ ：
低流量のためデジ タル入力が 5 秒以上入り 続ける
と、 停止圧力 (実際の設定値 + 0.5 x ΔH) になるま
で速度が上が り、 ポン プが停止し ます。 圧力が始
動圧力まで低下する と、 ポン プが再始動し ます。 
相変わらず流量がない場合、 ポン プは素早 く 停止
圧力に達し て停止し ます。 流量が検出される と、
ポン プは設定値に し たがっ て連続運転し ます。

低低流流量量停停止止機機能能ののたためめのの運運転転条条件件

システムに圧力センサ、 逆止弁およびダイ ア フ ラム
タ ン クが備え られている場合にのみ、 停止機能を使
う こ とができ ます。

図図  5533 吸い上げ運転での逆止弁と圧力センサの
位置

図図  5544 押し込み運転での逆止弁と圧力センサの
位置

""最最低低流流量量のの設設定定""

このデ ィ スプ レ イ で最低流量 (Qmin) を設定し ます。 
この設定は、 システムが圧力一定での連続運転から
始動-停止運転に切 り替わる流量を決定し ます。 設定
範囲は、 定格流量の 5～30 % です。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

逆止弁は、 常に圧力センサの手前に取 り付
けます。 図 53 および 54 を参照 く だ さ い。
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圧力センサ

ダイ ア フ ラム タ ン ク

逆止弁
ポン プ

ダイ ア フ ラム タ ン ク
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""ダダ イイ アア フフ ララムム タタ ンン クク容容積積""

停止機能では、 ダイ ア フ ラム タ ン クの必要最小サイ
ズがあ り ます。 設置された タ ン クのサイズを このデ ィ
スプ レ イ で設定し ます。

時間あた りの始動-停止回数または ΔH を減らすに
は、 よ り大き な タ ン ク を設置し ます。

タ ン クはポン プの直後に設置し ます。 予圧は 0.7 x 実
際の設定値でなければな り ません。

推奨ダイ ア フ ラム タ ン クのサイズ ：
 

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2200  最最低低速速度度でで停停止止

使用量が少ない、 またはない と きにポン プはこの機
能によ っ て停止し ます。 この停止機能を備える型式
は、 た と えば、 停止前の圧力ブース ト が最適ではな
い一定レベルの用途で利用でき ます。

この機能はポン プの速度を監視し ます。 PIコ ン ト ロー
ラーがフ ィ ー ド バ ッ ク値によ り速度を強制的に最小
に し た場合、 事前に設定された時間が経過する と ポ
ン プが停止し ます。 フ ィ ー ド バ ッ ク値が減少し、 PIコ
ン ト ローラーがポン プ を再起動する まで、 ポン プは
停止し たままにな り ます。

「「最最小小速速度度ででのの停停止止をを有有効効ににすするる」」

選択する と、 最低速度の機能で停止する こ とができ
ます。

""デデ ィィ レレ イイ""

ポン プが停止する前に、 ポン プが最低速度で動作す
る必要な時間。

「「再再起起動動速速度度」」

ポン プが再起動する よ う に設定される割合で指定さ
れたポン プの速度 （ヒ ステ リ シス）。 再起動速度は、
ポン プの最低速度よ り も高 く 設定する必要があ り ま
す。

1133..2211  注注水水機機能能

この機能は特に給水のアプ リ ケーシ ョ ンに使用され、
た と えば配管が空のと き、 システムのスムーズな立
ち上が り を保証する機能です。

圧力の立ち上げには、 2つの段階があ り ます。 図 55 
を参照 く だ さ い。

1. 呼び水の段階
配管に徐々に水が満た されて行き ます。 圧力セン

サが、 配管が水が満た されたのを検出する と、 2
番目の段階が始ま り ます。

2. 圧力立ち上が り段階
システム圧力は上昇し、 設定値まで到達し ます。 
圧力立ち上が りは、 圧力立ち上が り時間に起こ り
ます。 も し時間内に設定値に到達し ない と きは、
警告またはア ラームが生じ、 同時にポン プは停止
し ます。

図図  5555 呼び水および圧力立ち上がり 段階

設設定定範範囲囲

• "注水速度"
呼び水段階でのポン プの固定速度。

• "注水圧力"
最大注水時間の前にポン プが到達する圧力。

• "最大注水時間"
ポン プは、 この時間内に注水圧力に到達する必要
があ り ます。

• 最大応答時間.
最大注水時間を超過し た場合のポン プの反応 ：

– 警告

– ア ラーム (ポン プ停止)

• 圧力立ち上が り時間.
注水圧力到達から設定値に達する までのラ ン プ時
間。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププのの定定格格流流量量
[[mm33//hh]]

代代表表的的ななダダ イイ アア フフ ララムム タタ
ンン ククののササイイズズ

[[ll]]

0-6 8

7-24 18

25-40 50

41-70 120

71-100 180

ポポンン ププ型型式式 注注水水機機能能

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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この機能を有効にする場合、 機能は常にポ
ン プが"停止"運転モー ド の時に始動し、 運
転モー ド が"通常"に変化し ます。

1. 呼び水の段階 
(出力一定運転)

2. 圧力立ち上が り段
階 (圧力一定運転)

圧力

呼び水の時間 圧力立ち
上が り時

間

時間 [秒]

注水圧力

最大呼び水時間

設定値

設定値加
速

実際の値
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1133..2222  ""パパルルスス流流量量計計""((パパルルスス流流量量計計設設定定))

外部パルス流量計をいずれかのデジ タル入力に接続
し て、 実際の流量および積算流量を登録する こ とが
でき ます。 これに基づいて、 比エネルギーを計算する
こ と も でき ます。

パルス流量計を有効にするには、 いずれかのデジ タ
ル入力機能を 累積流量 に設定し、 パルスあた りの搬
送量を設定し ます。 13.9 デジ タル入力 の節を参照 く
だ さ い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2233  加加減減速速

加減速は、 始動-停止または設定値の変更中にポン プ
が加速および減速する素早さ を決定し ます。

以下の設定を行 う こ とができ ます。

• 加速時間、 0.1 ～ 300 秒

• 減速時間、 0.1 ～ 300 秒

この時間は、 0 rpm から最高 (固定) 速度までの加速、
および最高 (固定) 速度から 0 rpm への減速にそれぞ
れ適用されます。

ポン プに能動的にブ レーキをかける こ とはでき ない
ため、 短い減速時間では、 ポン プの減速は負荷およ
び慣性に依存し ます。

電源がオ フの場合、 ポン プの減速は負荷および慣性
にのみ依存し ます。

図図  5566 加速時間 および 減速時間

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2244  静静止止中中加加熱熱

この機能を使用し て、 湿度の高い環境で結露を防ぐ
こ とができ ます。 機能を 有効 に設定し、 ポン プの運
転モー ド が 停止 の場合、 低 AC 電圧が電動機巻線に
印加されます。 電圧は電動機を回転させるには不十分
ですが、 駆動系の電子部品を含む電動機内の結露を
防ぐ ために十分な熱が生成されます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2255  アア ララーームム処処理理

ア ラーム処理によ り、 センサーに障害が発生し た場
合のポン プの対応方法が決定されます。
 

1133..2266  電電動動機機ベベアア リリ ンンググのの監監視視

電動機のベア リ ング監視機能は、 次の値に設定する
こ とができ ます

• 有効

• 非作動.

機能が 有効 設定されている場合、 コ ン ト ローラのカ
ウン タは、 ベア リ ングの積算使用時間を計算しはじ
めます。

ポポンン ププ型型式式
""パパルルスス流流量量計計""

((パパルルスス流流量量計計設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, 
SPKE, MTRE

●

ポポンン ププ型型式式 加加減減速速

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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ユーザ設定の加速 ユーザ設定の減速

速度

時間

ユーザ設定
の最低

固定初期加速 固定最終減速

ユーザ設
定の最高

固定最高

0

ポポンン ププ型型式式 静静止止中中加加熱熱

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ド レ ン プ ラグを取 り外し、 電動機にカバー
を取 り付けて く だ さ い。

入入力力 アア ララーームム処処理理

「アナログ入力 1」 警警告告 ： 動作の変更な し
停停止止 ： ア ラームが発動し たの

でポン プが停止し ます
最最小小 ： ア ラームが発動し たの
でポン プの速度が最小にな り ま

す。
最最大大 ：  ア ラームが発動し たの
でポン プの速度が最大に上が り

ます。
ユユーーザザーー定定義義のの速速度度 ： ア ラー
ムが発動し たので、 ポン プは

ユーザーが設定し た速度で動作
し ます。

「アナログ入力 2」

「アナログ入力 3」

「内蔵グルン ド
フ ォ スセンサー」

「リ キテ ッ ク入
力」

機能が 非作動 に切り 換わっ て も、 カウン
タは積算を続けますが、 交換時期が来て も
警告は発し ません。

機能が再度 有効 に設定される と、 カウン
タの積算結果は再度、 交換時期の算出に使
用されます。
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1133..2277  ""ササーービビスス""

""次次ののササーービビススままでで""((電電動動機機ベベアア リリ ンンググののササーービビスス))

このデ ィ スプ レ イは、 いつ電動機ベア リ ングを交換
するか表示し ます。 コ ン ト ローラは電動機の運転パ
タ ーン を監視し、 ベア リ ング交換までの期間を計算
し ます。

表示可能な値 ：

• "2年以内に"

• "1年以内に"

• "6ヶ月以内に"

• "3ヶ月以内に"

• "1ヶ月以内に"

• "1週間以内に"

• "今すぐ"

""ベベアア リリ ンンググ交交換換""

電動機の寿命の間に行われたベア リ ング交換回数を
表し ます。

""ベベアア リリ ンンググ交交換換""((電電動動機機ベベアア リリ ンンググのの メメ ンンテテナナンンスス))

ベア リ ング監視機能が有効の場合、 電動機ベア リ ン
グに交換時期になる と、 コ ン ト ローラが警告を発し
ます。

電動機ベア リ ングを交換し た後は、 [ベア リ ング交換] 
を押し ます。

1133..2288  ""番番号号""((ポポンンププ番番号号))

ポン プに一意の番号を割 り当てる こ とができ ます。 こ
れによ り、 GENIbus 通信で接続されたポンプ間の区
別が可能にな り ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2299  ""無無線線通通信信""((無無線線通通信信をを有有効効//無無効効ににすするる))

無線通信を有効または無効に設定する こ とができ ま
す。 この機能は、 無線通信が許可されている領域で使
用する こ とができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3300  言言語語

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューで、 希望の言語を選択し ます。 多数の言
語を利用可能です。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式
""番番号号""

((ポポンン ププ番番号号))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
""無無線線通通信信""((無無線線通通信信をを有有

効効//無無効効ににすするる))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, 
SPKE, MTRE

●

IR 通信は有効のままです。

ポポンン ププ型型式式 言言語語

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..2222  ""パパルルスス流流量量計計""((パパルルスス流流量量計計設設定定))

外部パルス流量計をいずれかのデジ タル入力に接続
し て、 実際の流量および積算流量を登録する こ とが
でき ます。 これに基づいて、 比エネルギーを計算する
こ と も でき ます。

パルス流量計を有効にするには、 いずれかのデジ タ
ル入力機能を 累積流量 に設定し、 パルスあた りの搬
送量を設定し ます。 13.9 デジ タル入力 の節を参照 く
だ さ い。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2233  加加減減速速

加減速は、 始動-停止または設定値の変更中にポン プ
が加速および減速する素早さ を決定し ます。

以下の設定を行 う こ とができ ます。

• 加速時間、 0.1 ～ 300 秒

• 減速時間、 0.1 ～ 300 秒

この時間は、 0 rpm から最高 (固定) 速度までの加速、
および最高 (固定) 速度から 0 rpm への減速にそれぞ
れ適用されます。

ポン プに能動的にブ レーキをかける こ とはでき ない
ため、 短い減速時間では、 ポン プの減速は負荷およ
び慣性に依存し ます。

電源がオ フの場合、 ポン プの減速は負荷および慣性
にのみ依存し ます。

図図  5566 加速時間 および 減速時間

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2244  静静止止中中加加熱熱

この機能を使用し て、 湿度の高い環境で結露を防ぐ
こ とができ ます。 機能を 有効 に設定し、 ポン プの運
転モー ド が 停止 の場合、 低 AC 電圧が電動機巻線に
印加されます。 電圧は電動機を回転させるには不十分
ですが、 駆動系の電子部品を含む電動機内の結露を
防ぐ ために十分な熱が生成されます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2255  アア ララーームム処処理理

ア ラーム処理によ り、 センサーに障害が発生し た場
合のポン プの対応方法が決定されます。
 

1133..2266  電電動動機機ベベアア リリ ンンググのの監監視視

電動機のベア リ ング監視機能は、 次の値に設定する
こ とができ ます

• 有効

• 非作動.

機能が 有効 設定されている場合、 コ ン ト ローラのカ
ウン タは、 ベア リ ングの積算使用時間を計算しはじ
めます。

ポポンン ププ型型式式
""パパルルスス流流量量計計""

((パパルルスス流流量量計計設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, 
SPKE, MTRE

●

ポポンン ププ型型式式 加加減減速速

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

T
M

0
3
 9

4
3
9
 0

9
0
8

ユーザ設定の加速 ユーザ設定の減速

速度

時間

ユーザ設定
の最低

固定初期加速 固定最終減速

ユーザ設
定の最高

固定最高

0

ポポンン ププ型型式式 静静止止中中加加熱熱

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ド レ ン プ ラグを取 り外し、 電動機にカバー
を取 り付けて く だ さ い。

入入力力 アア ララーームム処処理理

「アナログ入力 1」 警警告告 ： 動作の変更な し
停停止止 ： ア ラームが発動し たの

でポン プが停止し ます
最最小小 ： ア ラームが発動し たの
でポン プの速度が最小にな り ま

す。
最最大大 ：  ア ラームが発動し たの
でポン プの速度が最大に上が り

ます。
ユユーーザザーー定定義義のの速速度度 ： ア ラー
ムが発動し たので、 ポン プは

ユーザーが設定し た速度で動作
し ます。

「アナログ入力 2」

「アナログ入力 3」

「内蔵グルン ド
フ ォ スセンサー」

「リ キテ ッ ク入
力」

機能が 非作動 に切り 換わっ て も、 カウン
タは積算を続けますが、 交換時期が来て も
警告は発し ません。

機能が再度 有効 に設定される と、 カウン
タの積算結果は再度、 交換時期の算出に使
用されます。
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1133..2277  ""ササーービビスス""

""次次ののササーービビススままでで""((電電動動機機ベベアア リリ ンンググののササーービビスス))

このデ ィ スプ レ イは、 いつ電動機ベア リ ングを交換
するか表示し ます。 コ ン ト ローラは電動機の運転パ
タ ーン を監視し、 ベア リ ング交換までの期間を計算
し ます。

表示可能な値 ：

• "2年以内に"

• "1年以内に"

• "6ヶ月以内に"

• "3ヶ月以内に"

• "1ヶ月以内に"

• "1週間以内に"

• "今すぐ"

""ベベアア リリ ンンググ交交換換""

電動機の寿命の間に行われたベア リ ング交換回数を
表し ます。

""ベベアア リリ ンンググ交交換換""((電電動動機機ベベアア リリ ンンググのの メメ ンンテテナナンンスス))

ベア リ ング監視機能が有効の場合、 電動機ベア リ ン
グに交換時期になる と、 コ ン ト ローラが警告を発し
ます。

電動機ベア リ ングを交換し た後は、 [ベア リ ング交換] 
を押し ます。

1133..2288  ""番番号号""((ポポンンププ番番号号))

ポン プに一意の番号を割 り当てる こ とができ ます。 こ
れによ り、 GENIbus 通信で接続されたポンプ間の区
別が可能にな り ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..2299  ""無無線線通通信信""((無無線線通通信信をを有有効効//無無効効ににすするる))

無線通信を有効または無効に設定する こ とができ ま
す。 この機能は、 無線通信が許可されている領域で使
用する こ とができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3300  言言語語

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューで、 希望の言語を選択し ます。 多数の言
語を利用可能です。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

ポポンン ププ型型式式
""番番号号""

((ポポンン ププ番番号号))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
""無無線線通通信信""((無無線線通通信信をを有有

効効//無無効効ににすするる))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, 
SPKE, MTRE

●

IR 通信は有効のままです。

ポポンン ププ型型式式 言言語語

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●



日日
本本

語語
  ((JJ

PP
))

50

1133..3311  ""日日時時""((日日付付とと時時刻刻のの設設定定))

この メ ニ ューが利用でき るかど う かは、 ポン プに取
り付け られた機能モジ ュールによ っ て異な り ます。

 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

このデ ィ スプ レ イ では、 日付･時刻および画面での表
示形式について設定する こ とができ ます。

• 日付の形式選択:
YYYY-MM-DD
DD-MM-YYYY
MM-DD-YYYY.

• 時刻の形式選択:
HH:MM 24 時間制
HH:MM am/pm 12 時間制.

• 日を設定

• 時刻を設定.

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3322  ""単単位位設設定定""((単単位位))

この メ ニ ューでは、 SI および US 単位のいずれかを
選択する こ とができ ます。 すべてのパラ メ ー タ につい
て全般的な設定を行 う か、 パラ メ ー タ ご と に設定を
カ ス タ マ イズする こ とができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3333  ""製製品品ののボボ タタ ンン""((有有効効//無無効効設設定定))

このデ ィ スプ レ イ では、 デー タ保護のため設定を無
効にする こ とが可能です。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

ボ タ ン を"無効"に設定し た場合、 標準制御盤のボ タ
ンが無効にな り ます。 詳細制御盤が取り 付けられたポ
ン プでボ タ ン を"無効"に設定し た場合は、 以下を参
照 く だ さ い。

詳詳細細制制御御盤盤

設定を無効に し た場合で も、 ボ タ ン を使用し て メ
ニ ュー間を移動する こ とはでき ますが、 設定 メ
ニ ューで変更を加える こ とはでき ません。

設定の変更を無効に し た場合、 デ ィ スプ レ イに   記
号が表示されます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3344  履履歴歴のの削削除除

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューでは、 以下の履歴デー タ を削除する こ
とができ ます ：

• 作業ログの削除.

• エネルギー消費の削除.

ポポンン ププ型型式式
""日日時時""

((日日付付とと時時刻刻のの設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, 
MTRE

●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

"日時" - ●

ポポンン ププ型型式式
""単単位位設設定定""

((単単位位))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
""製製品品ののボボ タタ ンン""
((有有効効//無無効効設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

詳細制御盤 ：
電動機を ロ ッ ク解除し て設定を許可するに
は、  および  を同時に 5 秒以上押し ま
す。

標準制御盤 ：

Grundfos GO Remote を使用し て電動機の
その他すべてのボ タ ン を ロ ッ クする こ とが
でき ますが、  ボ タ ンは常に有効です。

ポポンン ププ型型式式 履履歴歴のの削削除除

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..3355  HHoommee  表表示示のの定定義義

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューで、 Home デ ィ スプ レ イに 4 個までの
ユーザ指定パラ メ ー タ を表示する よ う 設定する こ と
ができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3366  デデ ィィ ススププ レレ イイ設設定定

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューで、 デ ィ スプ レ イの輝度を調整し、 一
定の時間ボ タ ン操作がなかっ た場合にデ ィ スプ レ イ
をオ フにするかど う か設定する こ とができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3377  ""設設定定保保存存""((現現在在のの設設定定をを保保存存))

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

この メ ニ ューで、 実際の設定を保存し て、 同じ ポン
プまたは同じ タ イ プの別のポン プで後で使用する こ
とができ ます。

詳詳細細制制御御盤盤

この メ ニ ューで、 実際の設定を保存し て、 同じ ポン
プで後で使用する こ とができ ます。

1133..3388  ""設設定定呼呼びび出出しし""((保保存存しし たた設設定定のの呼呼びび出出

しし))

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

この メ ニ ューで、 ポン プで使用し ていた、 以前に保
存し た多数の設定から設定を呼び出すこ とができ ま
す。

詳詳細細制制御御盤盤

この メ ニ ューで、 ポン プで使用し ていた、 最後に保
存し た設定を呼び出すこ とができ ます。

1133..3388..11  ""取取消消""

この メ ニ ューは、 Grundfos GO Remote のみで利用可
能です。

このデ ィ スプ レ イ で、 現在の通信セ ッ シ ョ ンで 
Grundfos GO Remote を使用し て行っ たすべての設定
を取 り消すこ とができ ます。 設定を呼び出し た後は、
取 り消すこ とはでき ません。

1133..3399  ""ポポンンププ名名""

この メ ニ ューは、 Grundfos GO Remote のみで利用可
能です。

このデ ィ スプ レ イ で、 ポン プに名前を付ける こ とが
でき ます。 この方法で、 Grundfos GO Remote に接続
し たポン プ を簡単に識別する こ とができ ます。

ポポンン ププ型型式式 HHoommee  表表示示のの定定義義

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 デデ ィィ ススププレレ イイ設設定定

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
""設設定定保保存存""

((現現在在のの設設定定をを保保存存))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
""設設定定呼呼びび出出しし""

((保保存存しし たた設設定定のの呼呼
びび出出しし))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 ""取取消消""

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 ""ポポンン ププ名名""

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●



日日
本本

語語
  ((JJ

PP
))

50

1133..3311  ""日日時時""((日日付付とと時時刻刻のの設設定定))

この メ ニ ューが利用でき るかど う かは、 ポン プに取
り付け られた機能モジ ュールによ っ て異な り ます。

 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

このデ ィ スプ レ イ では、 日付･時刻および画面での表
示形式について設定する こ とができ ます。

• 日付の形式選択:
YYYY-MM-DD
DD-MM-YYYY
MM-DD-YYYY.

• 時刻の形式選択:
HH:MM 24 時間制
HH:MM am/pm 12 時間制.

• 日を設定

• 時刻を設定.

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3322  ""単単位位設設定定""((単単位位))

この メ ニ ューでは、 SI および US 単位のいずれかを
選択する こ とができ ます。 すべてのパラ メ ー タ につい
て全般的な設定を行 う か、 パラ メ ー タ ご と に設定を
カ ス タ マ イズする こ とができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3333  ""製製品品ののボボ タタ ンン""((有有効効//無無効効設設定定))

このデ ィ スプ レ イ では、 デー タ保護のため設定を無
効にする こ とが可能です。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

ボ タ ン を"無効"に設定し た場合、 標準制御盤のボ タ
ンが無効にな り ます。 詳細制御盤が取り 付けられたポ
ン プでボ タ ン を"無効"に設定し た場合は、 以下を参
照 く だ さ い。

詳詳細細制制御御盤盤

設定を無効に し た場合で も、 ボ タ ン を使用し て メ
ニ ュー間を移動する こ とはでき ますが、 設定 メ
ニ ューで変更を加える こ とはでき ません。

設定の変更を無効に し た場合、 デ ィ スプ レ イに   記
号が表示されます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3344  履履歴歴のの削削除除

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューでは、 以下の履歴デー タ を削除する こ
とができ ます ：

• 作業ログの削除.

• エネルギー消費の削除.

ポポンン ププ型型式式
""日日時時""

((日日付付とと時時刻刻のの設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, 
MTRE

●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

"日時" - ●

ポポンン ププ型型式式
""単単位位設設定定""

((単単位位))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
""製製品品ののボボ タタ ンン""
((有有効効//無無効効設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

詳細制御盤 ：
電動機を ロ ッ ク解除し て設定を許可するに
は、  および  を同時に 5 秒以上押し ま
す。

標準制御盤 ：

Grundfos GO Remote を使用し て電動機の
その他すべてのボ タ ン を ロ ッ クする こ とが
でき ますが、  ボ タ ンは常に有効です。

ポポンン ププ型型式式 履履歴歴のの削削除除

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..3355  HHoommee  表表示示のの定定義義

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューで、 Home デ ィ スプ レ イに 4 個までの
ユーザ指定パラ メ ー タ を表示する よ う 設定する こ と
ができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3366  デデ ィィ ススププ レレ イイ設設定定

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューで、 デ ィ スプ レ イの輝度を調整し、 一
定の時間ボ タ ン操作がなかっ た場合にデ ィ スプ レ イ
をオ フにするかど う か設定する こ とができ ます。

出出荷荷時時設設定定

24. 出荷時設定 の節を参照 く だ さ い。

1133..3377  ""設設定定保保存存""((現現在在のの設設定定をを保保存存))

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

この メ ニ ューで、 実際の設定を保存し て、 同じ ポン
プまたは同じ タ イ プの別のポン プで後で使用する こ
とができ ます。

詳詳細細制制御御盤盤

この メ ニ ューで、 実際の設定を保存し て、 同じ ポン
プで後で使用する こ とができ ます。

1133..3388  ""設設定定呼呼びび出出しし""((保保存存しし たた設設定定のの呼呼びび出出

しし))

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

この メ ニ ューで、 ポン プで使用し ていた、 以前に保
存し た多数の設定から設定を呼び出すこ とができ ま
す。

詳詳細細制制御御盤盤

この メ ニ ューで、 ポン プで使用し ていた、 最後に保
存し た設定を呼び出すこ とができ ます。

1133..3388..11  ""取取消消""

この メ ニ ューは、 Grundfos GO Remote のみで利用可
能です。

このデ ィ スプ レ イ で、 現在の通信セ ッ シ ョ ンで 
Grundfos GO Remote を使用し て行っ たすべての設定
を取 り消すこ とができ ます。 設定を呼び出し た後は、
取 り消すこ とはでき ません。

1133..3399  ""ポポンンププ名名""

この メ ニ ューは、 Grundfos GO Remote のみで利用可
能です。

このデ ィ スプ レ イ で、 ポン プに名前を付ける こ とが
でき ます。 この方法で、 Grundfos GO Remote に接続
し たポン プ を簡単に識別する こ とができ ます。

ポポンン ププ型型式式 HHoommee  表表示示のの定定義義

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 デデ ィィ ススププレレ イイ設設定定

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
""設設定定保保存存""

((現現在在のの設設定定をを保保存存))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
""設設定定呼呼びび出出しし""

((保保存存しし たた設設定定のの呼呼
びび出出しし))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 ""取取消消""

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式 ""ポポンン ププ名名""

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..4400  ""接接続続ココーー ドド ""

この メ ニ ューは、 Grundfos GO Remote のみで利用可
能です。

接続コー ド を設定する と、 毎回接続ボ タ ン を押す必
要がな く な り、 製品への リ モー ト ア ク セスを制限す
る こ とができ ます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee  をを使使用用しし てて製製品品でで ココーー ドド をを設設定定
すするる

1. Grundfos GO Remote を製品に接続し ます。

2. 製品表示面で"設定"を選択し ます。

3. "接続コー ド "を選択し ます。

4. 希望のコー ド を入力し て [OK] を押し ます。
コー ド は文字列 (ASCII) に し て く だ さ い。
コー ド はいつで も変更する こ とができ ます。 古い
コー ド は必要あ り ません。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee  でで ココーー ドド をを設設定定すするる

Grundfos GO Remote で初期接続コー ド を定義し、 こ
のコー ド を使用し て、 選択し た製品への接続を自動
的に試行させる こ とができ ます。

Grundfos GO Remote で同じ接続コー ド の製品を選択
し た場合、 Grundfos GO Remote が製品に自動的に接
続するため、 モジ ュールで接続ボ タ ン を押す必要は
あ り ません。

以下の方法で、 Grundfos GO Remote で初期コー ド を
定義し ます。

1. メ イ ン メ ニ ューで、 "一般"、 "設定"の順に選択し
ます。

2. " リ モー ト "を選択し ます。

3. "接続コー ド をあ らかじ めセ ッ ト "フ ィ ール ド に接
続コー ド を入力し ます。 フ ィ ール ド に"接続コー
ド をセ ッ ト "と表示されます。

[削除] を押し て新し い コー ド を入力する こ と で、 初
期接続コー ド をいつで も変更する こ とができ ます。

Grundfos GO Remote が接続に失敗し、 製品の接続ボ
タ ン を押すよ う 求められた場合、 製品に接続コー ド
がないか、 別の接続コー ド がある こ と を意味し ます。 
この場合、 接続ボ タ ン を使用し て接続を確立し なけ
ればな り ません。

1133..4411  スス タタ ーー トト アア ッッ ププ･･ガガイイ ドド のの実実行行

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

ポン プ を初めて始動する と、 ス タ ー ト ア ッ プガイ ド
が自動的に始動し ます。

その後は、 この メ ニ ューを使用し ていつで も ス タ ー
ト ア ッ プガイ ド を実行する こ とができ ます。

ス タ ー ト ア ッ プガイ ド は、 ポン プの一般的な設定を
説明し ます。

• 言語. 13.30 言語 の節を参照 く だ さ い。

• 日付の形式選択.*
13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を参照 く だ
さ い。

• 日を設定.*
13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を参照 く だ
さ い。

• 時刻の形式選択.*
13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を参照 く だ
さ い。

• 時刻を設定.*
13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を参照 く だ
さ い。

• ポン プの設定 "

– Home に移動

– 出力一定で運転/圧力一定で運転.
13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " の節を参照 く だ
さ い。

– 「補助ポン プ設定」 に移動.
13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ い。

– 出荷時設定に戻す.

* 詳細機能モジ ュール FM 300 が取 り付けられたポ
ン プにのみ該当し ます。 詳細は、 19. 機能モ
ジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

1133..4422  アア ララーームム･･ロロググ

この メ ニ ューには、 製品からのア ラームログの リ ス
ト が含まれます。 ログには、 ア ラームの名前、 ア ラー
ムの発生日時および リ セ ッ ト 日時が表示されます。

ポポンン ププ型型式式 ""接接続続ココーー ドド ""

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

新し い接続コー ド を使用でき る よ う にする
には、 接続コー ド の設定後、 Grundfos Eye 
の表示灯が消灯するまで製品の電源を切 り
ます。

ポポンン ププ型型式式
スス タタ ーー トト アア ッッ ププ･･

ガガ イイ ドド のの実実行行

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..4433  警警告告ロロググ

この メ ニ ューには、 製品からの警告ログの リ ス ト が
含まれます。 ログには、 警告の名前、 警告の発生日時
および リ セ ッ ト 日時が表示されます。

1133..4444  AAssssiisstt

この メ ニ ューは、 ポン プの設定に必要な手順を説明
する簡単なガイ ド である、 多数のさ まざまな補助機
能で構成されます。

1133..4455  補補助助ポポンンププ設設定定

この メ ニ ューでは、 以下の手順について案内し ます。

ポポンン ププのの設設定定

• 制御モー ド の選択。 29 ページ を参照 く だ さ い。

• フ ィ ー ド バ ッ ク センサの設定。

• 設定値の調整。 28 ページ を参照 く だ さ い。

• コ ン ト ローラ設定. 40 ページを参照 く だ さ い。

• 設定の概要。

補補助助ポポンン ププ設設定定  をを使使用用しし てて、、 ポポンン ププ をを圧圧力力一一定定にに設設
定定すするる方方法法のの例例 ：：

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

1. Assist メ ニ ューを開き ます。

2. 補助ポン プ設定 を選択し ます。

3. "圧力一定"(圧力一定) 制御モー ド を選択し ます。

4. この制御モー ド の説明を読みます。

5. センサ入力と し て使用するアナログ入力を選択し
ます。

6. システムでのセンサの取 り付け場所に応じ てセン
サ機能を選択し ます。 34 ページの図 39 を参照 く
だ さ い。

7. センサ仕様に応じ て、 電気的入力信号を選択し ま
す。

8. センサ仕様に応じ て、 測定単位を選択し ます。

9. センサ仕様に応じ て、 最小および最大センサ範囲
値を設定し ます。

10. 希望の設定値を設定し ます。

11. コ ン ト ローラのゲイ ン と積分定数を設定し ます。 
13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を
参照 く だ さ い。

12. 希望のポン プ名を入力し ます。

13. 設定の概要を確認し、 確定し ます。

詳詳細細制制御御盤盤

1. Assist メ ニ ューを開き ます。

2. 補助ポン プ設定 を選択し ます。

3. 圧力一定 制御モー ド を選択し ます。

4. センサ入力と し て使用するアナログ入力を選択し
ます。

5. 制御する測定パラ メ ー タ を選択し ます。 34 ページ
の図 39 を参照 く だ さ い。

6. センサ仕様に応じ て、 測定単位を選択し ます。

7. センサ仕様に応じ て、 最小および最大センサ範囲
値を設定し ます。

8. センサ仕様に応じ て、 電気的入力信号を選択し ま
す。

9. 希望の設定値を設定し ます。

10. コ ン ト ローラのゲイ ン と積分定数を設定し ます。 
13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を
参照 く だ さ い。

11. 設定の概要を確認し、 [OK] を押し て確定し ます。

1133..4466  設設定定、、 アアナナロロググ入入力力

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューでは、 以下の手順について案内し ます。

設設定定、、 アアナナロロググ入入力力

• "アナログ入力"1 ～ 3。 34 ページ を参照 く だ さ い。

• "Pt100/1000 入力" 1 および 2。 35 ページ を参照
く だ さ い。

• "設定値の調整"。 28 ページを参照 く だ さ い。

• "概要"。

ポポンン ププ型型式式 補補助助ポポンン ププ設設定定

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
設設定定、、 アアナナロロググ入入

力力

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..4400  ""接接続続ココーー ドド ""

この メ ニ ューは、 Grundfos GO Remote のみで利用可
能です。

接続コー ド を設定する と、 毎回接続ボ タ ン を押す必
要がな く な り、 製品への リ モー ト ア ク セスを制限す
る こ とができ ます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee  をを使使用用しし てて製製品品でで ココーー ドド をを設設定定
すするる

1. Grundfos GO Remote を製品に接続し ます。

2. 製品表示面で"設定"を選択し ます。

3. "接続コー ド "を選択し ます。

4. 希望のコー ド を入力し て [OK] を押し ます。
コー ド は文字列 (ASCII) に し て く だ さ い。
コー ド はいつで も変更する こ とができ ます。 古い
コー ド は必要あ り ません。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee  でで ココーー ドド をを設設定定すするる

Grundfos GO Remote で初期接続コー ド を定義し、 こ
のコー ド を使用し て、 選択し た製品への接続を自動
的に試行させる こ とができ ます。

Grundfos GO Remote で同じ接続コー ド の製品を選択
し た場合、 Grundfos GO Remote が製品に自動的に接
続するため、 モジ ュールで接続ボ タ ン を押す必要は
あ り ません。

以下の方法で、 Grundfos GO Remote で初期コー ド を
定義し ます。

1. メ イ ン メ ニ ューで、 "一般"、 "設定"の順に選択し
ます。

2. " リ モー ト "を選択し ます。

3. "接続コー ド をあ らかじ めセ ッ ト "フ ィ ール ド に接
続コー ド を入力し ます。 フ ィ ール ド に"接続コー
ド をセ ッ ト "と表示されます。

[削除] を押し て新し い コー ド を入力する こ と で、 初
期接続コー ド をいつで も変更する こ とができ ます。

Grundfos GO Remote が接続に失敗し、 製品の接続ボ
タ ン を押すよ う 求められた場合、 製品に接続コー ド
がないか、 別の接続コー ド がある こ と を意味し ます。 
この場合、 接続ボ タ ン を使用し て接続を確立し なけ
ればな り ません。

1133..4411  スス タタ ーー トト アア ッッ ププ･･ガガイイ ドド のの実実行行

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

ポン プ を初めて始動する と、 ス タ ー ト ア ッ プガイ ド
が自動的に始動し ます。

その後は、 この メ ニ ューを使用し ていつで も ス タ ー
ト ア ッ プガイ ド を実行する こ とができ ます。

ス タ ー ト ア ッ プガイ ド は、 ポン プの一般的な設定を
説明し ます。

• 言語. 13.30 言語 の節を参照 く だ さ い。

• 日付の形式選択.*
13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を参照 く だ
さ い。

• 日を設定.*
13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を参照 く だ
さ い。

• 時刻の形式選択.*
13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を参照 く だ
さ い。

• 時刻を設定.*
13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を参照 く だ
さ い。

• ポン プの設定 "

– Home に移動

– 出力一定で運転/圧力一定で運転.
13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " の節を参照 く だ
さ い。

– 「補助ポン プ設定」 に移動.
13.45 補助ポン プ設定 の節を参照 く だ さ い。

– 出荷時設定に戻す.

* 詳細機能モジ ュール FM 300 が取 り付けられたポ
ン プにのみ該当し ます。 詳細は、 19. 機能モ
ジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

1133..4422  アア ララーームム･･ロロググ

この メ ニ ューには、 製品からのア ラームログの リ ス
ト が含まれます。 ログには、 ア ラームの名前、 ア ラー
ムの発生日時および リ セ ッ ト 日時が表示されます。

ポポンン ププ型型式式 ""接接続続ココーー ドド ""

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

新し い接続コー ド を使用でき る よ う にする
には、 接続コー ド の設定後、 Grundfos Eye 
の表示灯が消灯するまで製品の電源を切 り
ます。

ポポンン ププ型型式式
スス タタ ーー トト アア ッッ ププ･･

ガガ イイ ドド のの実実行行

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..4433  警警告告ロロググ

この メ ニ ューには、 製品からの警告ログの リ ス ト が
含まれます。 ログには、 警告の名前、 警告の発生日時
および リ セ ッ ト 日時が表示されます。

1133..4444  AAssssiisstt

この メ ニ ューは、 ポン プの設定に必要な手順を説明
する簡単なガイ ド である、 多数のさ まざまな補助機
能で構成されます。

1133..4455  補補助助ポポンンププ設設定定

この メ ニ ューでは、 以下の手順について案内し ます。

ポポンン ププのの設設定定

• 制御モー ド の選択。 29 ページ を参照 く だ さ い。

• フ ィ ー ド バ ッ ク センサの設定。

• 設定値の調整。 28 ページ を参照 く だ さ い。

• コ ン ト ローラ設定. 40 ページを参照 く だ さ い。

• 設定の概要。

補補助助ポポンン ププ設設定定  をを使使用用しし てて、、 ポポンン ププ をを圧圧力力一一定定にに設設
定定すするる方方法法のの例例 ：：

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

1. Assist メ ニ ューを開き ます。

2. 補助ポン プ設定 を選択し ます。

3. "圧力一定"(圧力一定) 制御モー ド を選択し ます。

4. この制御モー ド の説明を読みます。

5. センサ入力と し て使用するアナログ入力を選択し
ます。

6. システムでのセンサの取 り付け場所に応じ てセン
サ機能を選択し ます。 34 ページの図 39 を参照 く
だ さ い。

7. センサ仕様に応じ て、 電気的入力信号を選択し ま
す。

8. センサ仕様に応じ て、 測定単位を選択し ます。

9. センサ仕様に応じ て、 最小および最大センサ範囲
値を設定し ます。

10. 希望の設定値を設定し ます。

11. コ ン ト ローラのゲイ ン と積分定数を設定し ます。 
13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を
参照 く だ さ い。

12. 希望のポン プ名を入力し ます。

13. 設定の概要を確認し、 確定し ます。

詳詳細細制制御御盤盤

1. Assist メ ニ ューを開き ます。

2. 補助ポン プ設定 を選択し ます。

3. 圧力一定 制御モー ド を選択し ます。

4. センサ入力と し て使用するアナログ入力を選択し
ます。

5. 制御する測定パラ メ ー タ を選択し ます。 34 ページ
の図 39 を参照 く だ さ い。

6. センサ仕様に応じ て、 測定単位を選択し ます。

7. センサ仕様に応じ て、 最小および最大センサ範囲
値を設定し ます。

8. センサ仕様に応じ て、 電気的入力信号を選択し ま
す。

9. 希望の設定値を設定し ます。

10. コ ン ト ローラのゲイ ン と積分定数を設定し ます。 
13.13 "コ ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) の節を
参照 く だ さ い。

11. 設定の概要を確認し、 [OK] を押し て確定し ます。

1133..4466  設設定定、、 アアナナロロググ入入力力

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューでは、 以下の手順について案内し ます。

設設定定、、 アアナナロロググ入入力力

• "アナログ入力"1 ～ 3。 34 ページ を参照 く だ さ い。

• "Pt100/1000 入力" 1 および 2。 35 ページ を参照
く だ さ い。

• "設定値の調整"。 28 ページを参照 く だ さ い。

• "概要"。

ポポンン ププ型型式式 補補助助ポポンン ププ設設定定

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

ポポンン ププ型型式式
設設定定、、 アアナナロロググ入入

力力

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..4477  日日付付とと時時刻刻のの設設定定

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューが利用可能かど う かは、 ポン プに取 り
付け られた機能モジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

この メ ニ ューでは、 以下の手順について案内し ます。

• 日付の形式選択. 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) 
の節を参照 く だ さ い。

• 日を設定. 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を
参照 く だ さ い。

• 時刻の形式選択. 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) 
の節を参照 く だ さ い。

• 時刻を設定. 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節
を参照 く だ さ い。

1133..4488  ""ママルルチチポポンンププののセセ ッッ トト アア ッッ ププ""((ママルルチチ

ポポンンププ設設定定))

マルチポン プ機能によ り、 外部コ ン ト ローラーを使
用せずに、 並列接続された最大4基のポン プを制御で
き ます。 マルチポンプ ・ システムのポンプは、 無線 
GENIair 接続または有線 GENI 接続によ り相互に通信
し ます。

最初に選択し たポン プであるマス タ ーポン プ を介し
てマルチポン プ ・ システムを設定する こ とができ ま
す。

システム内の2基以上のポン プがセンサーで構成され
ている場合、 それらはすべてマス タ ーポン プ と し て
機能し、 他のポン プが故障し た場合はマス タ ーポン
プ機能を引き継ぎます。 これによ り、 マルチポンプ ・
システムに冗長性が追加されます。

マルチポン プ機能については、 以下のセ ク シ ョ ンで
説明し ます。

1133..4488..11  「「交交替替運運転転」」

交替運転は、 デューテ ィ /ス タ ンバイ運転モー ド と し
て機能し、 同じサイズ と タ イ プの2つのポン プを並列
に接続する こ と で可能と な り ます。 この機能の主な目
的は、 ポン プの運転時間を均等にする こ と、 および
ア ラームが原因で動作中のポン プが停止し た場合に
予備ポン プが始動する よ う にする こ と です。

各ポン プには直列に逆止弁を接続する必要があ り ま
す。

2つの交替運転モー ド から選択で き ます ：

• 「交替運転、 時間」
時間によ っ てポン プ を切 り替えます。

• 「交替運転、 エネルギー」
エネルギー消費によ っ てポン プ を切 り替えます。

動作中のポン プが故障し た場合、 別のポン プが始動
し ます。

1133..4488..22  「「ババ ッッ クク アア ッッ ププ運運転転」」

バ ッ ク ア ッ プ運転は、 同じサイズ と タ イ プの2基のポ
ン プ を並列に接続する こ と で行います。 各ポンプには
直列に逆止弁を接続する必要があ り ます。

1基のポン プが連続運転し ます。 バ ッ ク ア ッ プポン プ
は、 固着を防止するため毎日短時間運転し ます。 故障
のため動作中のポン プが停止し た場合、 バ ッ ク ア ッ
プポン プが始動し ます。

1133..4488..33  「「カカ ススケケーー ドド 運運転転」」

カ スケー ド 運転は、 依頼によ っ てCREとCMEポン プ
でのみ実施可能です。 詳細については、 グルン ド フ ォ
スにお問い合わせ く だ さ い。

カ スケー ド 運転は、 同じサイズ と タ イ プの最大4基の
ポン プ を並列に接続する こ と で行います。 各ポンプに
は直列に逆止弁を接続する必要があ り ます。

使用量に応じ て、 最大4基のポン プを連続運転でき ま
す。 ポンプは、 定圧などの一定の制御値を確保し、 高
いシステム効率と一定の動作時間を確保するために、
カ ッ ト イ ンおよびカ ッ ト アウ ト されます。

1133..4488..44  「「交交替替運運転転、、 時時間間」」

2基のポン プの交替する間隔。 この機能は、 交替運転
でのみ使用でき ます。 セ ク シ ョ ン13.48.1 「交替運転」
を参照し て く だ さ い。

1133..4488..55  「「ポポンン ププ切切替替時時間間」」

ポン プの切 り替えが行われる時刻。 この機能は、 交替
運転でのみ使用でき ます。 セ ク シ ョ ン13.48.1 「交替運
転」 を参照し て く だ さ い。

1133..4488..66  「「使使用用すするるセセンンササーー」」

ポン プシステムの制御に使用するセンサーを定義し
ます。 センサーが、 システム内のすべてのポンプから
の出力を測定でき る よ う に配置されている場合 （た
と えば、 マニホール ド 内）、 「マス タ ーポン プセン
サー」 を選択し ます。

た と えば、 逆止弁の後ろに設置された個々のポン プ
の上または全体にセンサーが配置され、 すべてのポ
ン プからの出力を測定でき ない場合は、 「ポン プセン
サーの実行」 を選択し ます。

ポポンン ププ型型式式 日日付付とと時時刻刻のの設設定定

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

"日付と時刻の設定" - ●

ポポンン ププ型型式式
""ママルルチチポポンン ププのの
セセ ッッ トト アア ッッ ププ""

((ママルルチチポポンン ププ設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..4488..77  ママルルチチポポンン ププ ・・ シシスステテムムのの設設定定

以下の方法でマルチポン プ ・ システムを設定する こ
とができ ます ：

• Grundfos GO Remoteおよびワイヤレスポン プ接続

• Grundfos GO Remoteおよび有線ポン プ接続

• 高度制御盤と無線ポン プ接続

• 高度制御盤と有線ポン プ接続

以下の順を追っ た説明を参照し て く だ さ い。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmootteeおおよよびびワワイイヤヤレレススポポンン ププ接接続続

1. ポン プの電源を入れます。

2. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プ1基に接
続し ます。

3. 接続された機器と必要な機能に応じ て、 Grundfos 
GO Remoteを介し て必要なアナログおよびデジ タ
ル入力を設定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン
プ設定を参照し て く だ さ い。

4. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プにポン プ
名を割 り当てます。 セ ク シ ョ ン13.39 "ポン プ名"
を参照し て く だ さ い。

5. Grundfos GO Remoteをポン プから取 り外し ます。

6. 次のポン プへの接続を確立し ます。

7. 接続された機器と必要な機能に応じ て、 Grundfos 
GO Remoteを介し て必要なアナログおよびデジ タ
ル入力を設定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン
プ設定を参照し て く だ さ い。

8. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プにポン プ
名を割 り当てます。 セ ク シ ョ ン13.39 "ポン プ名"
を参照し て く だ さ い。

9. システムに さ らにポン プが取 り付け られる場合
は、 手順5〜8を繰 り返し ます。

10. 「補助」 メ ニ ューを選択し、 マルチポン プ設定 を
選択し ます。

11. 希望のマルチポン プ機能を選択し ます。 セ ク シ ョ
ン13.48.1 「交替運転」 13.48.2 「バ ッ ク ア ッ プ運
転」、 13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ
さ い。

12. [>] を押し て続行し ます。

13. ポン プ切 り替えの時間を設定し ます。 すなわち、
2基のポン プの切 り替えが行われる時間を設定し
ます。

14. [>] を押し て続行し ます。

15. ポン プ間で使用する通信方法と し て 「ラ ジオ」 を
選択し ます。

16. [>] を押し て続行し ます。

17.  ポン プ2を選択し ます。

18. リ ス ト からポン プ を選択し ます。

– 該当する場合、 ポン プ3を選択し ます （カ ス
ケー ド のみ）

– 該当する場合、 ポン プ4を選択し ます （カ ス
ケー ド のみ）

19. [>] を押し て続行し ます。

20. [送信] を押し て設定を確定し ます。

21. 「セ ッ ト ア ッ プ完了」 ダ イ アログボ ッ ク スで [完了
] を押し ます。

22. Grundfos Eye 中央の緑色の表示灯が点灯するまで
待ち ます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmootteeおおよよびび有有線線ポポンン ププ接接続続

1. GENIbusタ ー ミ ナルA、 Y、 B間を3芯のシール ド
ケーブルでポン プ を相互に接続し ます。

2. ポン プの電源を入れます。

3. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プ1基に接
続し ます。

4. 接続された機器と必要な機能に応じ て、 Grundfos 
GO Remoteを介し て必要なアナログおよびデジ タ
ル入力を設定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン
プ設定を参照し て く だ さ い。

5. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プにポン プ
名を割 り当てます。 セ ク シ ョ ン13.39 "ポン プ名"
を参照し て く だ さ い。

6. ポン プにポン プ番号 1 を割 り当てます。 セ ク シ ョ
ン13.28 "番号"(ポン プ番号)を参照し て く だ さ い。

7. Grundfos GO Remoteをポン プから取 り外し ます。

8. 次のポン プへの接続を確立し ます。

9. 接続された機器と必要な機能に応じ て、 Grundfos 
GO Remoteを介し て必要なアナログおよびデジ タ
ル入力を設定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン
プ設定を参照し て く だ さ い。

10. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プにポン プ
名を割 り当てます。 セ ク シ ョ ン13.39 "ポン プ名"
を参照し て く だ さ い。

この手順は、 モー タ ーに FM 300 が接続さ
れてお り、 「交替運転、 時間」 が選択され
た場合にのみ実施し ます。

[OK]または ボ タ ン を使用し て、 ポン プ
を特定し ます。



日日
本本

語語
  ((JJ

PP
))

54

1133..4477  日日付付とと時時刻刻のの設設定定

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューが利用可能かど う かは、 ポン プに取 り
付け られた機能モジ ュールによ っ て異な り ます。
 

* 19. 機能モジ ュールの識別 の節を参照 く だ さ い。

この メ ニ ューでは、 以下の手順について案内し ます。

• 日付の形式選択. 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) 
の節を参照 く だ さ い。

• 日を設定. 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節を
参照 く だ さ い。

• 時刻の形式選択. 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) 
の節を参照 く だ さ い。

• 時刻を設定. 13.31 "日時"(日付と時刻の設定) の節
を参照 く だ さ い。

1133..4488  ""ママルルチチポポンンププののセセ ッッ トト アア ッッ ププ""((ママルルチチ

ポポンンププ設設定定))

マルチポン プ機能によ り、 外部コ ン ト ローラーを使
用せずに、 並列接続された最大4基のポン プを制御で
き ます。 マルチポンプ ・ システムのポンプは、 無線 
GENIair 接続または有線 GENI 接続によ り相互に通信
し ます。

最初に選択し たポン プであるマス タ ーポン プ を介し
てマルチポン プ ・ システムを設定する こ とができ ま
す。

システム内の2基以上のポン プがセンサーで構成され
ている場合、 それらはすべてマス タ ーポン プ と し て
機能し、 他のポン プが故障し た場合はマス タ ーポン
プ機能を引き継ぎます。 これによ り、 マルチポンプ ・
システムに冗長性が追加されます。

マルチポン プ機能については、 以下のセ ク シ ョ ンで
説明し ます。

1133..4488..11  「「交交替替運運転転」」

交替運転は、 デューテ ィ /ス タ ンバイ運転モー ド と し
て機能し、 同じサイズ と タ イ プの2つのポン プを並列
に接続する こ と で可能と な り ます。 この機能の主な目
的は、 ポン プの運転時間を均等にする こ と、 および
ア ラームが原因で動作中のポン プが停止し た場合に
予備ポン プが始動する よ う にする こ と です。

各ポン プには直列に逆止弁を接続する必要があ り ま
す。

2つの交替運転モー ド から選択で き ます ：

• 「交替運転、 時間」
時間によ っ てポン プ を切 り替えます。

• 「交替運転、 エネルギー」
エネルギー消費によ っ てポン プ を切 り替えます。

動作中のポン プが故障し た場合、 別のポン プが始動
し ます。

1133..4488..22  「「ババ ッッ クク アア ッッ ププ運運転転」」

バ ッ ク ア ッ プ運転は、 同じサイズ と タ イ プの2基のポ
ン プ を並列に接続する こ と で行います。 各ポンプには
直列に逆止弁を接続する必要があ り ます。

1基のポン プが連続運転し ます。 バ ッ ク ア ッ プポン プ
は、 固着を防止するため毎日短時間運転し ます。 故障
のため動作中のポン プが停止し た場合、 バ ッ ク ア ッ
プポン プが始動し ます。

1133..4488..33  「「カカ ススケケーー ドド 運運転転」」

カ スケー ド 運転は、 依頼によ っ てCREとCMEポン プ
でのみ実施可能です。 詳細については、 グルン ド フ ォ
スにお問い合わせ く だ さ い。

カ スケー ド 運転は、 同じサイズ と タ イ プの最大4基の
ポン プ を並列に接続する こ と で行います。 各ポンプに
は直列に逆止弁を接続する必要があ り ます。

使用量に応じ て、 最大4基のポン プを連続運転でき ま
す。 ポンプは、 定圧などの一定の制御値を確保し、 高
いシステム効率と一定の動作時間を確保するために、
カ ッ ト イ ンおよびカ ッ ト アウ ト されます。

1133..4488..44  「「交交替替運運転転、、 時時間間」」

2基のポン プの交替する間隔。 この機能は、 交替運転
でのみ使用でき ます。 セ ク シ ョ ン13.48.1 「交替運転」
を参照し て く だ さ い。

1133..4488..55  「「ポポンン ププ切切替替時時間間」」

ポン プの切 り替えが行われる時刻。 この機能は、 交替
運転でのみ使用でき ます。 セ ク シ ョ ン13.48.1 「交替運
転」 を参照し て く だ さ い。

1133..4488..66  「「使使用用すするるセセンンササーー」」

ポン プシステムの制御に使用するセンサーを定義し
ます。 センサーが、 システム内のすべてのポンプから
の出力を測定でき る よ う に配置されている場合 （た
と えば、 マニホール ド 内）、 「マス タ ーポン プセン
サー」 を選択し ます。

た と えば、 逆止弁の後ろに設置された個々のポン プ
の上または全体にセンサーが配置され、 すべてのポ
ン プからの出力を測定でき ない場合は、 「ポン プセン
サーの実行」 を選択し ます。

ポポンン ププ型型式式 日日付付とと時時刻刻のの設設定定

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●

機機能能  ((端端子子))
FFMM  220000**
((標標準準))

FFMM  330000**
((詳詳細細))

"日付と時刻の設定" - ●

ポポンン ププ型型式式
""ママルルチチポポンン ププのの
セセ ッッ トト アア ッッ ププ""

((ママルルチチポポンン ププ設設定定))

CME ●
CRE, CRIE, CRNE, SPKE, MTRE ●
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1133..4488..77  ママルルチチポポンン ププ ・・ シシスステテムムのの設設定定

以下の方法でマルチポン プ ・ システムを設定する こ
とができ ます ：

• Grundfos GO Remoteおよびワイヤレスポン プ接続

• Grundfos GO Remoteおよび有線ポン プ接続

• 高度制御盤と無線ポン プ接続

• 高度制御盤と有線ポン プ接続

以下の順を追っ た説明を参照し て く だ さ い。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmootteeおおよよびびワワイイヤヤレレススポポンン ププ接接続続

1. ポン プの電源を入れます。

2. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プ1基に接
続し ます。

3. 接続された機器と必要な機能に応じ て、 Grundfos 
GO Remoteを介し て必要なアナログおよびデジ タ
ル入力を設定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン
プ設定を参照し て く だ さ い。

4. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プにポン プ
名を割 り当てます。 セ ク シ ョ ン13.39 "ポン プ名"
を参照し て く だ さ い。

5. Grundfos GO Remoteをポン プから取 り外し ます。

6. 次のポン プへの接続を確立し ます。

7. 接続された機器と必要な機能に応じ て、 Grundfos 
GO Remoteを介し て必要なアナログおよびデジ タ
ル入力を設定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン
プ設定を参照し て く だ さ い。

8. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プにポン プ
名を割 り当てます。 セ ク シ ョ ン13.39 "ポン プ名"
を参照し て く だ さ い。

9. システムに さ らにポン プが取 り付け られる場合
は、 手順5〜8を繰 り返し ます。

10. 「補助」 メ ニ ューを選択し、 マルチポン プ設定 を
選択し ます。

11. 希望のマルチポン プ機能を選択し ます。 セ ク シ ョ
ン13.48.1 「交替運転」 13.48.2 「バ ッ ク ア ッ プ運
転」、 13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ
さ い。

12. [>] を押し て続行し ます。

13. ポン プ切 り替えの時間を設定し ます。 すなわち、
2基のポン プの切 り替えが行われる時間を設定し
ます。

14. [>] を押し て続行し ます。

15. ポン プ間で使用する通信方法と し て 「ラ ジオ」 を
選択し ます。

16. [>] を押し て続行し ます。

17.  ポン プ2を選択し ます。

18. リ ス ト からポン プ を選択し ます。

– 該当する場合、 ポン プ3を選択し ます （カ ス
ケー ド のみ）

– 該当する場合、 ポン プ4を選択し ます （カ ス
ケー ド のみ）

19. [>] を押し て続行し ます。

20. [送信] を押し て設定を確定し ます。

21. 「セ ッ ト ア ッ プ完了」 ダ イ アログボ ッ ク スで [完了
] を押し ます。

22. Grundfos Eye 中央の緑色の表示灯が点灯するまで
待ち ます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmootteeおおよよびび有有線線ポポンン ププ接接続続

1. GENIbusタ ー ミ ナルA、 Y、 B間を3芯のシール ド
ケーブルでポン プ を相互に接続し ます。

2. ポン プの電源を入れます。

3. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プ1基に接
続し ます。

4. 接続された機器と必要な機能に応じ て、 Grundfos 
GO Remoteを介し て必要なアナログおよびデジ タ
ル入力を設定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン
プ設定を参照し て く だ さ い。

5. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プにポン プ
名を割 り当てます。 セ ク シ ョ ン13.39 "ポン プ名"
を参照し て く だ さ い。

6. ポン プにポン プ番号 1 を割 り当てます。 セ ク シ ョ
ン13.28 "番号"(ポン プ番号)を参照し て く だ さ い。

7. Grundfos GO Remoteをポン プから取 り外し ます。

8. 次のポン プへの接続を確立し ます。

9. 接続された機器と必要な機能に応じ て、 Grundfos 
GO Remoteを介し て必要なアナログおよびデジ タ
ル入力を設定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン
プ設定を参照し て く だ さ い。

10. Grundfos GO Remoteを使用し て、 ポン プにポン プ
名を割 り当てます。 セ ク シ ョ ン13.39 "ポン プ名"
を参照し て く だ さ い。

この手順は、 モー タ ーに FM 300 が接続さ
れてお り、 「交替運転、 時間」 が選択され
た場合にのみ実施し ます。

[OK]または ボ タ ン を使用し て、 ポン プ
を特定し ます。



日日
本本

語語
  ((JJ

PP
))

56

11. システムに さ らにポン プが取 り付け られている場
合は、 手順7〜10を繰 り返し ます。

12. 「補助」 メ ニ ューを選択し、 マルチポン プ設定 を
選択し ます。

13. 希望のマルチポン プ機能を選択し ます。 セ ク シ ョ
ンに13.48.1 「交替運転」 13.48.2 「バ ッ ク ア ッ プ運
転」 ,
13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ さ い。

14. [>] を押し て続行し ます。

15. ポン プ切 り替えの時間を設定し ます。 すなわち、
2基のポン プの切 り替えが行われる時間を設定し
ます。

16. [>] を押し て続行し ます。

17. 2基のポン プの間で使用する通信方式と し て、 「バ
ス･ケーブル」 を選択し ます。

18. [>] を押し て続行し ます。

19. 「ポンプ2を選択」 を押し ます。

20. リ ス ト からポン プ を選択し ます。

21. [>] を押し て続行し ます。

22. [送信] を押し て設定を確定し ます。

23. システムに3基以上のポン プが取 り付けられてい
る場合は、 手順19〜21を繰 り返し ます。 セ ク シ ョ
ン13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ さ
い。

24. 「セ ッ ト ア ッ プ完了」 ダ イ アログボ ッ ク スで [完了
] を押し ます。

25. Grundfos Eye 中央の緑色の表示灯が点灯するまで
待ち ます。

高高度度制制御御盤盤とと無無線線ポポンン ププ接接続続

1. ポン プの電源を入れます。

2. ポン プでは、 接続された機器と必要な機能に応じ
てアナログ と デジ タルの入力を設定し ます。 セ ク
シ ョ ン13.45 補助ポン プ設定を参照し て く だ さ い。

3. 1基のポン プで[ Assist ] メ ニ ューを選択し、 [ マル
チポン プ設定 ]を選択し ます。

4. [>] を押し て続行し ます。

5. ポン プ間で使用する通信方法と し て 無線を選択
し ます。

6. [>] を押し て続行し ます。

7. 希望のマルチポン プ機能を選択し ます。 セ ク シ ョ
ン13.48.1 「交替運転」 13.48.2 「バ ッ ク ア ッ プ運転」
と13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ さ
い。

8. [>] を 3 回押し て続行し ます。

9. [OK] を押し て別のポンプ を検索し ます。
別のポン プで、 Grundfos Eye の中央の緑色の表示
灯が点滅し ます。

10. マルチポン プシステムに追加するポン プの接続ボ
タ ン を押し ます。

11. [>] を押し て続行し ます。

12. ポン プ切 り替えの時間を設定し ます。 すなわち、
2基のポン プの切 り替えが行われる時間を設定し
ます。

13. [>] を押し て続行し ます。

14. [OK] を押し て設定を確定し ます。
制御パネルの下部にマルチポン プ機能のア イ コ ン
が表示されます。

この手順は、 モー タ ーに FM 300 が接続さ
れてお り、 「交替運転、 時間」 が選択され
た場合にのみ実施し ます。

[OK]または ボ タ ン を使用し て、 ポン プ
を特定し ます。

この手順は、 モー タ ーに FM 300 が接続さ
れてお り、 「交替運転、 時間」 が選択され
た場合にのみ実施し ます。
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高高度度制制御御盤盤とと有有線線ポポンン ププ接接続続

1. GENIbusタ ー ミ ナルA、 Y、 B間を3芯のシール ド
ケーブルでポン プ を相互に接続し ます。

2. ポン プでは、 接続されている機器と必要な機能に
応じ て、 必要なアナログおよびデジ タル入力を設
定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン プ設定を参
照し て く だ さ い。

3. 最初のポン プにポン プ番号 1 を割 り 当てます。 セ
ク シ ョ ン13.28 "番号"(ポン プ番号)を参照し て く だ
さ い。

4. 次のポン プにポン プ番号2を割 り当てます。 セ ク
シ ョ ン13.28 "番号"(ポン プ番号)を参照し て く だ さ
い。

5. システムに3基以上のポン プが取 り付けられてい
る場合は、 ポン プ番号3と4を割 り当てます。 セ ク
シ ョ ン 13.48.3 「カ スケー ド 運転」 と 13.28 "番号"(
ポン プ番号)を参照し て く だ さ い。

6. 1基のポン プで Assist メ ニ ューを選択し、 マルチ
ポン プ設定 を選択し ます。

7. [>] を押し て続行し ます。

8. 2基のポン プの間で使用する通信方式と し て、 有
線GENIbus を選択し ます。

9. [>] を 2 回押し て続行し ます。

10. 希望のマルチポン プ機能を選択し ます。 セ ク シ ョ
ン13.48.1 「交替運転」 13.48.2 「バ ッ ク ア ッ プ運転」
と13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ さ
い。

11. [>] を押し て続行し ます。

12. [OK] を押し て別のポンプ を検索し ます。

13. リ ス ト からポン プ を選択し ます。

14. [>] を押し て続行し ます。

15. ポン プ切 り替えの時間を設定し ます。 すなわち、
2基のポン プの切 り替えが行われる時間を設定し
ます。

16. [>] を押し て続行し ます。

17. [OK] を押し て設定を確定し ます。
制御盤の下にマルチポン プ機能ア イ コ ンが表示さ
れます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmootteeをを介介しし たたママルルチチポポンン ププシシスステテムム
のの無無効効化化

1. 「アシス ト 」 メ ニ ューを選択し ます。

2. マルチポン プ設定を選択し ます。

3. 「無効」 を選択し ます。

4. [>] を押し て続行し ます。

5. [送信] を押し て設定を確定し ます。

6. [完了] を ク リ ッ ク し ます。

高高度度制制御御パパネネルルをを介介しし たたママルルチチポポンン ププシシスステテムムのの無無
効効化化

1. Assist メ ニ ューを選択し ます。

2. マルチポン プ設定 を選択し ます。

3. [>] を押し て続行し ます。

4. [OK] を押し て 非マルチポン プ機能 を確定し ま
す。

5. [>] を押し て続行し ます。

6. [OK] を押し て確定し ます。

1133..4499  制制御御モモーー ドド のの説説明明

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューでは、 選択可能な各制御モー ド につい
て説明し ます。 13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " の節も
参照 く だ さ い。

1133..5500  補補助助故故障障へへののアア ドド ババイイ スス

この メ ニ ューは、 ポン プ故障の場合に指示および対
策を提供し ます。

1144..  ババスス信信号号

このポン プは、 RS-485 入力でのシ リ アル通信をサ
ポー ト し ています。 通信はグルン ド フ ォ スの GENIbus 
プロ ト コルに し たがっ て行われ、 ビル･マネージ メ ン
ト ･システムまたは他の外部制御システム との接続が
可能です。

設定値や運転モー ド などのポン プ運転パラ メ ー タは、
バス信号経由で リ モー ト 設定する こ とができ ます。 同
時に、 ポン プは、 制御パラ メ ー タの実際の値、 入力
電力、 故障表示などの重要なパラ メ ー タ に関するス
テー タ ス情報をバス経由で提供する こ とができ ます。

詳細は、 グルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

この手順は、 モー タ ーに FM 300 が接続さ
れてお り、 「交替運転、 時間」 が選択され
た場合にのみ実施し ます。

バス信号を使用する場合、 R100 または 
Grundfos GO Remote で利用可能な設定の
数が減少し ます。
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11. システムに さ らにポン プが取 り付け られている場
合は、 手順7〜10を繰 り返し ます。

12. 「補助」 メ ニ ューを選択し、 マルチポン プ設定 を
選択し ます。

13. 希望のマルチポン プ機能を選択し ます。 セ ク シ ョ
ンに13.48.1 「交替運転」 13.48.2 「バ ッ ク ア ッ プ運
転」 ,
13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ さ い。

14. [>] を押し て続行し ます。

15. ポン プ切 り替えの時間を設定し ます。 すなわち、
2基のポン プの切 り替えが行われる時間を設定し
ます。

16. [>] を押し て続行し ます。

17. 2基のポン プの間で使用する通信方式と し て、 「バ
ス･ケーブル」 を選択し ます。

18. [>] を押し て続行し ます。

19. 「ポンプ2を選択」 を押し ます。

20. リ ス ト からポン プ を選択し ます。

21. [>] を押し て続行し ます。

22. [送信] を押し て設定を確定し ます。

23. システムに3基以上のポン プが取 り付けられてい
る場合は、 手順19〜21を繰 り返し ます。 セ ク シ ョ
ン13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ さ
い。

24. 「セ ッ ト ア ッ プ完了」 ダ イ アログボ ッ ク スで [完了
] を押し ます。

25. Grundfos Eye 中央の緑色の表示灯が点灯するまで
待ち ます。

高高度度制制御御盤盤とと無無線線ポポンン ププ接接続続

1. ポン プの電源を入れます。

2. ポン プでは、 接続された機器と必要な機能に応じ
てアナログ と デジ タルの入力を設定し ます。 セ ク
シ ョ ン13.45 補助ポン プ設定を参照し て く だ さ い。

3. 1基のポン プで[ Assist ] メ ニ ューを選択し、 [ マル
チポン プ設定 ]を選択し ます。

4. [>] を押し て続行し ます。

5. ポン プ間で使用する通信方法と し て 無線を選択
し ます。

6. [>] を押し て続行し ます。

7. 希望のマルチポン プ機能を選択し ます。 セ ク シ ョ
ン13.48.1 「交替運転」 13.48.2 「バ ッ ク ア ッ プ運転」
と13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ さ
い。

8. [>] を 3 回押し て続行し ます。

9. [OK] を押し て別のポンプ を検索し ます。
別のポン プで、 Grundfos Eye の中央の緑色の表示
灯が点滅し ます。

10. マルチポン プシステムに追加するポン プの接続ボ
タ ン を押し ます。

11. [>] を押し て続行し ます。

12. ポン プ切 り替えの時間を設定し ます。 すなわち、
2基のポン プの切 り替えが行われる時間を設定し
ます。

13. [>] を押し て続行し ます。

14. [OK] を押し て設定を確定し ます。
制御パネルの下部にマルチポン プ機能のア イ コ ン
が表示されます。

この手順は、 モー タ ーに FM 300 が接続さ
れてお り、 「交替運転、 時間」 が選択され
た場合にのみ実施し ます。

[OK]または ボ タ ン を使用し て、 ポン プ
を特定し ます。

この手順は、 モー タ ーに FM 300 が接続さ
れてお り、 「交替運転、 時間」 が選択され
た場合にのみ実施し ます。
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高高度度制制御御盤盤とと有有線線ポポンン ププ接接続続

1. GENIbusタ ー ミ ナルA、 Y、 B間を3芯のシール ド
ケーブルでポン プ を相互に接続し ます。

2. ポン プでは、 接続されている機器と必要な機能に
応じ て、 必要なアナログおよびデジ タル入力を設
定し ます。 セ ク シ ョ ン13.45 補助ポン プ設定を参
照し て く だ さ い。

3. 最初のポン プにポン プ番号 1 を割 り 当てます。 セ
ク シ ョ ン13.28 "番号"(ポン プ番号)を参照し て く だ
さ い。

4. 次のポン プにポン プ番号2を割 り当てます。 セ ク
シ ョ ン13.28 "番号"(ポン プ番号)を参照し て く だ さ
い。

5. システムに3基以上のポン プが取 り付けられてい
る場合は、 ポン プ番号3と4を割 り当てます。 セ ク
シ ョ ン 13.48.3 「カ スケー ド 運転」 と 13.28 "番号"(
ポン プ番号)を参照し て く だ さ い。

6. 1基のポン プで Assist メ ニ ューを選択し、 マルチ
ポン プ設定 を選択し ます。

7. [>] を押し て続行し ます。

8. 2基のポン プの間で使用する通信方式と し て、 有
線GENIbus を選択し ます。

9. [>] を 2 回押し て続行し ます。

10. 希望のマルチポン プ機能を選択し ます。 セ ク シ ョ
ン13.48.1 「交替運転」 13.48.2 「バ ッ ク ア ッ プ運転」
と13.48.3 「カ スケー ド 運転」 を参照し て く だ さ
い。

11. [>] を押し て続行し ます。

12. [OK] を押し て別のポンプ を検索し ます。

13. リ ス ト からポン プ を選択し ます。

14. [>] を押し て続行し ます。

15. ポン プ切 り替えの時間を設定し ます。 すなわち、
2基のポン プの切 り替えが行われる時間を設定し
ます。

16. [>] を押し て続行し ます。

17. [OK] を押し て設定を確定し ます。
制御盤の下にマルチポン プ機能ア イ コ ンが表示さ
れます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmootteeをを介介しし たたママルルチチポポンン ププシシスステテムム
のの無無効効化化

1. 「アシス ト 」 メ ニ ューを選択し ます。

2. マルチポン プ設定を選択し ます。

3. 「無効」 を選択し ます。

4. [>] を押し て続行し ます。

5. [送信] を押し て設定を確定し ます。

6. [完了] を ク リ ッ ク し ます。

高高度度制制御御パパネネルルをを介介しし たたママルルチチポポンン ププシシスステテムムのの無無
効効化化

1. Assist メ ニ ューを選択し ます。

2. マルチポン プ設定 を選択し ます。

3. [>] を押し て続行し ます。

4. [OK] を押し て 非マルチポン プ機能 を確定し ま
す。

5. [>] を押し て続行し ます。

6. [OK] を押し て確定し ます。

1133..4499  制制御御モモーー ドド のの説説明明

この メ ニ ューは、 詳細制御盤でのみ利用可能です。

この メ ニ ューでは、 選択可能な各制御モー ド につい
て説明し ます。 13.5 "コ ン ト ロール ・ モー ド " の節も
参照 く だ さ い。

1133..5500  補補助助故故障障へへののアア ドド ババイイ スス

この メ ニ ューは、 ポン プ故障の場合に指示および対
策を提供し ます。

1144..  ババスス信信号号

このポン プは、 RS-485 入力でのシ リ アル通信をサ
ポー ト し ています。 通信はグルン ド フ ォ スの GENIbus 
プロ ト コルに し たがっ て行われ、 ビル･マネージ メ ン
ト ･システムまたは他の外部制御システム との接続が
可能です。

設定値や運転モー ド などのポン プ運転パラ メ ー タは、
バス信号経由で リ モー ト 設定する こ とができ ます。 同
時に、 ポン プは、 制御パラ メ ー タの実際の値、 入力
電力、 故障表示などの重要なパラ メ ー タ に関するス
テー タ ス情報をバス経由で提供する こ とができ ます。

詳細は、 グルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

この手順は、 モー タ ーに FM 300 が接続さ
れてお り、 「交替運転、 時間」 が選択され
た場合にのみ実施し ます。

バス信号を使用する場合、 R100 または 
Grundfos GO Remote で利用可能な設定の
数が減少し ます。
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1155..  設設定定のの優優先先順順位位

ポン プ制御盤で  を押す と ポン プが停止する よ う に
設定する こ とができ ます。 ポンプが 停止 モー ド でな
い場合、  を連続的に押す と ポン プが停止する よ う
に設定する こ とができ ます。 さ らに、  を連続的に
押し て、 ポン プ を最高速度で運転する よ う に設定す
る こ とができ ます。 Grundfos GO Remote を使用し て、
ポン プが最高速度で運転または停止する よ う に設定
する こ とができ ます。

2 つ以上の機能が同時に有効の場合、 ポン プは、 優先
順位の最も高い機能に し たがっ て運転し ます。

例例 ：： デジ タル入力、 ポン プ制御盤または Grundfos 
GO Remote を介し て最大速度で運転する よ う ポン プ
を設定し た場合、 ポン プは 手動 または 停止 にのみ
設定する こ とができ ます。

設定の優先順位は、 次の表に示されています。

* Grundfos GO Remote または電動機制御盤で行っ
た " 停止 " および " 最高速度 " 設定は、 バスから
送信された " 始動 " などの運転モー ド コ マン ド に
よ っ て無効にする こ とができ ます。 バス通信が中
断された場合、 電動機は、 Grundfos GO Remote 
または電動機制御盤で前に選択されていた運転
モー ド  ( た と えば " 停止 ") で再開し ます。

優優先先順順位位 始始動動--停停止止ボボ タタ ンン
GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee  ままたたははポポンン ププ

制制御御盤盤
デデジジ タタルル入入力力 ババスス通通信信

11 停止

22 停止*

33 手動

44
"最高速度"* /

"ユーザ指定速度"

55 停止

66 "ユーザ指定速度"

77 停止

88 "最高速度"

99 "最低速度"

1100 "始動"

1111 "最高速度"

1122 "最低速度"

1133 "最低速度"

1144 "始動"

1155 "始動"
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1166..  GGrruunnddffooss  EEyyee

ポン プの運転状態は、 制御盤の Grundfos Eye で示さ
れます。 図 57、 A を参照 く だ さ い。

図図  5577 Grundfos Eye
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GGrruunnddffooss  EEyyee 表表示示 説説明明

点灯無し。
電源がオ フ。
ポン プが運転し ていない。

2 つの向き合っ た緑色の表示灯が、 駆動
側の反対側から見てポン プの回転方向
に回転。

電源がオン。
ポン プは運転中。

2 つの向き合っ た緑色の表示灯が、 常に
点灯。

電源がオン。
ポン プが運転し ていない。

1 つの黄色の表示灯が、 駆動側の反対側
から見てポン プの回転方向に回転。

警告。
ポン プは運転中。

1 つの黄色の表示灯が、 常に点灯。
警告。
ポン プは停止。

2 つの向き合っ た赤色の表示灯が、 同時
に点滅。

ア ラーム。
ポン プは停止。

中央の緑色の表示灯が素早 く  4 回点滅。 ポン プが自己の識別のために提供する
フ ィ ー ド バ ッ ク信号。

中央の緑色の表示灯が連続的に点滅。
Grundfos GO Remote または別のポン
プがポン プ との通信を試行中。 ポンプ
制御盤で  を押し て通信を許可し ま
す。

中央の緑色の表示灯が常時点灯。
Grundfos GO Remote を使用し た無線
での リ モー ト ･コ ン ト ロール。
ポン プが無線接続によ り Grundfos GO 
Remote と通信中。

Grundfos GO Remote がポン プ と デー タ
を交換し ている間は、 中央の緑色の表
示灯が素早 く 点滅し ます。 数秒かか り ま
す。

Grundfos GO Remote を使用し た赤外
線での リ モー ト ･コ ン ト ロール。
ポン プが赤外線を介し て Grundfos GO 
Remote からデー タ を受信中。
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1155..  設設定定のの優優先先順順位位

ポン プ制御盤で  を押す と ポン プが停止する よ う に
設定する こ とができ ます。 ポンプが 停止 モー ド でな
い場合、  を連続的に押す と ポン プが停止する よ う
に設定する こ とができ ます。 さ らに、  を連続的に
押し て、 ポン プ を最高速度で運転する よ う に設定す
る こ とができ ます。 Grundfos GO Remote を使用し て、
ポン プが最高速度で運転または停止する よ う に設定
する こ とができ ます。

2 つ以上の機能が同時に有効の場合、 ポン プは、 優先
順位の最も高い機能に し たがっ て運転し ます。

例例 ：： デジ タル入力、 ポン プ制御盤または Grundfos 
GO Remote を介し て最大速度で運転する よ う ポン プ
を設定し た場合、 ポン プは 手動 または 停止 にのみ
設定する こ とができ ます。

設定の優先順位は、 次の表に示されています。

* Grundfos GO Remote または電動機制御盤で行っ
た " 停止 " および " 最高速度 " 設定は、 バスから
送信された " 始動 " などの運転モー ド コ マン ド に
よ っ て無効にする こ とができ ます。 バス通信が中
断された場合、 電動機は、 Grundfos GO Remote 
または電動機制御盤で前に選択されていた運転
モー ド  ( た と えば " 停止 ") で再開し ます。

優優先先順順位位 始始動動--停停止止ボボ タタ ンン
GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee  ままたたははポポンン ププ

制制御御盤盤
デデジジ タタルル入入力力 ババスス通通信信

11 停止

22 停止*

33 手動

44
"最高速度"* /

"ユーザ指定速度"

55 停止

66 "ユーザ指定速度"

77 停止

88 "最高速度"

99 "最低速度"

1100 "始動"

1111 "最高速度"

1122 "最低速度"

1133 "最低速度"

1144 "始動"

1155 "始動"
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1166..  GGrruunnddffooss  EEyyee

ポン プの運転状態は、 制御盤の Grundfos Eye で示さ
れます。 図 57、 A を参照 く だ さ い。

図図  5577 Grundfos Eye
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GGrruunnddffooss  EEyyee 表表示示 説説明明

点灯無し。
電源がオ フ。
ポン プが運転し ていない。

2 つの向き合っ た緑色の表示灯が、 駆動
側の反対側から見てポン プの回転方向
に回転。

電源がオン。
ポン プは運転中。

2 つの向き合っ た緑色の表示灯が、 常に
点灯。

電源がオン。
ポン プが運転し ていない。

1 つの黄色の表示灯が、 駆動側の反対側
から見てポン プの回転方向に回転。

警告。
ポン プは運転中。

1 つの黄色の表示灯が、 常に点灯。
警告。
ポン プは停止。

2 つの向き合っ た赤色の表示灯が、 同時
に点滅。

ア ラーム。
ポン プは停止。

中央の緑色の表示灯が素早 く  4 回点滅。 ポン プが自己の識別のために提供する
フ ィ ー ド バ ッ ク信号。

中央の緑色の表示灯が連続的に点滅。
Grundfos GO Remote または別のポン
プがポン プ との通信を試行中。 ポンプ
制御盤で  を押し て通信を許可し ま
す。

中央の緑色の表示灯が常時点灯。
Grundfos GO Remote を使用し た無線
での リ モー ト ･コ ン ト ロール。
ポン プが無線接続によ り Grundfos GO 
Remote と通信中。

Grundfos GO Remote がポン プ と デー タ
を交換し ている間は、 中央の緑色の表
示灯が素早 く 点滅し ます。 数秒かか り ま
す。

Grundfos GO Remote を使用し た赤外
線での リ モー ト ･コ ン ト ロール。
ポン プが赤外線を介し て Grundfos GO 
Remote からデー タ を受信中。
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1177..  信信号号リリ レレーー

ポン プには、 2 つの内部 リ レーを介し た無電圧信号用
の 2 つの出力があ り ます。

出力信号を 運転、 ポン プ運転中、 準備完了、 ア ラー
ム および 警告 に設定する こ とができ ます。

2 つの信号リ レーの機能は、 下表のと お り です。

説説明明 GGrruunnddffooss  EEyyee

有有効効のの場場合合のの信信号号 リリ レレーーのの接接点点位位置置

運運転転モモーー ドド
運運転転

ポポンンププ
運運転転中中

準準備備完完了了 アア ララーームム 警警告告

電源がオ フ。

オフ

-

ポン プは 通常 
モー ド で運転。

緑色、 回転

通常、 最小
値 または 
最大値

ポン プは 手動 
モー ド で運転。

緑色、 回転

手動

ポン プは 停止 
運転モー ド 。

緑色、 点灯

停止

警告、 ただ し
ポン プは運転
中。

黄色、 回転

通常、 最小
値 または 
最大値

警告、 ただ し
ポン プは 手動 
モー ド で運転。

黄色、 回転

手動

警告、 ただ し
ポン プは 停止 
コ マン ド を介
し て停止。 黄色、 点灯

停止

ア ラーム、 た
だ し ポン プは
運転中。

赤色、 回転

通常、 最小
値 または 
最大値

ア ラーム、 た
だ し ポン プは 
手動 モー ド で
運転。 赤色、 回転

手動

ア ラームによ
り ポン プは停
止。 赤色、 点滅

停止

低流量停止機
能 によ り ポン
プは停止。 緑色、 点灯

通常

NCNOC NCNOC NCNOC NCNOC NCNOC

C NO NC C NO NC C NO NC NCNOC NCNOC

C NO NC C NO NC NCNOC NCNOC NCNOC

NCNOC NCNOC C NO NC NCNOC NCNOC

C NO NC C NO NC C NO NC
NCNOC

C NO NC

C NO NC C NO NC NCNOC NCNOC C NO NC

NCNOC NCNOC C NO NC NCNOC C NO NC

C NO NC C NO NC NCNOC C NO NC NCNOC

C NO NC C NO NC NCNOC C NO NC NCNOC

NCNOC NCNOC NCNOC C NO NC NCNOC

C NO NC NCNOC C NO NC NCNOC NCNOC
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1188..  通通信信イイ ンン タタ ーーフフ ェェ ーースス･･モモジジ ュューールルのの
取取りり付付けけ

図図  5588 帯電防止サービス キ ッ ト

1. 4 個のネジ (図 59、 A) を緩め、 端子箱カバー (図 
59、 B) を取り 外し ます。

図図  5599 端子箱カバーの取り 外し

2. ロ ッ キング タ ブ (図 60、 A) を押し て CIM カバー (
図 60、 B) を取 り外し、 カバーの端を持ち上げま
す (図 60、 C)。 カバーを フ ッ クから外し ます (図 
60、 D)。

図図  6600 CIM カバーの取 り外し

3. 固定ネジ (図 61、 A) を取り 外し ます。

図図  6611 固定ネジの取り 外し

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 5分以上待っ てから、 電動機での
作業を始めます。 電源が不用意に入ら な
いよ う に必ず確認し て く だ さ い。

電子機器を取 り扱 う 際は、 つねに静電気防
止用サービスキ ッ ト を使用し て く だ さ い。 
これによ っ て、 部品の静電気によ る損傷を
予防し ます。

保護し ない と きは、 部品を静電気防止用の
布の上に置き ます。
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1177..  信信号号リリ レレーー

ポン プには、 2 つの内部 リ レーを介し た無電圧信号用
の 2 つの出力があ り ます。

出力信号を 運転、 ポン プ運転中、 準備完了、 ア ラー
ム および 警告 に設定する こ とができ ます。

2 つの信号リ レーの機能は、 下表のと お り です。

説説明明 GGrruunnddffooss  EEyyee

有有効効のの場場合合のの信信号号 リリ レレーーのの接接点点位位置置

運運転転モモーー ドド
運運転転

ポポンンププ
運運転転中中

準準備備完完了了 アア ララーームム 警警告告

電源がオ フ。

オフ

-

ポン プは 通常 
モー ド で運転。

緑色、 回転

通常、 最小
値 または 
最大値

ポン プは 手動 
モー ド で運転。

緑色、 回転

手動

ポン プは 停止 
運転モー ド 。

緑色、 点灯

停止

警告、 ただ し
ポン プは運転
中。

黄色、 回転

通常、 最小
値 または 
最大値

警告、 ただ し
ポン プは 手動 
モー ド で運転。

黄色、 回転

手動

警告、 ただ し
ポン プは 停止 
コ マン ド を介
し て停止。 黄色、 点灯

停止

ア ラーム、 た
だ し ポン プは
運転中。

赤色、 回転

通常、 最小
値 または 
最大値

ア ラーム、 た
だ し ポン プは 
手動 モー ド で
運転。 赤色、 回転

手動

ア ラームによ
り ポン プは停
止。 赤色、 点滅

停止

低流量停止機
能 によ り ポン
プは停止。 緑色、 点灯

通常

NCNOC NCNOC NCNOC NCNOC NCNOC

C NO NC C NO NC C NO NC NCNOC NCNOC

C NO NC C NO NC NCNOC NCNOC NCNOC

NCNOC NCNOC C NO NC NCNOC NCNOC

C NO NC C NO NC C NO NC
NCNOC

C NO NC

C NO NC C NO NC NCNOC NCNOC C NO NC

NCNOC NCNOC C NO NC NCNOC C NO NC

C NO NC C NO NC NCNOC C NO NC NCNOC

C NO NC C NO NC NCNOC C NO NC NCNOC

NCNOC NCNOC NCNOC C NO NC NCNOC

C NO NC NCNOC C NO NC NCNOC NCNOC
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1188..  通通信信イイ ンン タタ ーーフフ ェェ ーースス･･モモジジ ュューールルのの
取取りり付付けけ

図図  5588 帯電防止サービス キ ッ ト

1. 4 個のネジ (図 59、 A) を緩め、 端子箱カバー (図 
59、 B) を取り 外し ます。

図図  5599 端子箱カバーの取り 外し

2. ロ ッ キング タ ブ (図 60、 A) を押し て CIM カバー (
図 60、 B) を取 り外し、 カバーの端を持ち上げま
す (図 60、 C)。 カバーを フ ッ クから外し ます (図 
60、 D)。

図図  6600 CIM カバーの取 り外し

3. 固定ネジ (図 61、 A) を取り 外し ます。

図図  6611 固定ネジの取り 外し

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 5分以上待っ てから、 電動機での
作業を始めます。 電源が不用意に入ら な
いよ う に必ず確認し て く だ さ い。

電子機器を取 り扱 う 際は、 つねに静電気防
止用サービスキ ッ ト を使用し て く だ さ い。 
これによ っ て、 部品の静電気によ る損傷を
予防し ます。

保護し ない と きは、 部品を静電気防止用の
布の上に置き ます。
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4. 3 つのプ ラ スチ ッ ク製ホルダー (図 62、 A) と接続
プ ラ グ (図 62、 B) を使用し て位置を合わせ、 CIM 
モジ ュールを取 り付けます。 指でモジ ュールを押
し て固定し ます。

図図  6622 CIMモジ ュールの取 り付け

5. 固定ネジ (図 61、 A) を取り 付け、 1.3 Nm で締め
ます。

6. モジ ュールに付属の説明に従っ て、 CIM モジ ュー
ルの電気接続を行います。

7. いずれかのアース ク ラ ン プ (図 63、 A) を介し て、
バスケーブルのシール ド をアースに接続し ます。

図図  6633 ケーブルシール ド のアース接続

8. ケーブルを CIM モジ ュールに取 り回し ます。 図 
64 の例を参照 く だ さ い。

図図  6644 ワイヤ取り 回しの例

9. CIM カバーを取 り付けます。

10. CIM モジ ュールに FCC ラベルが付属し ている場
合、 端子箱に貼付し ます。 図 65 を参照 く だ さ い。

図図  6655 FCC ラ ベル

11. 端子箱カバー (図 59、 B) を取 り付け、 4 個の取り
付けネジ (図 59、 A) を 6 Nm で対角に締めます。
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端子箱カバーが制御盤と揃っ ている こ と を
確認し ます。 21. 制御盤の位置の変更 の節
を参照 く だ さ い。
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1199..  機機能能モモジジ ュューールルのの識識別別

取 り付けたモジ ュールを、 以下のいずれかの方法で
識別する こ とができ ます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

"ステー タ ス"の"取 り付けたモジ ュール" メ ニ ューで
機能モジ ュールを識別する こ とができ ます。

ポポンン ププののデデ ィィ ススププ レレ イイ

詳細制御盤が取 り付け られたポン プの場合、 ステー
タ ス の 取 り付けたモジ ュール メ ニ ューで機能モ
ジ ュールを識別する こ とができ ます。

電電動動機機銘銘板板

取 り付けたモジ ュールを電動機銘板で識別する こ と
ができ ます。 図 66 を参照 く だ さ い。

図図  6666 機能モジ ュールの識別

2200..  制制御御盤盤のの識識別別

取 り付けたモジ ュールを、 以下のいずれかの方法で
識別する こ とができ ます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

"ステー タ ス"の"取 り付けたモジ ュール" メ ニ ューで
制御盤を識別する こ とができ ます。

ポポンン ププののデデ ィィ ススププ レレ イイ

詳細制御盤が取 り付け られたポン プの場合、 ステー
タ ス の 取 り付けたモジ ュール メ ニ ューで制御盤を
識別する こ とができ ます。

電電動動機機銘銘板板

取 り付けた制御盤を電動機銘板で識別する こ とがで
き ます。 図 67 を参照 く だ さ い。

図図  6677 制御盤の識別
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4. 3 つのプ ラ スチ ッ ク製ホルダー (図 62、 A) と接続
プ ラ グ (図 62、 B) を使用し て位置を合わせ、 CIM 
モジ ュールを取 り付けます。 指でモジ ュールを押
し て固定し ます。

図図  6622 CIMモジ ュールの取 り付け

5. 固定ネジ (図 61、 A) を取り 付け、 1.3 Nm で締め
ます。

6. モジ ュールに付属の説明に従っ て、 CIM モジ ュー
ルの電気接続を行います。

7. いずれかのアース ク ラ ン プ (図 63、 A) を介し て、
バスケーブルのシール ド をアースに接続し ます。

図図  6633 ケーブルシール ド のアース接続

8. ケーブルを CIM モジ ュールに取 り回し ます。 図 
64 の例を参照 く だ さ い。

図図  6644 ワイヤ取り 回しの例

9. CIM カバーを取 り付けます。

10. CIM モジ ュールに FCC ラベルが付属し ている場
合、 端子箱に貼付し ます。 図 65 を参照 く だ さ い。

図図  6655 FCC ラ ベル

11. 端子箱カバー (図 59、 B) を取 り付け、 4 個の取り
付けネジ (図 59、 A) を 6 Nm で対角に締めます。
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端子箱カバーが制御盤と揃っ ている こ と を
確認し ます。 21. 制御盤の位置の変更 の節
を参照 く だ さ い。
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1199..  機機能能モモジジ ュューールルのの識識別別

取 り付けたモジ ュールを、 以下のいずれかの方法で
識別する こ とができ ます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

"ステー タ ス"の"取 り付けたモジ ュール" メ ニ ューで
機能モジ ュールを識別する こ とができ ます。

ポポンン ププののデデ ィィ ススププ レレ イイ

詳細制御盤が取 り付け られたポン プの場合、 ステー
タ ス の 取 り付けたモジ ュール メ ニ ューで機能モ
ジ ュールを識別する こ とができ ます。

電電動動機機銘銘板板

取 り付けたモジ ュールを電動機銘板で識別する こ と
ができ ます。 図 66 を参照 く だ さ い。

図図  6666 機能モジ ュールの識別

2200..  制制御御盤盤のの識識別別

取 り付けたモジ ュールを、 以下のいずれかの方法で
識別する こ とができ ます。

GGrruunnddffooss  GGOO  RReemmoottee

"ステー タ ス"の"取 り付けたモジ ュール" メ ニ ューで
制御盤を識別する こ とができ ます。

ポポンン ププののデデ ィィ ススププ レレ イイ

詳細制御盤が取 り付け られたポン プの場合、 ステー
タ ス の 取 り付けたモジ ュール メ ニ ューで制御盤を
識別する こ とができ ます。

電電動動機機銘銘板板

取 り付けた制御盤を電動機銘板で識別する こ とがで
き ます。 図 67 を参照 く だ さ い。

図図  6677 制御盤の識別
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2211..  制制御御盤盤のの位位置置のの変変更更

制御盤を 180 ° 回転させる こ とができ ます。 以下の
手順に従っ て作業を行っ て く だ さ い。

1. 端子箱カバーの 4 個のネジ (TX25) を緩めます。

図図  6688 ネジを緩める

2. 端子箱カバーを取 り外し ます。

図図  6699 端子箱カバーの取り 外し

3. 2 個のロ ッ キング タ ブ (A) を押し たまま、 プ ラ ス
チ ッ ク製カバー (B) を慎重に持ち上げます。

図図  7700 プ ラ スチ ッ ク製カバーを持ち上げる

4. プ ラ スチ ッ ク製カバーを 180 ° 回転させます。

図図  7711 プ ラ スチ ッ ク製カバーを回転させる

5. プ ラ スチ ッ ク製カバーを 4 個のゴム製ピ ン (C) 上
に正し く 配置し ます。 ロ ッ キング タ ブ (A) の位置
が適切である こ と を確認し ます。

図図  7722 プ ラ スチ ッ ク製カバーの位置合わせ

6. 端子箱カバーを取 り付け、 180 ° 回転させて、 制
御盤のボ タ ン と プ ラ スチ ッ ク製カバー上のボ タ ン
が揃 う よ う に し ます。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 5分以上待っ てから、 電動機での
作業を始めます。 電源が不用意に入ら な
いよ う に必ず確認し て く だ さ い。
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7. 4 個のネジ (TX25) を 5 Nm で締めます。

図図  7733 端子箱カバーの取り 付け

2222..  製製品品ののササーービビスス

2222..11  電電動動機機

製品のサービスが必要な場合、 グルン ド フ ォ スサー
ビスまでお問い合わせ く だ さ い。

2222..22  ポポンンププ

サービス関連書類はGrundfos Product Center から ダ
ウン ロー ド 可能です
(http://product-selection.grundfos.com/)。

ご質問は、 最寄のグルン ド フ ォ ス営業所またはサー
ビス会社にご連絡 く だ さ い。

2233..  製製品品ののクク リリ ーーニニンンググ

電動機内での結露を防ぐ ため、 冷水を吹き付ける前
に電動機を冷ま し ます。
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危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 5分以上待っ てから、 電動機での
作業を始めます。 電源が不用意に入ら な
いよ う に必ず確認し て く だ さ い。

危危険険

磁磁場場

死亡または深刻な傷害
- ペース メ ーカーを使用し ている場合は、

電動機またはロー タ ーを取 り扱わないで
く だ さ い。

警警告告

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 製品に水を吹き付ける前に、 端子
箱カバーに損傷がない こ と を確認し て く
だ さ い。
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2211..  制制御御盤盤のの位位置置のの変変更更

制御盤を 180 ° 回転させる こ とができ ます。 以下の
手順に従っ て作業を行っ て く だ さ い。

1. 端子箱カバーの 4 個のネジ (TX25) を緩めます。

図図  6688 ネジを緩める

2. 端子箱カバーを取 り外し ます。

図図  6699 端子箱カバーの取り 外し

3. 2 個のロ ッ キング タ ブ (A) を押し たまま、 プ ラ ス
チ ッ ク製カバー (B) を慎重に持ち上げます。

図図  7700 プ ラ スチ ッ ク製カバーを持ち上げる

4. プ ラ スチ ッ ク製カバーを 180 ° 回転させます。

図図  7711 プ ラ スチ ッ ク製カバーを回転させる

5. プ ラ スチ ッ ク製カバーを 4 個のゴム製ピ ン (C) 上
に正し く 配置し ます。 ロ ッ キング タ ブ (A) の位置
が適切である こ と を確認し ます。

図図  7722 プ ラ スチ ッ ク製カバーの位置合わせ

6. 端子箱カバーを取 り付け、 180 ° 回転させて、 制
御盤のボ タ ン と プ ラ スチ ッ ク製カバー上のボ タ ン
が揃 う よ う に し ます。

危危険険

感感電電

- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 5分以上待っ てから、 電動機での
作業を始めます。 電源が不用意に入ら な
いよ う に必ず確認し て く だ さ い。
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7. 4 個のネジ (TX25) を 5 Nm で締めます。

図図  7733 端子箱カバーの取り 付け

2222..  製製品品ののササーービビスス

2222..11  電電動動機機

製品のサービスが必要な場合、 グルン ド フ ォ スサー
ビスまでお問い合わせ く だ さ い。

2222..22  ポポンンププ

サービス関連書類はGrundfos Product Center から ダ
ウン ロー ド 可能です
(http://product-selection.grundfos.com/)。

ご質問は、 最寄のグルン ド フ ォ ス営業所またはサー
ビス会社にご連絡 く だ さ い。

2233..  製製品品ののクク リリ ーーニニンンググ

電動機内での結露を防ぐ ため、 冷水を吹き付ける前
に電動機を冷ま し ます。
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いよ う に必ず確認し て く だ さ い。
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死亡または深刻な傷害
- ペース メ ーカーを使用し ている場合は、

電動機またはロー タ ーを取 り扱わないで
く だ さ い。
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- 死亡または深刻な傷害
- 電動機および信号用 リ レーの電源を切 り

ます。 製品に水を吹き付ける前に、 端子
箱カバーに損傷がない こ と を確認し て く
だ さ い。
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2244.. 出出荷荷時時設設定定

● 機能は有効です。

❍ 機能は無効です。

- 機能は利用でき ません。

設設定定

CCRREE,,  CCRRIIEE,,  CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  MMTTRREE
機機能能説説明明のの

ペペーージジ製製造造時時ににセセ ッッ トト ささ
れれるるセセンンササ付付きき

製製造造時時ににセセ ッッ トト ささ
れれるるセセンンササなな しし

CCMMEE

設定値
センサー範囲の

75 %
75％の速度 75％の速度 28

運転モー ド 通常 通常 通常 28

制御モー ド 「定圧」 「出力一定」 「出力一定」 29

注水機能 非作動 非作動 非作動 47

"製品のボ タ ン" 有効 有効 有効 50

"停止機能"(低流量停止機能) 非作動 非作動 非作動 45

"コ ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) ● ● ●
40"Ti" 0.5 0.5 0.5

"Kp" 0.5 0.5 0.5

動作範囲 25-100 % 25-100 % 25-100 % 41

加減速

48加速時間 1 秒 1 秒 1 秒

減速時間 3 秒 3 秒 3 秒

"番号"(ポンプ番号) - - - 49

"無線通信" 有効 有効 有効 49

"アナログ入力 1" 4-20 mA 非作動 非作動

34"アナログ入力 2" 非作動 非作動 非作動

"アナログ入力 3"1) 非作動 非作動 -1)

"Pt100/1000 入力 1"1) 非作動 非作動 -1)

35
"Pt100/1000 入力 2"1) 非作動 非作動 -1)

"デジ タル入力 1" 外部停止 外部停止 外部停止
36

"デジ タル入力 2"1) 非作動 非作動 -1)

"デジ タル入力/出力 3" 非作動 非作動 非作動
37

"デジ タル入力/出力 4"1) 非作動 非作動 -1)

"パルス流量計" ❍ ❍ ❍ 48

あ らかじ め決めた設定値 0 bar 0 % 0 % 43

アナログ出力1) "速度" "速度" -1) 39

外部設定値機能 非作動 非作動 非作動 42

"信号 リ レー 1" "ア ラーム" "ア ラーム" "ア ラーム"
38

"信号 リ レー 2" "運転" "運転" "運転"

リ ミ ッ ト  1 超過 非作動 非作動 非作動
44

リ ミ ッ ト  2 超過 非作動 非作動 非作動

"LiqTec"1) 非作動 非作動 -1)

45
"検出遅延時間"1) 10 秒 10 秒 -1)

静止中加熱 非作動 非作動 非作動 48
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1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

電動機ベア リ ングの監視 非作動 非作動 非作動 48

"ポン プ名" - - - 51

"接続コー ド " - - - 52

"単位設定" SI SI SI 50

設設定定

CCRREE,,  CCRRIIEE,,  CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  MMTTRREE
機機能能説説明明のの

ペペーージジ製製造造時時ににセセ ッッ トト ささ
れれるるセセンンササ付付きき

製製造造時時ににセセ ッッ トト ささ
れれるるセセンンササなな しし

CCMMEE
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制御モー ド 「定圧」 「出力一定」 「出力一定」 29

注水機能 非作動 非作動 非作動 47

"製品のボ タ ン" 有効 有効 有効 50

"停止機能"(低流量停止機能) 非作動 非作動 非作動 45

"コ ン ト ローラ"(コ ン ト ローラ設定) ● ● ●
40"Ti" 0.5 0.5 0.5

"Kp" 0.5 0.5 0.5

動作範囲 25-100 % 25-100 % 25-100 % 41

加減速

48加速時間 1 秒 1 秒 1 秒

減速時間 3 秒 3 秒 3 秒

"番号"(ポンプ番号) - - - 49

"無線通信" 有効 有効 有効 49

"アナログ入力 1" 4-20 mA 非作動 非作動

34"アナログ入力 2" 非作動 非作動 非作動

"アナログ入力 3"1) 非作動 非作動 -1)

"Pt100/1000 入力 1"1) 非作動 非作動 -1)

35
"Pt100/1000 入力 2"1) 非作動 非作動 -1)

"デジ タル入力 1" 外部停止 外部停止 外部停止
36

"デジ タル入力 2"1) 非作動 非作動 -1)

"デジ タル入力/出力 3" 非作動 非作動 非作動
37

"デジ タル入力/出力 4"1) 非作動 非作動 -1)

"パルス流量計" ❍ ❍ ❍ 48

あ らかじ め決めた設定値 0 bar 0 % 0 % 43

アナログ出力1) "速度" "速度" -1) 39

外部設定値機能 非作動 非作動 非作動 42

"信号 リ レー 1" "ア ラーム" "ア ラーム" "ア ラーム"
38

"信号 リ レー 2" "運転" "運転" "運転"

リ ミ ッ ト  1 超過 非作動 非作動 非作動
44

リ ミ ッ ト  2 超過 非作動 非作動 非作動

"LiqTec"1) 非作動 非作動 -1)

45
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1) 詳細機能モジ ュール、 タ イ プ FM 300 が取 り付けられている場合にのみ利用可能です。

電動機ベア リ ングの監視 非作動 非作動 非作動 48

"ポン プ名" - - - 51

"接続コー ド " - - - 52

"単位設定" SI SI SI 50

設設定定

CCRREE,,  CCRRIIEE,,  CCRRNNEE,,  SSPPKKEE,,  MMTTRREE
機機能能説説明明のの

ペペーージジ製製造造時時ににセセ ッッ トト ささ
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れれるるセセンンササなな しし

CCMMEE



日日
本本

語語
  ((JJ

PP
))

68

2255..  絶絶縁縁テテスス トト

MGE 電動機に関係する設置作業に伴 う 絶縁テス ト は、
内蔵電子機器が損傷する恐れがあ り ますので行わな
いで く だ さ い。

2266..  技技術術デデーータタ、、 単単相相電電動動機機

2266..11  電電源源電電圧圧

• 1 x 200-240 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一致し ている
こ と を確認し て く だ さ い。

推推奨奨さされれるる ヒヒ ュューーズズののササイイズズ

通常のヒ ューズ同様、 速断ヒ ューズまたはスローブ
ロー ・ ヒ ューズが使用でき ます。

2266..22  漏漏れれ電電流流

アース漏れ電流 3.5 mA、 AC 未満。

アース漏れ電流 10 mA、 DC 未満。

漏れ電流は EN 61800-5-1:2007 に し たがっ て測定さ
れます。

2277..  技技術術デデーータタ、、 三三相相電電動動機機

2277..11  電電源源電電圧圧

電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一致し ている
こ と を確認し て く だ さ い。

推推奨奨さされれるる ヒヒ ュューーズズののササイイズズ

• 3 x 380-500 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

• 3 x 200-240 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

通常のヒ ューズ同様、 速断ヒ ューズまたはスローブ
ロー ・ ヒ ューズが使用でき ます。

電電動動機機ササイイズズ
[[kkWW]]

最最低低
[[AA]]

最最高高
[[AA]]

0.25 - 0.75 6 10

1.1 - 1.5 10 16

電電動動機機ササイイズズ
[[kkWW]]

最最低低
[[AA]]

最最高高
[[AA]]

0.25 - 1.1 6 6

1.5 6 10

2.2 6 16

3 10 16

4 13 16

5.5 16 32

7.5 20 32

11 32 32

電電動動機機ササイイズズ
[[kkWW]]

最最低低
[[AA]]

最最高高
[[AA]]

1.1 10 20

1.5 10 20

2.2 13 35

3 16 35

4 25 35

5.5 32 35

日日
本本

語語
  ((
JJ
PP

))

69

2277..22  漏漏れれ電電流流  ((AACC))

漏れ電流は、 シ ャ フ ト に負荷がかかっ ていない状態
で、 EN 61800-5-1:2007 に し たがっ て測定されます。

2288..  入入力力//出出力力

アアーースス基基準準

すべての電圧はアースが基準です。 すべての電流は
アースに戻 り ます。

絶絶対対最最大大電電圧圧おおよよびび電電流流制制限限

以下の電気的制限を超過する と、 運転の信頼性と電
動機の寿命が大幅に低下/短縮する可能性があ り ま
す。

リ レー 1 ：

最大接点負荷 ： 250 VAC、 2 A または 30 VDC、 2 A

リ レー 2 ：

最大接点負荷 ： 30 VDC、 2 A

GENI 端子 ： -5.5 ～ 9.0 VDC または 25 mADC 未満

その他の入力/出力端子 ： -0.5 ～ 26 VDC または 15 
mADC 未満

デデジジ タタルル入入力力、、 DDII

Vi が 0 VDC に等し い と きの内部プルア ッ プ電流 10 
mA 以上

5 VDC への内部プルア ッ プ (5 VDC 以上の Vi に対し
て無電流)

特定低論理レベル ： Vi 1.5 VDC 未満

特定高論理レベル ： Vi 3.0 VDC 以上

ヒ ステ リ シス ： な し。

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

最大ケーブル長 ： 500 m

オオーーププンン ココ レレ クク タタ デデジジ タタルル出出力力、、 OOCC

シン ク電流容量 ： 75 mADC、 電流ソースな し

負荷タ イ プ ： 抵抗性および/または誘導性

75 mADC での低状態出力電圧 ： 最大 1.2 VDC

10 mADC での低状態出力電圧 ： 最大 0.6 VDC

過電流保護 ： あ り。

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

最大ケーブル長 ： 500 m

速速度度
[[mmiinn--11]]

出出力力
[[kkWW]]

電電源源電電圧圧
[[VV]]

漏漏れれ電電流流
[[mmAA]]

1400-2000
1450-2200

0.25 - 1.5
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

2.2 - 4
≤  400 < 3.5

> 400 < 3.5

5.5 - 7.5
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

2900-4000

0.25 - 2.2
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

3 - 5.5
≤  400 < 3.5

> 400 < 3.5

7.5 - 11
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

4000-5900

0.25 - 2.2
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

3 - 5.5
≤  400 < 3.5

> 400 < 3.5

7.5 - 11
≤  400 < 3.5

> 400 < 5
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2255..  絶絶縁縁テテスス トト

MGE 電動機に関係する設置作業に伴 う 絶縁テス ト は、
内蔵電子機器が損傷する恐れがあ り ますので行わな
いで く だ さ い。

2266..  技技術術デデーータタ、、 単単相相電電動動機機

2266..11  電電源源電電圧圧

• 1 x 200-240 V - 10 %/+ 10 %、 50/60 Hz、 PE

電源電圧と周波数が、 銘板上の数値と一致し ている
こ と を確認し て く だ さ い。

推推奨奨さされれるる ヒヒ ュューーズズののササイイズズ

通常のヒ ューズ同様、 速断ヒ ューズまたはスローブ
ロー ・ ヒ ューズが使用でき ます。

2266..22  漏漏れれ電電流流

アース漏れ電流 3.5 mA、 AC 未満。

アース漏れ電流 10 mA、 DC 未満。

漏れ電流は EN 61800-5-1:2007 に し たがっ て測定さ
れます。

2277..  技技術術デデーータタ、、 三三相相電電動動機機
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[[AA]]

0.25 - 1.1 6 6

1.5 6 10

2.2 6 16

3 10 16

4 13 16

5.5 16 32

7.5 20 32

11 32 32

電電動動機機ササイイズズ
[[kkWW]]

最最低低
[[AA]]

最最高高
[[AA]]

1.1 10 20

1.5 10 20

2.2 13 35

3 16 35

4 25 35

5.5 32 35
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2277..22  漏漏れれ電電流流  ((AACC))

漏れ電流は、 シ ャ フ ト に負荷がかかっ ていない状態
で、 EN 61800-5-1:2007 に し たがっ て測定されます。

2288..  入入力力//出出力力

アアーースス基基準準

すべての電圧はアースが基準です。 すべての電流は
アースに戻 り ます。

絶絶対対最最大大電電圧圧おおよよびび電電流流制制限限

以下の電気的制限を超過する と、 運転の信頼性と電
動機の寿命が大幅に低下/短縮する可能性があ り ま
す。

リ レー 1 ：

最大接点負荷 ： 250 VAC、 2 A または 30 VDC、 2 A

リ レー 2 ：

最大接点負荷 ： 30 VDC、 2 A

GENI 端子 ： -5.5 ～ 9.0 VDC または 25 mADC 未満

その他の入力/出力端子 ： -0.5 ～ 26 VDC または 15 
mADC 未満

デデジジ タタルル入入力力、、 DDII

Vi が 0 VDC に等し い と きの内部プルア ッ プ電流 10 
mA 以上

5 VDC への内部プルア ッ プ (5 VDC 以上の Vi に対し
て無電流)

特定低論理レベル ： Vi 1.5 VDC 未満

特定高論理レベル ： Vi 3.0 VDC 以上

ヒ ステ リ シス ： な し。

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

最大ケーブル長 ： 500 m

オオーーププンン ココ レレ クク タタ デデジジ タタルル出出力力、、 OOCC

シン ク電流容量 ： 75 mADC、 電流ソースな し

負荷タ イ プ ： 抵抗性および/または誘導性

75 mADC での低状態出力電圧 ： 最大 1.2 VDC

10 mADC での低状態出力電圧 ： 最大 0.6 VDC

過電流保護 ： あ り。

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

最大ケーブル長 ： 500 m

速速度度
[[mmiinn--11]]

出出力力
[[kkWW]]

電電源源電電圧圧
[[VV]]

漏漏れれ電電流流
[[mmAA]]

1400-2000
1450-2200

0.25 - 1.5
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

2.2 - 4
≤  400 < 3.5

> 400 < 3.5

5.5 - 7.5
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

2900-4000

0.25 - 2.2
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

3 - 5.5
≤  400 < 3.5

> 400 < 3.5

7.5 - 11
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

4000-5900

0.25 - 2.2
≤  400 < 3.5

> 400 < 5

3 - 5.5
≤  400 < 3.5

> 400 < 3.5

7.5 - 11
≤  400 < 3.5

> 400 < 5
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アアナナロロググ入入力力、、 AAII

電圧信号範囲 ：

• 0.5 - 3.5 VDC、 AL AU

• 0-5 VDC、 AU

• 0-10 VDC、 AU

電圧信号 ： 25 °C で Ri 100 kΩ 以上

運転温度で漏れ電流が発生する可能性があ り ます。 
ソース イ ン ピーダンスを低 く 保ち ます。

電流信号範囲 ：

• 0-20 mADC、 AU

• 4-20 mADC、 AL AU

電流信号 ： Ri は 292 Ω
電流過負荷保護 ： あ り。 電流信号に変化。

測定公差 ： フルスケール (最大点被覆) の - 0/+ 3 %

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

最大ケーブル長 ： ポテンシ ョ メ ー タ を除き 500 m

+5 V、 GND および AI に接続されたポテンシ ョ メ ー
タ ：

最大 10 kΩ 使用

最大ケーブル長 ： 100 m

アアナナロロググ出出力力、、 AAOO

電流ソース容量のみ

電圧信号 ：

• 範囲 ： 0-10 VDC

•  AO と  GND の間の最小負荷 ： 1 kΩ
• 短絡保護 ： あ り。

電流信号 ：

• 範囲 ： 0-20 および 4-20 mADC

•  AO と  GND の間の最大負荷 ： 500 Ω
• 開路保護 ： あ り。

公差 ： フルスケール (最大点被覆) の - 0/+ 4 %

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

最大ケーブル長 ： 500 m

PPtt110000//11000000  入入力力、、 PPtt

温度範囲 ：

• 最低 ： -30 °C. 88 Ω / 882 Ω
• 最高 ： 180 °C. 168 Ω / 1685 Ω
測定公差 ： ± 1.5 °C.

測定分解能 ： 0.3 °C 未満

自動範囲検出、 Pt100 または Pt1000 ： あ り。

センサ故障ア ラーム ： あ り。

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

短いワイヤには Pt100 を使用し ます。

長いワイヤには Pt1000 を使用し ます。

LLiiqqTTeecc  セセンンササ入入力力

グルン ド フ ォ ス LiqTec センサのみを使用し ます。

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

ググルルンン ドド フフ ォォ ススデデジジ タタルルセセンンササ入入力力おおよよびび出出力力、、
GGDDSS

グルン ド フ ォ スデジ タルセンサのみを使用し ます。

電電源源

++55  VV ：：

• 出力電圧 ： 5 VDC - 5 %/+ 5 %

• 最大電流 ： 50 mADC (ソースのみ)

• 過負荷保護 ： あ り。

++2244  VV ：：

• 出力電圧 ： 24 VDC - 5 %/+ 5 %

• 最大電流 ： 60 mADC (ソースのみ)

• 過負荷保護 ： あ り。

デデジジ タタルル出出力力、、 リリ レレーー

無電圧切換接点。

使用時の最小接点負荷 ： 5 VDC, 10 mA

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 2.5 mm2、 28-12 AWG

最大ケーブル長 ： 500 m

ババスス入入力力

グルン ド フ ォ ス ・ バス通信プロ ト コル, GENIbusプ ロ
ト コル, RS-485

シール ド 付き3芯ケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 
AWG

最大ケーブル長 ： 500 m
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2299..  そそのの他他のの技技術術デデーータタ

EEMMCC  ((eelleeccttrroommaaggnneettiicc  ccoommppaattiibbiilliittyy  ==  電電磁磁両両立立性性))

適用規格 ： EN 61800-3.

下の表に電動機の放射カ テゴ リ を示し ます。

C1 は住宅地域向けの要件を満た し ています。
注注 ：： 公衆網に接続し た場合、 11 kW 電動機は EN 
61000-3-12 の部分重み付け高調波ひずみ率 (PWHD) 
に準拠し ません。 配電事業者から要求された場合、 以
下の方法で準拠を確保する こ とができ ます。

電動機と共通結合点 (PCC) の間の メ イ ンケーブルの
イ ン ピーダンスは、 断面積 0.5 mm の 50 メ ー ト ル
ケーブルのイ ン ピーダンスに相当し なければな り ま
せん。

C1 は工業地域けの要件を満た し ています。
注注 ：： この電動機を住宅地域に取 り付ける と き、 電動
機の電磁干渉があるため、 追加測定を必要と する場
合があ り ます。

* 外部グルン ド フ ォ ス EMC フ ィ ルタ を取り 付けた
場合、 C1。

イ ミ ュ ニテ ィ ： 電動機は工業地域けの要件を満た し
ています。

詳細は、 グルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

保保護護等等級級

標準 ： IP55 (IEC 34-5)

オプシ ョ ン ： IP66 (IEC 34-5)

絶絶縁縁等等級級

F (IEC 85)

待待機機時時消消費費電電力力

5-10 W

ケケーーブブルル取取入入れれ口口

ポポンン ププにに付付属属ののケケーーブブルルググララ ンン ドド

トト ルルクク

電電動動機機
[[kkWW]]

放放射射カカ テテゴゴ リリ

11445500--22000000  mmiinn--11 22990000--44000000  mmiinn--11

44000000--55990000  mmiinn--11

0.25 C1 C1

0.37 C1 C1

0.55 C1 C1

0.75 C1 C1

1.1 C1 C1

1.5 C1 C1

2.2 C1 C1

3 C1 C1

4 C1 C1

5.5 C3/C1* C1

7.5 C3/C1* C3/C1*

11 - C3/C1*

電電動動機機
[[kkWW]]

ケケーーブブルル引引込込口口のの数数おおよよびびササイイズズ

22990000--44000000  mmiinn--11 44000000--55990000  mmiinn--11

0.25 - 1.5 4xM20 4xM20

2.2 4xM20 4xM20

3-4 1xM25 + 4xM20 1xM25 + 4xM20

5.5 1xM25 + 4xM20 1xM25 + 4xM20

7.5 - 11 1xM32 + 5xM20 1xM32 + 5xM20

電電動動機機
[[kkWW]]

数数量量 ネネジジ寸寸法法
ケケーーブブルル径径

[[mmmm]]

0.25 - 2.2
2

M20 x 1.5
5

1 7-14

3 - 5.5
4 M20 x 1.5 5 

1 M25 x 1.5 9-18

7.5 - 11
4 M20 x 1.5 5

1 M32 x 1.5 14-25

端端子子 ネネジジ寸寸法法
最最大大 トト ルルクク

[[NNmm]]

L1, L2, L3, L, N M4 1.8

NC, C1, C2, NO M2.5 0.5

1-26 および A、 Y、 B M2 0.5
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アアナナロロググ入入力力、、 AAII

電圧信号範囲 ：

• 0.5 - 3.5 VDC、 AL AU

• 0-5 VDC、 AU

• 0-10 VDC、 AU

電圧信号 ： 25 °C で Ri 100 kΩ 以上

運転温度で漏れ電流が発生する可能性があ り ます。 
ソース イ ン ピーダンスを低 く 保ち ます。

電流信号範囲 ：

• 0-20 mADC、 AU

• 4-20 mADC、 AL AU

電流信号 ： Ri は 292 Ω
電流過負荷保護 ： あ り。 電流信号に変化。

測定公差 ： フルスケール (最大点被覆) の - 0/+ 3 %

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

最大ケーブル長 ： ポテンシ ョ メ ー タ を除き 500 m

+5 V、 GND および AI に接続されたポテンシ ョ メ ー
タ ：

最大 10 kΩ 使用

最大ケーブル長 ： 100 m

アアナナロロググ出出力力、、 AAOO

電流ソース容量のみ

電圧信号 ：

• 範囲 ： 0-10 VDC

•  AO と  GND の間の最小負荷 ： 1 kΩ
• 短絡保護 ： あ り。

電流信号 ：

• 範囲 ： 0-20 および 4-20 mADC

•  AO と  GND の間の最大負荷 ： 500 Ω
• 開路保護 ： あ り。

公差 ： フルスケール (最大点被覆) の - 0/+ 4 %

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

最大ケーブル長 ： 500 m

PPtt110000//11000000  入入力力、、 PPtt

温度範囲 ：

• 最低 ： -30 °C. 88 Ω / 882 Ω
• 最高 ： 180 °C. 168 Ω / 1685 Ω
測定公差 ： ± 1.5 °C.

測定分解能 ： 0.3 °C 未満

自動範囲検出、 Pt100 または Pt1000 ： あ り。

センサ故障ア ラーム ： あ り。

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

短いワイヤには Pt100 を使用し ます。

長いワイヤには Pt1000 を使用し ます。

LLiiqqTTeecc  セセンンササ入入力力

グルン ド フ ォ ス LiqTec センサのみを使用し ます。

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 AWG

ググルルンン ドド フフ ォォ ススデデジジ タタルルセセンンササ入入力力おおよよびび出出力力、、
GGDDSS

グルン ド フ ォ スデジ タルセンサのみを使用し ます。

電電源源

++55  VV ：：

• 出力電圧 ： 5 VDC - 5 %/+ 5 %

• 最大電流 ： 50 mADC (ソースのみ)

• 過負荷保護 ： あ り。

++2244  VV ：：

• 出力電圧 ： 24 VDC - 5 %/+ 5 %

• 最大電流 ： 60 mADC (ソースのみ)

• 過負荷保護 ： あ り。

デデジジ タタルル出出力力、、 リリ レレーー

無電圧切換接点。

使用時の最小接点負荷 ： 5 VDC, 10 mA

シール ド 付きケーブル ： 0.5 - 2.5 mm2、 28-12 AWG

最大ケーブル長 ： 500 m

ババスス入入力力

グルン ド フ ォ ス ・ バス通信プロ ト コル, GENIbusプ ロ
ト コル, RS-485

シール ド 付き3芯ケーブル ： 0.5 - 1.5 mm2、 28-16 
AWG

最大ケーブル長 ： 500 m
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2299..  そそのの他他のの技技術術デデーータタ

EEMMCC  ((eelleeccttrroommaaggnneettiicc  ccoommppaattiibbiilliittyy  ==  電電磁磁両両立立性性))

適用規格 ： EN 61800-3.

下の表に電動機の放射カ テゴ リ を示し ます。

C1 は住宅地域向けの要件を満た し ています。
注注 ：： 公衆網に接続し た場合、 11 kW 電動機は EN 
61000-3-12 の部分重み付け高調波ひずみ率 (PWHD) 
に準拠し ません。 配電事業者から要求された場合、 以
下の方法で準拠を確保する こ とができ ます。

電動機と共通結合点 (PCC) の間の メ イ ンケーブルの
イ ン ピーダンスは、 断面積 0.5 mm の 50 メ ー ト ル
ケーブルのイ ン ピーダンスに相当し なければな り ま
せん。

C1 は工業地域けの要件を満た し ています。
注注 ：： この電動機を住宅地域に取 り付ける と き、 電動
機の電磁干渉があるため、 追加測定を必要と する場
合があ り ます。

* 外部グルン ド フ ォ ス EMC フ ィ ルタ を取り 付けた
場合、 C1。

イ ミ ュ ニテ ィ ： 電動機は工業地域けの要件を満た し
ています。

詳細は、 グルン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

保保護護等等級級

標準 ： IP55 (IEC 34-5)

オプシ ョ ン ： IP66 (IEC 34-5)

絶絶縁縁等等級級

F (IEC 85)

待待機機時時消消費費電電力力

5-10 W

ケケーーブブルル取取入入れれ口口

ポポンン ププにに付付属属ののケケーーブブルルググララ ンン ドド

トト ルルクク

電電動動機機
[[kkWW]]

放放射射カカ テテゴゴ リリ

11445500--22000000  mmiinn--11 22990000--44000000  mmiinn--11

44000000--55990000  mmiinn--11

0.25 C1 C1

0.37 C1 C1

0.55 C1 C1

0.75 C1 C1

1.1 C1 C1

1.5 C1 C1

2.2 C1 C1

3 C1 C1

4 C1 C1

5.5 C3/C1* C1

7.5 C3/C1* C3/C1*

11 - C3/C1*

電電動動機機
[[kkWW]]

ケケーーブブルル引引込込口口のの数数おおよよびびササイイズズ

22990000--44000000  mmiinn--11 44000000--55990000  mmiinn--11

0.25 - 1.5 4xM20 4xM20

2.2 4xM20 4xM20

3-4 1xM25 + 4xM20 1xM25 + 4xM20

5.5 1xM25 + 4xM20 1xM25 + 4xM20

7.5 - 11 1xM32 + 5xM20 1xM32 + 5xM20

電電動動機機
[[kkWW]]

数数量量 ネネジジ寸寸法法
ケケーーブブルル径径

[[mmmm]]

0.25 - 2.2
2

M20 x 1.5
5

1 7-14

3 - 5.5
4 M20 x 1.5 5 

1 M25 x 1.5 9-18

7.5 - 11
4 M20 x 1.5 5

1 M32 x 1.5 14-25

端端子子 ネネジジ寸寸法法
最最大大 トト ルルクク

[[NNmm]]

L1, L2, L3, L, N M4 1.8

NC, C1, C2, NO M2.5 0.5

1-26 および A、 Y、 B M2 0.5
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2299..11  騒騒音音レレベベルル

グレーのフ ィ ール ド は、 この MGE 電動機範囲には利
用可能な電動機がない こ と を表し ます。

3300..  製製品品のの廃廃棄棄

この製品および部品は、 環境に配慮し た方法で処分
し て下さ い ：

1. 廃棄処分業者に委託し て下さ い。

2. 廃棄処分業者がいないか、 使用材料を取 り扱 う こ
とができ ない場合は、 お近 く のグルン ド フ ォ スま
たは当社のサービス店にご連絡下さ い。

使用済みのバ ッ テ リは、 国または自治体の回収制度
を通じ て廃棄し て く だ さ い。 疑問の際は、 最寄のグル
ン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

ク ロス ド アウ ト ・ ウイール ド ビ ンの記号
は、 一般家庭ごみとは別に処理する必要
がある こ と を意味し ます。

この記号が付いている製品の寿命が終
わっ た ら、 地元の廃棄物処理当局が指定
し た収集場所に持ち込んで く だ さ い。

このよ う な製品を指定場所での回収し リサイ クルす
る こ とは環境と人間の健康を守るのに役立ち ます。
生産終了に関する情報については、
www.grundfos.com/product-recyclingも参照 く だ さ い。

電電動動機機
[[kkWW]]

銘銘板板記記載載のの
最最高高速速度度
[[mmiinn--11]]

速速度度
[[mmiinn--11]]

騒騒音音レレベベルル
IISSOO  33774433
[[ddBB((AA))]]

単単相相
電電動動機機

三三相相
電電動動機機

0.25 - 
0.75

2000
1500 37 37

2000 43 43

4000
3000 50 50

4000 60 60

5900
4000 58 58

5900 68 68

1.1

2000
1500 37

2000 43

4000
3000 50 50

4000 60 60

5900
4000 58 58

5900 68 68

1.5

2000
1500 42

2000 47

4000
3000 57 57

4000 64 64

5900
4000 58 58

5900 68 68

2.2

2000
1500 48

2000 55

4000
3000 57

4000 64

5900
4000 58

5900 68

3

2000
1500 48

2000 55

4000
3000 60

4000 69

5900
4000 64

5900 74

4

2000
1500 48

2000 55

4000
3000 61

4000 69

5900
4000 64

5900 74

5.5

2000
1500 58

2000 61
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付録 1

IInnssttaallllaattiioonn  iinn  tthhee  UUSSAA  aanndd  CCaannaaddaa

FFoorr  CCaannaaddaa

This product complies with the Canadian ICES-003 
Class B specifications. This Class B device meets all 
the requirements of the Canadian interference-causing 
equipment regulations.

Cet appareil numérique de la Classe B est conforme à la 
norme NMB-003 du Canada. Cet appareil numérique de 
la Classe B respecte toutes les exigences du Réglement 
sur le matériel brouilleur du Canada.

EElleeccttrriiccaall  ccooddeess

FFoorr  UUSSAA

This product complies with the Canadian Electrical 
Code and the US National Electrical Code.

This product has been tested according to the national 
standards for Electronically Protected Motors:

CSA 22.2 100-14:2014 (applies to Canada only).

UL 1004-1:2015 (applies to USA only).

PPoouurr  llee  CCaannaaddaa

CCooddeess  ddee  ll''éélleeccttrriicciittéé

Ce produit est conforme au Code canadien de 
l'électricité et au Code national de l'électricité 
américain.

Ce produit a été testé selon les normes nationales 
s'appliquant aux moteurs protégés électroniquement:

CSA 22.2 100.04: 2009 (s'applique au Canada 
uniquement).

UL 1004-1: Juin 2011 (s'applique aux États-Unis 
uniquement).

RRaaddiioo  ccoommmmuunniiccaattiioonn

FFoorr  UUSSAA

This device complies with part 15 of the FCC rules and 
RSS210 of IC rules.

Operation is subject to the following two conditions:

• This device may not cause interference.

• This device must accept any interference, including 
interference that may cause undesired operation of 
the device.

Users are cautioned that changes or modifications not 
expressly approved by Grundfos could void the user's 
authority to operate the equipment.

PPoouurr  llee  CCaannaaddaa

CCoommmmuunniiccaattiioonn  rraaddiioo

Ce dispositif est conforme à la partie 15 des règles de 
la FCC et aux normes RSS210 de l'IC.

Son fonctionnement est soumis aux deux conditions 
suivantes:

• Ce dispositif ne doit pas provoquer de brouillage 
préjudiciable.

• Il doit accepter tout brouillage reçu, y compris le 
brouillage pouvant entraîner un mauvais 
fonctionnement.

注注

In order to maintain the cURus approval, 
follow these additional installation 
instructions. The UL approval is according to 
UL 1004-1.



日日
本本

語語
  ((JJ

PP
))

72

2299..11  騒騒音音レレベベルル

グレーのフ ィ ール ド は、 この MGE 電動機範囲には利
用可能な電動機がない こ と を表し ます。

3300..  製製品品のの廃廃棄棄

この製品および部品は、 環境に配慮し た方法で処分
し て下さ い ：

1. 廃棄処分業者に委託し て下さ い。

2. 廃棄処分業者がいないか、 使用材料を取 り扱 う こ
とができ ない場合は、 お近 く のグルン ド フ ォ スま
たは当社のサービス店にご連絡下さ い。

使用済みのバ ッ テ リは、 国または自治体の回収制度
を通じ て廃棄し て く だ さ い。 疑問の際は、 最寄のグル
ン ド フ ォ スにお問い合わせ く だ さ い。

ク ロス ド アウ ト ・ ウイール ド ビ ンの記号
は、 一般家庭ごみとは別に処理する必要
がある こ と を意味し ます。

この記号が付いている製品の寿命が終
わっ た ら、 地元の廃棄物処理当局が指定
し た収集場所に持ち込んで く だ さ い。

このよ う な製品を指定場所での回収し リサイ クルす
る こ とは環境と人間の健康を守るのに役立ち ます。
生産終了に関する情報については、
www.grundfos.com/product-recyclingも参照 く だ さ い。
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付録 1

IInnssttaallllaattiioonn  iinn  tthhee  UUSSAA  aanndd  CCaannaaddaa

FFoorr  CCaannaaddaa

This product complies with the Canadian ICES-003 
Class B specifications. This Class B device meets all 
the requirements of the Canadian interference-causing 
equipment regulations.

Cet appareil numérique de la Classe B est conforme à la 
norme NMB-003 du Canada. Cet appareil numérique de 
la Classe B respecte toutes les exigences du Réglement 
sur le matériel brouilleur du Canada.

EElleeccttrriiccaall  ccooddeess

FFoorr  UUSSAA

This product complies with the Canadian Electrical 
Code and the US National Electrical Code.

This product has been tested according to the national 
standards for Electronically Protected Motors:

CSA 22.2 100-14:2014 (applies to Canada only).

UL 1004-1:2015 (applies to USA only).

PPoouurr  llee  CCaannaaddaa

CCooddeess  ddee  ll''éélleeccttrriicciittéé

Ce produit est conforme au Code canadien de 
l'électricité et au Code national de l'électricité 
américain.

Ce produit a été testé selon les normes nationales 
s'appliquant aux moteurs protégés électroniquement:

CSA 22.2 100.04: 2009 (s'applique au Canada 
uniquement).

UL 1004-1: Juin 2011 (s'applique aux États-Unis 
uniquement).

RRaaddiioo  ccoommmmuunniiccaattiioonn

FFoorr  UUSSAA

This device complies with part 15 of the FCC rules and 
RSS210 of IC rules.

Operation is subject to the following two conditions:

• This device may not cause interference.

• This device must accept any interference, including 
interference that may cause undesired operation of 
the device.

Users are cautioned that changes or modifications not 
expressly approved by Grundfos could void the user's 
authority to operate the equipment.

PPoouurr  llee  CCaannaaddaa

CCoommmmuunniiccaattiioonn  rraaddiioo

Ce dispositif est conforme à la partie 15 des règles de 
la FCC et aux normes RSS210 de l'IC.

Son fonctionnement est soumis aux deux conditions 
suivantes:

• Ce dispositif ne doit pas provoquer de brouillage 
préjudiciable.

• Il doit accepter tout brouillage reçu, y compris le 
brouillage pouvant entraîner un mauvais 
fonctionnement.

注注

In order to maintain the cURus approval, 
follow these additional installation 
instructions. The UL approval is according to 
UL 1004-1.
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IIddeennttiiffiiccaattiioonn  nnuummbbeerrss

FFoorr  UUSSAA

Grundfos Holding A/S

Contains FCC ID: OG3-RADIOM01-2G4. 

FFoorr  CCaannaaddaa

Grundfos Holding A/S 

Model: RADIOMODULE 2G4

Contains IC: 10447A-RA2G4M01.

PPoouurr  llee  CCaannaaddaa

NNuumméérrooss  dd''iiddeennttiiffiiccaattiioonn

Grundfos Holding A/S 

Modèle: RADIOMODULE 2G4

Contient IC: 10447A-RA2G4M01.

LLooccaattiioonn  ooff  iiddeennttiiffiiccaattiioonn  nnuummbbeerrss
 

図図  11 Identification numbers

図図  22 Identification numbers

EElleeccttrriiccaall  ccoonnnneeccttiioonn

CCoonndduuccttoorrss

See section 7.2 Cable requirements, page 11.

TToorrqquueess

Maximum tightening torques for the terminals can be 
found in section Torques, page 73.

LLiinnee  rreeaaccttoorrss

Maximum line reactor size must not exceed 1.5 mH.

SShhoorrtt  cciirrccuuiitt  ccuurrrreenntt

If a short circuit occurs, the pump can be used on a 
mains supply delivering not more than 5000 RMS 
symmetrical amperes, 600 V maximum.

FFuusseess

Fuses used for motor protection must be rated for 
minimum 500 V.

Motors up to and including 10 hp require class K5 UL-
listed fuses. Any UL-listed fuse can be used for motors 
of 15 hp.

BBrraanncchh  cciirrccuuiitt  pprrootteeccttiioonn

When the pump is protected by a circuit breaker, this 
must be rated for a maximum voltage of 480 V. The 
circuit breaker must be of the "inverse time" type.

OOvveerrllooaadd  pprrootteeccttiioonn

Degree of overload protection provided internally by the 
drive, in percent of full-load current: 102 %.
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付録 1

IInnssttaallllaattiioonn  iinn  tthhee  UUSSAA  aanndd  CCaannaaddaa

FFoorr  CCaannaaddaa

This product complies with the Canadian ICES-003 
Class B specifications. This Class B device meets all 
the requirements of the Canadian interference-causing 
equipment regulations.

Cet appareil numérique de la Classe B est conforme à la 
norme NMB-003 du Canada. Cet appareil numérique de 
la Classe B respecte toutes les exigences du Réglement 
sur le matériel brouilleur du Canada.

EElleeccttrriiccaall  ccooddeess

FFoorr  UUSSAA

This product complies with the Canadian Electrical 
Code and the US National Electrical Code.

This product has been tested according to the national 
standards for Electronically Protected Motors:

CSA 22.2 100-14:2014 (applies to Canada only).

UL 1004-1:2015 (applies to USA only).

PPoouurr  llee  CCaannaaddaa

CCooddeess  ddee  ll''éélleeccttrriicciittéé

Ce produit est conforme au Code canadien de 
l'électricité et au Code national de l'électricité 
américain.

Ce produit a été testé selon les normes nationales 
s'appliquant aux moteurs protégés électroniquement:

CSA 22.2 100.04: 2009 (s'applique au Canada 
uniquement).

UL 1004-1: Juin 2011 (s'applique aux États-Unis 
uniquement).

RRaaddiioo  ccoommmmuunniiccaattiioonn

FFoorr  UUSSAA

This device complies with part 15 of the FCC rules and 
RSS210 of IC rules.

Operation is subject to the following two conditions:

• This device may not cause interference.

• This device must accept any interference, including 
interference that may cause undesired operation of 
the device.

Users are cautioned that changes or modifications not 
expressly approved by Grundfos could void the user's 
authority to operate the equipment.

PPoouurr  llee  CCaannaaddaa

CCoommmmuunniiccaattiioonn  rraaddiioo

Ce dispositif est conforme à la partie 15 des règles de 
la FCC et aux normes RSS210 de l'IC.

Son fonctionnement est soumis aux deux conditions 
suivantes:

• Ce dispositif ne doit pas provoquer de brouillage 
préjudiciable.

• Il doit accepter tout brouillage reçu, y compris le 
brouillage pouvant entraîner un mauvais 
fonctionnement.

注注

In order to maintain the cURus approval, 
follow these additional installation 
instructions. The UL approval is according to 
UL 1004-1.
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※お問合せは下記弊社営業拠点、もしくは取扱い販売店までお願いいたします。 ● 販売店
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